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梗概

本報告書では ASURAの構文生成処理で用いられている生成規則について説明する。ここでは

生成規則を英語の言語現象に基づいて分類し、変換から与えられる意味表現との対応を示しな

がら具体的に解説する。また、変換処理と生成処理との間で受け渡されるデータ構造について

も説明する。
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まえがき

本解説書は ASURAの英語構文生成処理で採用されている文法・辞書に関するものである。

ASURAでは構文生成のための言語的知識を記述する枠組として単一化に基づく木付加文法

(Unification-based Tree Adjoining Grammar:UTAG or Feature Structure-based Tree Adjoin-

ing Grammar:FTAG)[ll[4]を用いている。この枠組は単一化に基づく句構造文法 (Unification-

based Phrase Structure Grammar)[2]の自然な拡張となっている。

FTAGは非常に一般的な枠組なので、品詞等の素性や要素木と呼ばれるプリミテイプ（粗く

言えば CFGにおける「書き換え規則」に対応する）の定義の仕方によって、主辞駆動句構造文

法 (Head-drivenPhrase Structure Grammar :HPSG)[3]や狭義の TAG1[4]など様々な言語記述

の仕方が可能である。

ここで述べる生成知識はこれらの記述の仕方のいずれかに忠実に則って「規則化」したもの

ではなく、むしろ、柔軟な記述力を利用して、文法記述者の直観に近い形で言語現象を「記述」

したものである。 2。従って、抽象化や記述量の低減などをあまり行なっていない部分もある。

特に動詞、形容詞等の語彙まわりの部分は、扱おうとする言語表現との対応の良さから、語彙化

木付加文法 (lexicalizedTAG)[4]に近いものとなっている。 このため、 HPSGなどの抽象化の

進んだ規則体系から見た場合、特に語彙周りの部分で規則としての洗練さに欠けている点がある

ように見えるかも知れない。

また、規則化に当たっての大きな制約となる、生成の入力、すなわち、英語意味構造につい

ても注記しておく。英語意味表現は解析・変換の各処理で抽出可能な情報をもとに作成された

ものであり、 「英語意味表現」として必要な情報が必ずしも全て存在している訳ではない（たと

えば、名詞の定・不定の情報など）。従って、生成知識の中には、不完全な情報から「無理矢理

に」表層表現を決定するためのものも含まれている。

以上のような点は「11章付記」の項で改めて説明する。
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はじめに

本稿では、変換処理部で出力された英語意味構造から、実際の英語統語構造に
いかに生成されるかを規則を例示しながら、概要を述べる。

対象例文は、モデル会話文A,B,1,2,3,4,5,6,7,8,9,10 の 26 2文、追加例文
1 8文、機能試験文 60 0文、追加例文 38文の計 91 8文のうち、変換部を
通った文であり、これらについて生成処理を行なうものとして作成したルールを
概説した。

鍼．

し

規則概要

(g_pd 

: name Jレール固有名

説明

:internal_structure 

: annotation 

((S n
m
 

y
e
 

s
s
 

，
 

．．
 

｀
 

ュ．

(NP 

(VP 

(S NP VP) 

〔〔cats〕．．．．〕〕
[ [reln inform〕．●．．）〕〕）

〔〔syn 〔にatnp〕．．．〕〕
(sem ?subj-sem〕
〔defsem?subj-defsem)〕）

[ 〔syn 〔にatvp〕．．．〕〕
〔sem?obj e) 
〔defsem?subj-defsem〕））

（根節点葉節点1葉節点2)

根節点
根節点

syn 
sem 

語
味

統
意

葉節点1syn統語
葉節点1sem意味
葉節点1が空〔）の場合の代入値 sem

葉節点2syn統語
葉節点2sem意味
葉節点2が空［〕の場合の代入値 sem

． 
: env 1 ronmen t 

)) 

環境制約（入力構造のPRAG部を参照）
'-
i 

(: SET ....) 
(:NOT ....) 

: NULL 
: SPECIFIED 

素性値の集合を扱う
排除する素性値を指定する

空素性（〕を示す。
空でないことを示す。

規則の説明には、生成規則 (PD)
予備知識として想定する。
また、説明中で、同一の根節点の意味素性と葉節点の意味素性を示す際に、
手続き的に『根節点から葉節点へ伝達する』などの表現を使うことがある。

の基本的概念・操作（被覆、 単一化など） を

ヽ
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ー 使用統語カテゴリー (cat素性の値）

1.1 非終端カテゴリー

s-、TOP
s 
CONJ_S 
REL_S 
VP 
TOINF 
NP 
NN 
AP 
ADVP 
pp 

IDIOM 

文全体 Ex. "I applied for the conference." 
文核 "I applied for the conference" 
接続文 "if you have a question" 
関係節 topics "that will be brought up" 
動詞句 ：： applied for the conference" 
to不定詞句 to apply for the conference" 
名詞句 "the interesting topics" 
名詞複合 "interesting topics" 
形容詞句 "the same as the last year" 
副詞句 "actually" 
前置詞句 "in the conference hall" 
慣用表現 "thank you" 
----------------------------------------------

INV S 倒置文 "can I register as a speaker" 
て独立のカテゴリーではなく、 (cats〕と (inv+〕で表甕。）

闘 疑問句 "what kind of procedure 
（独立のカテゴリーではなく、 (cat (:SET np advp ap)〕と (wh +〕 で表現。

1.2 終端カテゴリー

VERB 
BE 
AUX 
NOUN 
PRON 
NUMB 
ADJ 
ADV 
PREP 
ADVPRT 
CONJ 
DET 
TO 
NOT 
GREET 
SIGN 
RIPRON 
RIADJ 
RIADV 

N. B. 

動詞
be動詞
助動詞
名詞
代名詞
数詞
形容詞
副詞
前置詞
副詞的小辞
接続詞
限定詞
to 
否定辞

喜悶
疑問代名詞
疑問形容詞
疑問副詞

cat素性の値を示す以外は、
PREP を P と省略する。

” apply " 
" " are 
" " can 
" " conference 
". " 1t 

" three ” 
". " rnteresting 
"actually" 
" " 
ばingit " " 
"and" up 

"the" 
"to" apply for the conference 
"not" 
"hello" 
"?" ． 
" what ” 
"which" hotel 
" how " 

VERB を V、

- 5 
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2 文の基本構造

2. 1 S-TOP (文全体）
すべての文が S-TOP--> S + SIGN の構造を持つ。

(g_pd 
:name S-TOP 
：文全体 (S-TOP)の展開規則
: internal_structure (S-TOP S SIGN) 
: annotation 

((S-TOP 

p
 

(S 

(SIGN 

((syn (〔cats-top〕(invー)〕〕
〔sem?sem))) ; * <====== (a) 

〔〔S四〔〔cats〕いnv-〕
〔adv-cl-〕〔prsp-mod+〕 ; * <====== (b) 
〔s-depthmatrix〕
〔signlex?signlex〕〕〕；＊く====== (d) 

(sem ?sem))) ; * <====== (a) 
〔(s四〔〔catsign〕

〔lex?signlex〕〕〕〕）） ; * <====== (d) 
:environment 
(〔prsp-terms 〔〔prsp-m。d (:SET dake gurai kos゚ nad〇 nankanara n〇皿i

null zutsu)〕〕〕）） ; * <====== (c) 

(a) すべての文に当てはまるので、 sem は無関係に葉節点（下位楠造）に送られる。
(b) 上位構造で「prsp-terms の処理が決定している」ことを下位構造に伝える。
(c) 日本語解析による取り立て助詞 『も』以外をすべて列挙する。

環境が（〔prsp-terms 〔（図sp-modmo〕〕〕）の場合はS-TOP-MO を使用。
この規則は S節点の〔prsp-mod-〕指定のみ S-TOP と異なる。
〔prsp-mod-〕 --> S-MODI-TOOで文末に "too" を生成。

(d) この段階では文末記号("."'"?"など）は決定不可能。
SIGN の lex を singlex として S に伝達しておき S を具体的に展開する
ルールで値を指定する。

(Ex. S-WH-INV_S: S 〔signlex"?"〕 -->りH十 INVー_S)

2. 2 S (文）

2.2.J. 意味構造
入力意味構造は最トップレベルで以下の構成を持つ。

〔〔reln (:SET inform request questionref questionif questionconf promise 
response expressive phatic) ; * <====== (a) 

(agen 〔〔label *speaker*〕)〕； * <====== (b) 
〔recp ((label *hearer*)〕） ; * <====== (c) 
〔obje?obje〕；＊く======(d) 
〔caus?caus〕；＊く==== ==(e) 
〔correct?correct〕；＊く=== ===(f) 

(a) ~ (d) 

〕

入力英語意味構造のトップレベルの必須要素。

(a) 発話タイプ
reln の値（発話タイプ）によって文の種類が決定される。
inform (デフォルトの発話タイプ） 情報提供文
request (話者が何らかの要求を表わす発話） 命令文
questionref (WH疑問文に対応する発話） WH疑問文
ques tionif (YES-NO疑問文に対応する発話） yes/no疑間文
questionconf (確認を表わす疑問文〔～ね〕に対応する発話） 確認疑問文
promise (約束を表わす発話） 約束文
response (質問に対する応答や相づちなどの発話） 応答文
expressive (話者の感情表現に関するイディオム的な発話）感情表出文
phatic (挨拶などで用いられるイディオム的な発話） 挨拶文

"' 
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(b) 発話者（話し手）を示す。
(c) 対話者（聞き手）を示す。
(d) 文の中核的な命題内容を表わす。
(e)'(f) 
任意の修飾要素で、存在しない場合もある。
・意味修飾要素：統語構造には現われず、文全体の意味的特性を表わすもの。

単節点の規則（葉を作らない）で処理される。
attd 
manner 
(infmann) 
(mann) 

・統語修飾要素：統語構造で文レベルの修飾要素になるもの。
caus 
cond 
conect 
conj 
opps 
(inf at td) 

まず任意の修飾要素が処理され、その後で、必須要素の reln (発話タイプ）、
agen (発話者）， recp(対話者）を処理する形で、英文構造が reln の値に
応じて、平叙文や疑問文などに開かれる。

2.2.2主要統語構造

S-TOP 
1---------1-------------------------

S SI贔
------!------- "," or "?" 

↓ ↓ 
-------!-------
I I ; * <============ Ca) 
X S 

s 
* * nodeを示す。

(b) * (c) * (d) * (e) * (f) * 
---1--- INV_S ---1--- ---1--- ---1---
I I I I I I I I I I 

NP VP 闘 INV_S "please" "," VP NP "," "please" 

(a) 文修飾構造
s (文）に対して前方から修飾する形式 (S→X S condなど）と、
修飾要素を後方に置く形式 (S->S X causなど）がある。

N. B. 複数の文修飾要素が存在する場合がある。
N. B. 1個の修飾要素に対し、前方修飾・後方修飾の 2種類の規則を作成し、

その他の情報（終端語、文脈）によリ、選択することもできる。

(b) 平叙文 （主部NPと述部VPに展開する）
(c) yes/no疑問文 （倒置文形式）
(d) りH疑問文 （疑問詞（句）を先頭に移動した、倒置文形式）

(e) 命令文 （副詞 "please"を先頭に伴った命令形）
(f) 名詞旬命令文 （名詞句の後ろに副詞 "please"を伴った省略命令形）

- 7 



2.2.3 文レベルの修飾要素

＊意味修飾要素の扱い

(g_pd 
: name S-COVER-MANNER 
; MANNERのための被覆規則
: internal_s true tu re (S) 
: annotation 

((S 〔〔syn

〔sem

〔〔cats) 
〔s-modi 〔〔s-caus-〕 [s-cond -〕 [s-conect -〕； *<====== 

[s-conj -〕〔s-infattd-〕 [s-opps -〕
〔too-〕〕)

〔negate?nega店〕〔prsp-mod?prsp〕
[adv-cl ?adv-cl〕
〔s-depth?s-depth) 〔signlex?signlex) 
〔synmanner?manner〕〕〕；＊く====== (b) 

〔〔manner?manner)〕〕)））） ; * <====== (a) 

(a) 任意要素 mannerに対する処理を行なう。

(b) mannerが担っていた情報を syn
下位構造の VPに伝達されて、 V

に取り込む。
導入規則で利用される場合がある。

(c) 

Ex. VPーWANT-TOINF : 
VP-WOULD-LIKE-TO INF: 

VP[synmanner direct〕
貯〔synmannerindirect) 

--> want NP TOINF 
--> would like NP TOINF 

manner以外の意味修飾要素は、それぞれ単節点の処理）レールで単に被覆される
(semで参照される）だけで、 synに取り込まない。

N. B. 現在、 生成において積極的役割を持たないものとして扱う。

(c) 統語修飾要素の決定状況を示す。

Ex. s-caus = 「すでに caus
（上位構造で、

が処理されているかどうか
文が caus に修飾されている）」）

任意要素間の被覆の順番を決定するのに使用される。

一般に、 2つの規則 Rl(上位構造とする），
Rl と R2 を結合する適用を防ぐためには、

R2 (下位構造とする）に関して、

Rl 
R2 

（上位構造）の葉節点に (rl+〕、
（下位描造）の根節点に〔rl-〕を与えておけば、
（単節点のルールの場合も同様である (2))

単一化に失敗する。 (1) 

ー
‘l,R 

ー（
 

R2 

A 
-----1-----

B 〔rlサ
t 

B(rl -) 
-----1-----

C ••• 

... 
＊単一化に失敗

(2) 
Rl B仕1+〕

t 
B[rl -〕

R2 -----1-----
C 

'• 

N. B. 
manner は、全ての統語修飾要素より、順番として先に処理される。
また、他の意味修飾要素も同じく、全ての統語修飾要素より先に処理される。
単節点の意味修飾要素規則間の順番はプログラムで自動的に決定される。
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＊統語修飾要素の扱い

(g_pd 
: name S-MODI-CONJ 
; CONJのための被覆規則
: internal_structure (Sl X COM S2) 
: annotation 

（（幻〔〔syn [ 〔cat司[inv-〕
[s-modi 〔[s-causー〕〔sーcond―)〔sーconee t ? co nee t〕； * <======== (a) 

〔s-conj-〕 [s-infattd ?inf attd) 〔s-opps-〕
〔too-〕〕)

〔negate?negate) 〔prsp-mod?prsp) 
[ adv-cl ?adv-cl〕
〔s-depth?s-depth〕[signlex ?signlex〕[s ynmanne r ?manner〕〕〕

[sem ?sem [ 〔conj?conj〕））〕）；＊く====== (c) 
(X 〔〔syn[ 〔cat (:SET advp conj_s)〕〕）； * <====== (b) 

〔sem? conj〕））；＊く====== (c) 
(COM 〔〔syn 〔〔catsign〕

[lex ", ")〕)））
（認〔〔s四〔〔cats〕[inv -) 

〔s-modi 〔［炉caus-〕 (s-cond -〕 [s-conect ?conect〕
[s-conj +) [s-infattd ?infattd) 〔s-opps-) 
〔too-〕〕〕

〔negate?negate〕〔prsp―m〇d?prsp〕
〔adv-cl? adv-cl〕
〔s-depth?s-depth〕[s ignlex ?s ignl ex〕(synmanner ?manner〕〕〕

〔sem?sem〕〕）））

(a) caus, cond, opps の統語修飾要素の処理規則、および "too"の生成規則の
(S-MODI-TOO) より、順番として先に適用される。

N. B. 『順番として先に適用される』ことは、すなわち、上位構造となる。
従って、上位構造での lex指定による終端語は、下位構造の外側に
位置する。

Ex. ESET P-49: 
Well, al though you say that way, it'11 be a problem. 
<CONJ> <---------OPPS----------> 

(b) 文頭に修飾要素 ?conj を付加する。

ここでは、 ?conj の下位構造を参照していないので、 ?conjのカテゴリーは、
不明である。そこで、 ?conjのカテゴリーとして想定される ADVPとCONJ_S を
集合の値(:SET)として、両方与えておく。

(c) conj の値を変数とし、文頭に置かれた修飾要素の sem の値とする。

，
 



2.2.4文末への "too" の生成

(g_pd 
: name S-MODI-TOO 
：文末にtooを生成する規則
: internal_structure (Sl S2 COM ADV) 
: annotation 

((Sl (〔s四〔(cat吋〔inv-〕
(s-modi 〔〔s-caus?caus〕〔sーcond?cond〕〔s-conect?c〇nect〕

〔s-conj ?conj〕(s-infattd ?infattd〕〔s-゚pps?opps〕
〔too-〕〕〕； * <====== (a) 

〔negate?nega註〕 (prsp-mod -) 
〔adv-cl-〕
〔s-depthmatrix〕；＊く====== (b) 
〔signlex?signlex〕〔synmanner?manner〕〕〕

〔sem?sem〕〕）
(S2 〔向n 〔(cats〕〔証V -) 

〔s-modi 〔(s―caus?caus) 〔Sーcond?cond) 〔sーconect?conect〕
〔s-conj ? conj) 〔s-infattd?infattd〕(s―OPPS-?opps〕
(too +〕〕〕 ; * <====== (c) 

〔negate?nega屁〕〔prsp-mod+〕； * <====== (d), (e) 
〔adv-cl?adv-cl〕
〔s-depthmatrix〕〔signlex?signlex〕(synmanner ?manner〕〕〕

〔sem?sem〕〕）
(C叩〔〔syn ((cat sign〕

(lex ","〕〕〕〕）
(A凹〔〔s四〔 (catadv〕

(lexid too-adv-1) 〔lex"too"〕〕)〕）））

(a) prsp-mod の処理が決定していない ーー〉 2.1 S-TOPの項を参照。

S-TOP 〔芦sp-mod+〕 (:environment MO以外）一＞
S-TOP 〔prsp一m。d一〕 (:envir〇n皿entM。) -> sーMODI-I゚゚ (prspーmod+〕

（この場合は、 "too" が未出現）。

(b) 主文のみに適用されるものとする。

(c) "too" が文に付加されていることを示す。

(d) prsp-mod の処理決定を示す。
根節点の〔prsp-mod-〕が葉節点 Sで〔prsp-mod+〕に変換されるので、
この規則が繰り返し適用されることはない。

(e) この規則を省略して文展開規則 (Ex. S-NP-VP-MATRIX) が適用される可能性を
防ぐために、文展開規則の根節点に〔prsp-terms+〕を指定する。

S-TOP 
----------1----------------------------------

S 〔芦sp-terms-〕 SIGN 
t *単一化に失敗

s厨 sp-terms +) 
----------1-----------

NP V↓ 
(f) このルールは他のすべての文修飾規則の後に適用されるものとする。

従って、他のすべての文修飾規則に条件〔s-modi ((too -〕〕〕を指定しておく。
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2.3平叙文

(g_pd 
: name S-NP-VP-MATRIX 
；主文を主部と述部に展開する規則
: internal_s tructure (S NP VP) 
: annotation 
((S 〔〔s四〔〔cats〕いnv-〕

〔agr?agr〕
〔adv-cl-〕 (prsp嘩 od+) ; * <====== (a) 
〔signlex". ") ; * <====== (b) 
〔synmanner?manner〕〕）

〔s頭〔(relninform〕
〔ag紐〔〔label *speaker*〕〕）
〔recp 〔いabel *hearer*)〕)
〔obje?obje (〔reln (:NOT compound-sent invited-lets)〕〕)〕〕〕）； * <====== (c) 

(NP (〔s四〔〔catnp〕
〔caseno叫〔agr?agr〕；＊く====== (d) 
〔any-env-〕 (arti ?arti〕〕） -

〔sem?subj-sem〕；＊く====== (e) 
〔defsem?subj-defsem)〕） ; * <====== (e) 

（評〔〔syn (〔catvp〕
〔vform?vform (: SET present past)) 〔agr?agr〕；く====== (d) 
〔subj-info (〔subj-sem?subj-sem) ; * <====== (e) 

〔subj-syn ((agr ?agr〕〔arti?arti〕〕) ; *く====== (e) 
(subj-defsem ?subj-defsem〕））；＊く====== (e) 

〔any-env-〕〔negate-〕
〔adv-cl-〕 (be-inv -〕〔synmanner?manner〕〕〕

〔sem?obje〕〕）））；＊く====== (c) 

(a) prsp-terms の処理は決定している。
〔prsp-modmo〕にもかかわらず、 "too" が生成されない場合を防ぐ。

(b) 文末記号を"."に決定。

(c) 中核的命題内容を VPに伝達。

(d) NP, VP間での agr素性の値の共有により、主語と動詞の人称・数の一致を表わす。
agr素性は person,number素性の複合素性である。

Ex. third person, singular = 〔agr 〔(person3〕〔numbersing〕〕〕

NPの agr素性は N まで、 VP の agr素性は V まで伝達される。

(e) 主語は obje(述語構造）の内部構成に依存するので、この段階では決定不能。

VP に主語に関する情報を担う subj-info素性を与え、 V とその必須格を
直接支配する VP まで伝達する。
subj-info素性を介してこれらの値は、 VP を V と必須格に展開する規則で
決定される。
subj-info は以下の構成を持つ複合素性である。

〔subj-info (〔subj-sem?subj-sem〕
〔subj-syn ((agr ?agr) 

(arti ?arti〕〕〕
〔subj-defsem〕〕〕

＜―-主語の意味構造
＜―-主語の統語特性一致素性

限定詞
＜―-主語が空集合〔）の場合のデフォルト値
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2.4外置構文

(g_pd 
: name S-NP-VP-EXTRAPOSI 
；主文を主部と述部に展開する規則（外置）
; signlexは"."に決定
: internal_s true tu re (S NP VP TOI NF) 
: annotation 
((S 〔〔syn...〕

〔sem...〕〕
（罰〔〔S四〔〔catnp〕

(case no叫〔agr?agr))〕
〔s頭〔〔label*it*)〕)〕)

（評〔〔syn... 
(subj-inf゚〔(subj-sem?subj-sem〕；＊く====== (a) 

〔subj-syn 〔〔agr?agr〕〔arti ?arti〕〕〕
(subj-defsem ?subj-defsem〕）〕

．．．〕
〔sem...〕〕)

(TOINF 〔〔syn 〔(catt〇inf〕
〔subj-info ((subj-sem (〔label*other*〕； * <====== (b) 

(restr %%EMPTY%%〕〕〕)〕
〔insert-v-〕〕)

〔sem?subj-sem〕〕）））；＊く====== (a) 

N. B. (" •.. "で省略した箇所は S-NP-VP-MATRIX と同一）

(a) 主語の sem を文末の TOINF に伝達する。
（なお、 that節の外置を扱う規則は未作成。）

文（命題）型の意味構造であった場合、通常の TOINF と同じように展開される。
名詞型の意味構造であった場合、展開は失敗する。

N. B. 最終的に展開が失敗する場合でも、主語・述語の構成をなす、すべての
平叙文にこの規則が適用されるので、計算量が過多となっている。

(b) TOINFの sem で主語が *other*及び、空集合〔〕でなければならない。
(〔label*other*〕)だけだと、あらゆる名詞型意味構造と単一化されてしまう。

〔〔parm?x〕
(restr ((reln ?reln〕

(entity ?x)〕〕
〔label*other*〕〕

この指定により、主語が具体的に指定されている場合も展開が失敗する。
これは、主語が「消える」のを防ぐためである。

N. B. 外置構文生成の条件が、現在は、 TOINFで主語が空集合〔〕であるため、
変換処理部での省略補完を行なう場合に、注意が必要である。

（または、変換処理部で補完される素性を区別できるようにする）

N. B. 主語がある場合でも、外置構文の場合がありうる。
Ex. "It is hard for a Japanese to master any European tongue." 

ESETで、この外置構文が使われた例をあげる。

Ex. 
>P-274新幹線で京都まで来るのはそれほど大変ではあリません

"To come to Kyoto by the Shinkansen isn't so hard." 
"It isn't so hard to come to Kyoto by the Shinkansen." 

- 12 -
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2. 5 yes/no疑問文

(g_pd 
: name S-IN凡S
; yes-no疑問文の展開規則
: in ternal_s tructure (S INV_S) 
: annotation 
((S 〔〔syn 〔〔叫 s〕〔inv-〕； * <====== (a) 

〔prsp-mod+〕； * <====== (b) 
〔signlex "?"〕； * <====== (c) 
〔synmanner?manner〕）〕

〔sem 〔〔詞lnquestionif〕
〔agen ((label *speaker*〕)）
〔recp 〔〔且bel*hearer*〕〕〕
〔obje?obje〕）〕〕）；＊く====== (d) 

(INい〔〔syn 〔〔叫 s〕〔inv+〕； * <====== (a) 
(vform (:SET present past)〕
〔adv-cl-〕〔synmanner?manner〕〕）

〔sem?obje〕））））；＊く====== (d) 

(a) 通常の文を倒置文に変換する。

(b) prsp-modの処理は決定している。

(c) 文末記号は"?"に決定する。

(d) 中核的命題内容は同一であることを示す。

2. 6 WH疑問文

(g_pd 
: name S-WH-INV S 
直疑問文の展開規則
: internal_structure (SりHINV_S) 
: annotation 
((S 〔〔syn 〔〔叫 s〕〔inv-〕； * <====== (a) 

〔prsp-mod+〕； * <====== (b) 
〔signlex"?"〕； * <====== (c) 
〔synmanner?manner〕〕〕

〔s頭〔〔reln questionref〕
〔ag細〔〔label *speaker*〕〕〕
〔re叩〔〔label *hearer*〕〕〕
〔obje 〔〔parm?1i1巾咽em〕 ； *く====== (d), (り

(restr ?proposition〕〕〕〕）〕）；＊く======(d)'(g) 
(WH (〔syn 〔にat?wh-cat (:SET advp np pp)〕〔wh+〕； * <====== (e) 

〔case?cas司(agr?agr〕
〔prep-info 〔〔紐stprep?instprep〕伽ctprep?loctprep〕

〔methprep?methprep〕〕〕
〔insert-v?insert-v〕〔＂゚ di-posi?modi-posi〕
〔prep-lex?prep-lex〕〕〕

〔sem?wh-sem〕〕）；＊く====== (f) 
(INV _S (〔syn (〔cats)〔inv+) ; * <====== (a) 

〔vform(:SET present past)〕
〔adv-cl-〕〔synmanner?manner)〕)

〔sem ?proposition〕；＊く====== (g) 
〔sla廷〔〔syn ((cat ?wh-ca日〔wh+) ; * <====== (h) 

〔case?cas叫〔agr?agr〕
〔prep-info 〔いnstprep?instprep〕いoctprep?loctprep〕

〔methprep?methprep〕〕〕
〔insert-v?insertー吋 (modi-posi?modi-posi〕
〔prep-lex?prep-lex〕〕）

〔sem?wh-sem)〕〕〕）））
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(a) 通常文を倒置文に変換する。

(b) prsp-modは処理されている。

(c) 文末記号を"?"に決定する。

(d) WH疑問文は、意味構造で既に咄表現に相当する部分が命題の外に置かれて、
parm-restr構造を成している。

(e) 倒置文の文頭に疑問詞 (WH表現）を付加する。
闘表現は (wh+)で示す。

(f) parmの値が闘の意味になる。

(g) res trの値が INV_Sの値になる。

(h) res trの値は下位構造に parmの値と等しい部分を持つ。（タグで示される）
これは統語構造では文頭の問表現に相当する欠損要素である。

slash素性は、ここでは ?wh-semで明示されるように、表層に表われている
闘表現の統語や意味情報をすべて持っており、下位構造内にあるそれと単一化
可能な節点が、空範疇となることを表わす。

N.B. slash素性は、次の宣言で指定される葉節点のカテゴリーには、
根節点と同一の slash素性が自動的に与えられる。
(def_binding_nodes (S VP PP AP NP ADVP REL_S TOINF ADJ)) 
但し、テンプレートを使用する場合は、根節点・葉節点における同一の
slash素性を明示しなければならない。

2.7命令文

2.7.1 動詞型
中核的命題が動詞型の意味構造の場合、 S-->please+ VP という展開を行なう。

(g_pd 
: name S-PLEASE-VP 
；動詞句の前方にpleaseを付加して命令文を作る
; signlexは"."に決定
: internal_structure (S ADV VP) 
: annotation 
((S 〔〔s罪〔〔cats) (inv -〕

〔synmanner?manner〕
〔prsp-mod+〕 ; * <====== (a) 
(signlex ", ")〕) ； * <====== (b) 

(sem (〔relnrequest) 
(ag細〔〔label*Speaker*〕〕〕
〔recp ((label *hearer*〕〕〕
〔obje?obje〕〕〕〕）；＊く====== (c) 

(A閃〔〔syn ((cat adv〕
〔lexidplease-interj-1) 〔lex"please"〕〕〕〕)

（貯〔〔s四〔(catvp〕
(agr (〔person2〕(number sing〕〕〕
〔vformbse〕〕）；＊く====== (d) 

〔sem?obje〕〕）））；＊く====== (c) 

(a) prsp-modの処理は決定している。

(b) 文末記号は"."に決定。

(c) 中核的命題内容を VPの意味とする。

(d) 動詞は原形指定。
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2.7.2 名詞型

* NP + PLEASE 
中核的命題が名詞型意味構造の場合
S --> NP , please という展開を行なう。

Ex. MSET da-11: ご住所とお名前をお願いします。

(g_pd 
: name S-NP-PLEASE 
；名詞句の後ろにpleaseを付加して命令文を作る
: internal_structure (S NP COM ADV) 
: annotation 
((S 〔〔s四〔〔cats〕〔註V -〕

(s-modi 〔〔s-caus?caus〕〔s-cond?cond〕〔s-conect?conect〕
(s-conj ?conj) 〔s-infattd?inf attd〕〔s-opps?opps〕
〔too-〕〕〕； * <====== (b) 

〔synmanner?manner〕
〔prsp-mod+〕〔signlex". ")〕〕

〔se旧〔〔relnrequest〕
〔agen 〔〔且bel*speaker*〕〕〕
〔recp 〔いabel*hearer*〕〕)
〔obje?obje〕〕〕））；＊く====== (a) 

(NP 〔〔syn 〔〔catnp) 
〔a肛〔〔person3〕）〕
〔caseace〕〕〕

〔sem?obje〕〕）；＊く====== (a) 
(COM 〔〔syn 〔〔catsign〕〔lex","〕〕〕〕）
(ADV 〔〔的n 〔〔catadv〕

〔lexidplease-interj-1〕〔lex"please"〕〕〕〕））)

(a) 中核的命題は NP の意味になる。

(b) 上位構造で "too" が生成されていない。
NP+ pleses 型の命令文に "too" が付加される場合、
次のような構造を生成しないよう S-MODI-TOO の使用を禁止する。

Ex. MSET dl0-33: The phone number, too, please. 
*The phone number, please, too. 

s 
-------------1-------------
I I 
s "'" "t↓。"

--------1---------
I I 

NP "," "pi ease" 

NP と "please" の間に "too" を挿入する特殊規則を使用する。

(g_pd 
: name S-NP-TOO-PLEASE 
；名詞句の後ろにtoo, pleaseを付加して命令文を作る
; tooはpleaseの前に現われるのでS-MODI-TOOは使用できない
: internal_structure (S NP COMl too COM2 ADV) 
: annotat10n 
((S 〔〔s四〔〔cats〕（註V -) 

〔synmanner ?manner〕
(prsp-mod -〕； * <====== (a) 
〔signlex". ")〕〕

〔sem (〔relnrequest〕
〔agen (〔label*speaker*〕〕〕
〔recp 〔〔且bel*hearer*〕〕）
〔obje?obje〕〕〕〕）
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(NP 〔国n 〔〔cat叫〔caseace〕
〔a肛〔〔person3〕〕〕〕〕

〔sem?obje〕〕）
(COMl 〔〔syn 〔〔catsign〕〔lex","〕〕〕〕）
(too 〔〔汀n 〔〔catadv〕；＊く====== (b) 

〔lexidtoo-adv-1〕〔lex"to゚”〕〕〕〕）
(CO舷〔〔s四〔〔catsign〕

〔lex","〕〕〕〕)
(A買〔〔syn 〔〔⑬t adv〕

〔lexidplease-interj-1〕〔lex"please"〕〕〕〕））)

(a) prsp-'-modの処理はまだ終了していない（現われるべき "too" が未出現）。
S-MODI-TOOが適用されると〔prsp-mod+〕に変わるので、 S-MODI-TOO,
S-TOO-NP-PLEASEの両方が適用されることはない。

(g_pd 

＊動詞の補完

生成英文の多様化のため、命令文意味構造が名詞型の時、
動詞を補う操作も行う。

『NPをお願いします』 ー〉 "NP ,please." 以外のパターンを生成する。

Ex. MSET da-11: The address and the name, please. --> 
May I have the address and the name? 
Please give me the address and the name. 

MSET dl0-18: Then, the single room of seven thousand yen of 
Kyoto Prince Hotel, please. --〉

Then, please reserve the single room of seven thousand yen of 
Kyoto Prince Hotel. 

: name S-MAY-I-HAVE-NP 
灌ayI have +名詞句＋？という構造の命令文
; signlexは"?"に決定
: internal_structure (S (INV_S AUX NPl (VP V NP2))) 
: annotation 
((S 〔〔syn 〔〔叫 s〕〔inv-〕

〔synmanner?manner〕
〔prsp-mod+〕〔signlex"?"〕〕〕

〔sem 〔仕elnrequest〕
〔agen [ 〔label*speaker*〕〕〕
〔recp 〔いabel*hearer*〕〕〕
〔obje?obje〕〕〕〕）；＊く====== (b) 

(INV S 〔〔syn [ 〔cats〕〔inv+〕〕〕〕)
(A政〔〔syn 〔にataux〕

〔vformprese此〕 [agr ?agr [ 〔person1〕
〔numbersing〕〕〕

〔lex"may"〕〕〕〕）
(N四〔〔syn [ 〔catnp〕

〔caseno司）〕；I; * <====== Ca) 
〔sem [ (1 abel *speaker*〕〕〕〕）

（評〔〔syn 〔にatVP〕
〔vformbse〕〕〕〕）

(V 〔(syn 〔にatverb) 
〔vformbse) 〔agr?agr〕
〔lex"have")〕〕〕）

(NP2 [ 〔syn 〔にatnp〕
〔caseace〕〔insert-vhave〕〕〕；＊く====== (c) 

〔sem?obje〕〕）））；＊く====== (b) 
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(a) "May I have" を補う。

(b) 中核的命題が "have" の目的語になる。

(c) この補完は個々の名詞に依存する。
insert-v素性で補完される動詞の種類を指定して N レベルまで伝達し、
個々の N が持つ insert-vの値と一致させる。

すなわち、この規則は名詞のinsert-v素性がhaveの時にしか適用できない。

次の 2つの規則は S-PLEASE-VP と共に使用され、名詞型の中核的命題内容が
VP に一致して、 "give", "reserve for me" を補完して VP を生成する。

(g_pd 
: name VP-GIVE-ME-NP 
; VPが名詞型の意味構造の場合にgivemeを補う（命令文）
: internal_s tructure (VP V NPl NP2) 
: annotation 
((VP 〔柊四〔〔catvp〕

〔vformbse〕
〔aspt-cover-) 〔tense-sem-aspe-cover-〕
〔insert-vgive)〕）

〔sem?vp-sem〕〕）
(V 〔〔syn 〔〔catverb〕〔vf〇rmbse〕〔lex"give"〕〕〕〕）
(NPl 〔〔syn 〔〔catnp〕(case ace〕〔agr? agrl〕〕〕

〔sem (〔label*Speaker*〕〕〕〕）
(N四〔〔syn 〔にatnp〕

〔caseace) 〔agr?agr2〕
〔insert-vgive〕〕〕；＊く====== (d) 

〔sem?vp-sem〕〕）））

(g_pd 
: name VP-RESERVE-NP-FOR-ME 
; VPが名詞型の意味構造の場合にreserve... for meを補う（命令文）
: internal_structure (VPl (VP2 V NP) PP) 
: annotation 
((V図〔〔S四〔 (catvp〕

〔vformbse〕
〔aspt-cover-〕〔tense-sem-aspe-cover-〕
〔insert-vreserve〕〕〕

〔sem?vp-sem〕〕）
(VP2 〔〔syn 〔〔catvp〕〕）〕)

(V 〔〔syn 〔〔⑬t verb〕
〔vformbse〕
〔lex reserve〕〕〕〕）

(NP 〔図n 〔〔catnp〕
〔caseace) 〔agr?agr2〕
〔insert-vreserve〕〕〕；＊く====== (d) 

(sem ?vp-sem〕〕）
(PP 〔〔切n 〔〔catpp〕

〔prep-lex"for")〕)
〔sem 〔〔label*speaker*〕〕〕〕））)

(d) 適切な insert-v の指定。
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inser-vの値を持つ終端語レベルの規則を次に示す。

(g_pd 
: name N-ADDRESS 
；名詞address
: type :instance 
: using N-COMMON-N-TEMPLATE 
: internal_s tructure (N) 
: annotation 
((N 〔〔syn 〔〔agr 〔〔nu旧ber (:SET sing pl))〕〕

(g_pd 

〔arti (:SET the)) 〔insert-v(: SET give have)〕; *<== ==== (e) 
〔lexidaddress-n-1〕(lex "address"〕〕〕

〔se皿〔〔restr 〔〔reln(:SET addressーn-1 address —nー2) 〕〕〕〕〕〕））)

: name NN-SINGLE_ROOM 
；名詞複合singleroom 
: rnternal_structure (NN AN) 
: annotation 
（（闘〔〔syn 〔にatnn〕

〔case?case〕〔agr?agr 〔〔pers〇n3〕〔number (:SET sing pl)〕〕〕
〔prep-inf゚〔 (modiprep"of"〕〕〕
〔arti (:SET a the)〕(insert-v reserve〕〕〕；＊く======(e) 

〔s頭〔〔parm?x〕
〔resげ〔〔relnsingle_room-n-1) 

(entity ?x)〕〕〕〕〕）
(A 〔〔syn 〔にatadj〕

〔lexidsingle-adj-I〕〔lex"single"〕〕〕〕）
(N 〔〔S四〔〔catnoun〕

〔case?cas司〔agr?agr〕
〔lexidroom-n-1〕(lex "room"〕〕〕〕）))

(e) これらの名詞が、名詞型の命令文意味構造で用いられた場合、
用意される insert-vで与えられた動詞を補完することができる。
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2.8付加疑問文

トップレベルのquestionconfにより、次の 2つの構造が作られる。

(1) S-S-RI GHT によって文末に "right?" を付加する。
(2) S-S-TAG によって文末に "isn'tit?" などを生成する。

(1) 
(g_pd 
: name S-S-RIGHT 
；文の後ろにright?を付加して確認疑問文を作る
: internal_structure (S1 S2 COM ADJ) 
: annotation 
((Sl 〔国n 〔〔cat吋〔inv-〕

〔prsp-mod+) 
〔signlex"?"〕
〔synmanner?manner〕〕〕

〔sem 〔[relnquestionconf〕
(agen ?agen〕
[recp ?recp〕
〔obje?obje〕〕〕〕）

(S2 〔国n 〔〔cat吋〔inv-〕
〔s-depthsubo叫〔synmanner?manner〕
〔adv-cl-〕〕〕

〔sem?obje〕〕）
(COM 〔柊四 〔〔catsign〕

〔lex","〕〕〕〕）
(ADJ 〔柊yn 〔にatadj〕

〔lex"right"〕〕〕〕）））

(2) 
(g_pd 
: name S-S-TAG 
；付加疑問文
: internal―.structure (S1 S2 COM AUX NOT PRON) 
: annotation 
((S1 〔国n 〔〔cat司〔inv-〕

〔synmanner?manner〕
(prsp-mod +〕
(signlex "?"〕〕〕

〔se旧〔〔relnquestionconf〕
〔agen?agen〕
〔recp?recp〕
〔obje?obje〕〕〕））

（認〔〔s四〔〔cats〕〔証V -〕
〔agr?agr〕；＊く====== (b) 
〔subj-sem?subj-sem〕
〔tag-aux?tag-aux〕；＊く====== (a) 
〔s-depthsubord〕
〔synmanner?manner〕
〔adv-cl-〕〕)

〔sem?obje〕〕）
(COM 〔〔syn 〔〔cats誼吋

〔lex","〕〕〕〕）
(AUX 〔〔syn?tag-aux〕〕） ; *く====== (a) 
(N釘〔〔syn 〔にatnot〕

〔lex"not"〕〕〕〕）
(PRON [ 〔syn 〔にatpron〕

〔caseno川〕〔agr?agr〕〕〕；＊く====== (b) 
〔sem 〔〔label*tag-np*〕〕〕〕）)）
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(a) 付加疑問に現われる助動詞的要素 (have, will, be, etc.) に関する情報を
下位へ伝達する。

助動詞的要素を導入する VP展開ルール (Ex. VP-PERF) によって値が
与えられる一ー〉本文と付加疑問中の助動詞的要素の一致が起こる。

(b) 代名詞の決定
PRON の sem に〔〔label*tag-pron*〕〕を与える。
〔〔label*tag-pron*〕〕と agrの組合せから適切な代名詞を導く。

Ex. 〔agr 〔〔pers。n3〕〔numbersing〕〕〕＋〔label*tag一pron*〕--〉 "it"
--〉 PRON の項を参照。

N. B. 以下の付加疑問文については、現在、規則を作成していない。
前ページ (1)の "~, right?" のパターンのみが生成される。
主節が一般動詞の場合の "do"を用いた付加疑問文

"He likes opera, doesn't he?" 
否定文に付く肯定の付加疑問文 (be動詞、助動詞、一般動詞）

"You haven't met my wife, have you?" 
"Your wife doesn't smoke, does she?" 

否定語を含む文に対する肯定の付加疑問文
"Nobody phoned, did they?" 

I am の後の付加疑問文
"' I m late, aren t I?" 

N. B. 付加疑問文においては、縮約形を使うことが制約としてあるが、
通常の縮約形と同様、 MGネット（形態素処理）レーチン）で
取り扱っている。
(MGネットの通常の縮約形は、縮約したほうがよい程度の制約）

2.9約束文、感情表現文、挨拶文、応答文

・約束文
発話タイプ promiseからは、意志未来の "wi11"を導く。

〔relnpromise) ..... S-PROMISE: S --〉 "I"+ "will" + VP 

．感情表現文、挨拶文、応答文
発話タイプ expressivephatic response は、イディオム処理とする。

〔reln (:SET expressive phatic response)〕 . . . . . S-IDIOM: S --〉 IDIOM

N. B. 発話タイプ expressiveで、感謝を表わす THANK_YOU-IDIOM などの場合、
: environmentで、 politeness (丁寧度）の数値によって、
Thanks. /Thank you. /Thank you very much. /I'11 really appreciate it. 
などのvariationを生成することもできる。 （現在は、 "Thankyou."のみ）

(g_pd 
: name IDIOM-THANK_YOU 
；慣用表現 (Thankyou.) 
: internal structure (IDIOM V PRON) .-
: annotation 
((IDIOM 

(V 〔〔syn

(PR暉〔〔syn

〔(s四〔〔catidiom〕）〕
〔sem (〔relnthank_you-idiom〕

〔ag紐〔〔label*speaker*〕〕〕
(recp 〔゚ abel*hearer*〕〕〕
〔aspt ?aspt〕
〔sem-aspe?sem-as pe) 
(tense ?tense)〕〕〕)

〔〔catverb〕
(vform present) 〔agr 〔〔pers〇n1〕〔nu田bersing〕）〕
〔lexidthank-v-1〕〔lex"thank"〕〕〕〕）

〔〔catpron〕
〔caseace〕〔agr 〔〔pers〇n2〕(number sing〕〕〕
〔lex"you"〕〕〕〕）））
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2.10 従属文 (CONJ_S)

従属文は文修飾規則、 VP修飾規則、動詞語彙項目導入規則によって導入される。

Ex. S-MODI-OPPS: 
VP-CAUS: 
VP-THINK-S: 

S --> CONJ S +" " - '  
VP--> VP+ CONJ_S 
VP--> "think"+ S 

+ s 
or PP 
or CONJ_S) 

2.10.1 意味描造からの接続詞の導入

意味描造に接続詞が存在する場合は次のような規則で CONJ+Sに展開する。

(g_pd 
: name CONJ_S-IF 
; ifによって導かれる副詞節
: internal_structure (CONJ_S CONJ S) 
: annotation 
((CO訂 _s〔〔syn

(CONJ 

(S 

〔〔catconj_s〕
〔adv-cl+) ; * <====== (d) 
〔conj-lex-〕〕〕 ; * <====== (f) 

〔se田〔〔relnif-conj-1) ; * <====== (a) 
〔obje?obje〕〕〕〕）

〔[s罪〔〔catconj〕；＊く====== (b) 
〔lexidif-conj-1) 〔lex"if"〕〕〕〕）

〔〔syn [ 〔cats〕いnv-〕
〔s-depthsubord〕
〔adv-cl+) 
〔any-env+〕〕〕

〔sem?obje〕〕）））
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; * <====== 
；＊＜＝＝＝＝＝＝ 
; * <====== 

意味構造に CONJ(接続詞マーカー）が存在する。

を統語構造に具体化する。

〔s-depthsubord〕 を与える。

adv-cl素性は
「未来形の代用として現在形を使用する時間、

意味する。
"if" 文はこれに相当する副詞節である。
この素性は VPに伝達されて Vの活用形態の決定の際に参照される。

または条件の副詞節かどうか」 を

(e) 「some--〉 any という変化を引き起こす環境かどうか」を示す。
"if"節の中では "some" の代わりに "any" が使用される。
この素性は主語や目的語にまで伝えられ、 PRON導入規則に利用される。

(f) この CONJ_S を導入した規則によって与えられた CONJの語彙項目。
意味構造に CONJがある場合は、直前の規則によっては指定されない。
この場合、"-"で表わす。

- 21 



2.10.2 接続詞の統語的決定

意味構造に接続詞マーカーが存在しない場合は、
（意味役割が tdes-1 の時、 "think" などの補文の時）

その CONJ_S を導入する規則で conj-lex として決定されている。

N. B. 意味構造中には、通常、 "that"などの補文標識は表現されないが、
同格の場合など、一部、変換出力で示される場合がある。（接続詞マーカー）

(g_pd 
: name VP-Tf 
；動詞+ (that)節を支配する動詞句
: type :template 
: using nil 
: internal_structure (VP VS) 
: annotation 
（（評〔〔S四〔〔catvp〕

〔agr?agr〕〔叶orm?vform〕
〔subj-inf゚〔〔subj-sem?agen〕

〔subj-syn?subj-syn〕
〔subj-defse川〔〔label*def-speaker*〕〕〕〕〕〕〕

〔s頭〔〔agen?agen〕
〔cont?cont〕〕〕〕）

(V 〔〔s四〔〔catverb〕
〔agr?agr〕〔vf゚rm?vf〇rm〕〕〕〕）

(S 〔〔syn 〔〔cat (:SET s c〇njーs)〕[inv―) 
〔adv-cl-〕 ; * <====== (a) 
〔conj-lex"that"〕〕〕； * <====== (b) 

[sem ?cont〕〕）））

(a) that節中では「未来」は通常どおり未来形で表わされる。

(b) 接続詞を "that" と指定する。

*conj-lexの実現

(g_pd 
: name CONJ_S 
；副詞節
: internal_structure (CONJ_S CONJ S) 
: annotation 
((CONJ_S 〔〔syn 〔〔catconj s〕

〔adv-cl? 函dv-cl〕；＊く====== (a) 
(conj-lex ?lex (:NOT-)〕〕〕； * <=== === (b) 

〔sem?sem〕〕）
(CO即〔〔syn ((cat conj〕

(lex ?lex〕〕〕〕）；＊く====== (b) 
(S 〔〔s罪〔 (cats〕いnv-〕

(s-depth subord〕〔adv-cl? adv-cl〕）〕 ; *く====== (a) 
〔sem?sem〕〕）））

(a) adv-cl の伝達。

(b) conj-lex を CONJの lex とし、語彙項目を決定する。
意味構造から導かれる場合は適用されないように"-"でないことを条件とする。
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2. l0.3 従属文の主一述構造への展開

(g_pd 
: name S-NP-VP-SUBORD 
；従属文を主部と述部に展開する規則
: internaしstructure (S NP VP) 
: annotation 
((S 〔〔syn 〔にats〕いnv-〕

〔agr?agr〕
〔any-env?any-en吋〔adv-cl ? adv-cl〕
〔rel-cl?rel-cl〕[sーdepthsubord〕； * <====== (a) 
〔synmanner?manner〕
〔tag-aux?tag-aux〕〕〕

〔sem?sem〕〕）；＊く====== (b) 
（罪〔 [syn 〔にatnp〕

〔casenom) [agr ?agr〕
〔any-env-〕〔arti?arti〕〕〕

〔sem?subj-sem〕
〔defsem?subj-defsem〕〕）

（罪〔〔S四〔〔catvp〕
〔vform?vform (: SET present past)〕〔agr?agr〕
〔subj-inf゚〔〔subj-sem?subj-sem〕

[subj-syn 〔〔agr?agr〕〔arti?arti〕〕〕
〔subj-defsem?subj-defsem)〕〕

〔any-env?any-e叩〕〔negate-) 
[adv-cl ?adv-cl〕〔be一inv一〕 [relーcl?re 1ーcl〕
[s-depth subord〕；＊く====== (a) 
[synmanner ?manne吋〔tag-aux?tag-aux〕〕〕

〔sem?sem〕〕）））；＊く====== (b) 

(a) 埋め込み文だという情報。主文には適用されない。
埋め込み文には下に示す最トップレベルの意味構造が存在しないので
S-NP-VP-MATRIX は使用できない。

〔〔relninform〕
〔agen 〔日abel *speaker*〕〕〕
〔recp 〔いabel *hearer*〕)〕
〔obje?obje)〕

従属文以外でも S-S-TOO (S --> S + "," + "too")によって導入される
Sなどでもすでに上位の構造は被覆されているので、
S-NP-VP-SUBORD を使用する。
従って、〔s-depthsubord〕と指定しておく。

(b) 意味構造の内部は見ない。
主語の決定、数・人称の一致の扱いは S-NP-VP-MATRIX と同じである。
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2. ]_ ]_倒置文(INV_S)の展開

2. 1-1-. 1- "do" が出現する場合
(g_pd 
: name INV _S-DO 
; do十主語十動詞旬からなる倒置文
: internal structure (INV_S AUX NP VP) .-
: annotation 
((INV_S 〔〔syn 〔〔cats〕〔inv十〕〕〕； *く====== (a) 

〔sem?se田〔〔sern-aspe(:SET stative simple)〕 ; * <====== (b), (h) 
〔tense?vforrn (:SET present past)〕〕)〕）

(d〇〔 [syn 〔にataux〕；＊く======(c) 
〔agr?agr〕〔叶orrn?vforrn〕
〔lexiddo-v-1〕〔lex"d。”〕〕〕〕)

(NP [ 〔s四〔〔catnp〕
〔caseno叫〔agr?agr〕；＊く====== (e) 
〔arti?arti〕
〔any-env+〕〕〕； * <====== (f) 

〔sem?subj-sern〕；＊く====== (e) 
〔defsem?subj-defsem〕〕）

(VP 〔〔syn 〔〔catvp〕〔vf〇rmbse〕； *く==~=== (d) 
〔subj-inf゚〔〔subj-sem?subj-sem〕；＊く======(e) 

〔subj-syn 〔〔agr?agr〕〔arti?arti〕〕〕
〔subj-defsem?subj-defsem〕〕〕

〔any-env+〕； * <====== (f) 
〔aux-do+〕〕〕 ; * <====== (g) 

〔sem?sem〕〕）））；＊く====== (h) 

(a) 倒置文である。

(b) 中核的命題内容の内部を参照して、単純な（進行形、完了形ではない）現在、
過去形であることを確認する。
〔sem-aspeperf〕であれば "have" を、〔tensefuture〕であれば "will" を
生成する必要があるためである。

(c) 助動詞 "do" を出す。動詞の形態素性 "vform" の値として根節点 sem の
tense の値を代入する。
agr を主語と共有することで人称・数の一致を表わす。

(d) 本動詞は原形。

(e) 主語の決定は平叙文と同じく subj-info による。

(f) 疑問文中では "some" の代わリに "any" が使用される。

(g) "do" が現われたことを示す。
この規則で導入される VPが VP-BE-NP (VP --〉 BE+NP) などの
"be" 動詞導入規則で展開されないように VP-BE-NP などには根節点に
〔aux-do-〕 と指定する。

(h) 中核的命題内容を本動詞句の sem とする。
sem-aspe, tense はこの）レールで扱い、： SETで指定した値の場合のみ、
このルールが適用される。
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2. 11. 2 "be" 動詞の倒置の場合

(g_pd 
: name INV_S-BE-NP 
；主語 +be+補語名詞句のbeが前置した倒置文 (usingADJUNCTION) 
: in ternal_s true tu re (I NV _S V NPl ((VPl VP2) NP2)) 
: annotation 
((INV_S [ 〔syn 〔にat司〔inv+〕

〔vform?tense〕〕〕
〔sem?sem ; * <====== (a) 

〔〔relnbe-v-copula〕
〔tense?tense (:SET present past)〕
〔obje?obje〕
〔iden?iden〕
〔aspt?aspt〕
〔sem-aspe (:SET stative simple)〕〕〕〕)

(V 〔〔syn 〔にatbe〕；＊く======(b) 
[vform ?tens司〔agr?agr〕
〔lexidbe-v-copul叫〔lex"be"〕〕〕〕）

(NPl 〔国n 〔〔catnp〕
〔caseno叫〔agr?agr〕
[art i the〕〕〕

〔sem?obje〕
〔defsem 〔〔label *it*〕〕〕〕）

(VPl 〔〔鐸n 〔〔catvp〕； 1 

〔agr?agr〕〕〕； I 
〔sem?se叫〕）；I; * <====== (c) 

(VP2 〔〔syn 〔〔catvp〕； 1 

〔agr?agr〕〕〕； I 
〔sem?sem〕〕）； | 

(N四〔〔s四〔〔catnp〕
〔casenom〕〕〕

〔sem?iden〕〕）））

(a) "「be"+補語」の意味構造である。
N. B. コピュラとしての"be"動詞の場合である。

(b) "be" 動詞の「倒置」。

(c) 任意格 (VP 修飾要素）は VP-->VP+ X , VP--> X + VP という形の

規則で扱われる。
従って、 VP節点が必要。

任意格の処理のために adjunction によって VP 節点を用意する。
ここでは (a) で処理されている
素性以外のもの（任意格）だけが扱われる。

N. B. 否定疑問文の場合は、 adjunction の処理ができない。
->問題点参照
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2. 11. 3 助動詞の倒置の場合

(g_pd 
: name INV S-CAN 
; can十主扁＋動詞句からなる倒置文
: internal structure (INV_S AUX NP VP) .-
: annotation 
((INV _S 〔〔syn 〔〔cats〕〔inv+〕〕〕

〔sem 〔丘elnpossibility〕
〔aspt?aspt〕
〔tense?tense(:SET present)〕
〔sem噸 spe?sem-aspe〕
〔expr?expr〕
〔obje?obje〕〕〕〕）；＊く====== (a) 

(A訊〔〔s四〔〔cataux〕
〔vformpresen日〔agr?agr〕
〔lex"can"〕〕〕〕)

(NP 〔〔syn 〔〔catnp〕
〔caseno叫〔agr?agr〕
〔arti?arti〕
〔any-env+〕〕〕

〔sem?subj-sem〕
〔defsem?subj-def,sem〕〕）

（評〔〔syn 〔にatvp〕
〔vform bs司(agr?agr〕
〔subj-inf゚〔〔subj-sem?subj-sem〕

〔subj-syn 〔〔agr?agr〕〔arti?arti〕〕〕
〔subj-defsem?subj-defsem〕〕〕〕〕

〔sem?obje〕〕）））；＊く====== (a) 

(a) 助動詞構文に相当する意味構造は一般的に次のように構成されている。

〔(reln?reln〕
〔xxxxx?xxxxx〕
〔obje?obje〕
(aspt ?aspt) 
〔sem-aspe?sem-aspe〕
〔tense?tense〕〕

(?reln は possibility, obligation など。
xxxxx は agen または expr。)

文全体からモーダルを除いた意味内容を表わす obje を本動詞句の semとする。

N.B. 変換処理で、任意格要素などは、モーダルより一段深い動詞句レベルに
一律に「引き下げられ」ている。

N. B. 助動詞のテンスについては、上の規則では、 lex指示で生成しているが、
過去形の場合もこの規則に追加して、 MGネットで処理しなければならない。
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2. ll.4 否定の倒置文

(g_pd 
: narne INV S-NEG-DO 
; don't+玉語＋動詞句からなる倒置文
: internal_structure (INV_S don¥'t NP VP) 
: annotation 
((INV _S 〔註yn 〔〔cats〕〔inv+〕〕〕

〔se旧〔〔relnnegate〕
〔obje?obje〕
〔aspt?aspt〕
〔sern噸 spe (:SET stative unreal)〕
〔tensepresent〕〕〕））

(don¥'t 〔條四〔〔cataux〕
〔vforrnpresent) 〔agr?agr〕
〔lex"don¥'t"〕〕〕〕）

(NP 〔〔syn 〔〔catnp〕にasenorn〕
〔agr?agr) 〔arti ?arti〕〕〕

〔sern?agen〕
〔defse旧〔〔label *def-hearer*〕〕〕〕）

（評〔〔s四〔〔catvp〕
〔vforrnbs司〔agr?agr〕
〔subわin恥〔〔subわsern、?agen〕

〔subj-syn 〔〔agr?agr〕〔arti?arti〕〕〕
〔subj-defsern?subj-defsern〕〕〕

〔any-env+〕〔aux-do+〕〕〕
〔sern?obje〕〕）））

N. B. 現在形の場合の例である。
過去形の場合もこの規則に追加して、 MGネットで処理する。

N. B. "don¥'t"は、本来、 MGネットで生成されるべき。
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〔aspt?aspt 〕
〔sem-aspe?sem-aspe〕
〔tense?tense〕〕

: I 
; I; * <====== 
; | 

(d) 

(a) 動詞の語義を示す。
語彙項目（単語）が導き出される。 (Ex. attend-v-1 -> "attend") 

(b) 

(d) 

必須格。

(c) 任意格。

agen,obje,expr,recp 
動詞語義によっては、

などは、
loctや

必須格であるが、
condが必須格となる場合がある。

必須格と同様、任意格であるかどうかは、動詞語義規則の指定に依る。
agen,obje,expr,recpなどは、少なくとも任意格とはならない。

時制関係素性。
aspt は、生成ではアクティブには扱わない。
単節点の規則で、常に処理される。

→ 3.4. 1単節点の時制素性規則

sem-aspe,tenseは、それぞれ、アスペクトと仮のテンスを意味し、
常に、組み合わせたセットで処理している。

(1) 否定文、 (2)モーダル文、 (3)受動文ではこのような構造の上位に
否定、法、受動の意味構造がかぶさっており、
そのレベルに時制関係素性が「引き上げられている」。

(1) 〔〔relnnegate〕
〔obje?obje〕
〔aspt?aspt〕
(sern-aspe ?sern-aspe〕
〔tense?tense〕〕

; * <=== === 

(2) 〔〔relnobligation-must〕
〔obje?obje〕；＊く＝＝＝＝＝＝
〔aspt?aspt〕
〔sem-aspe?sem-aspe〕
(tense ?tense〕〕

(3) 〔( 1re n passive〕
〔obje?obje〕
〔aspt?aspt〕
〔sem-aspe?sem-aspe〕
〔tense?tense〕〕

; * <====== 

(a) 

(a) 

(a) 

(a) ここに動詞語義の関係名、 必須格、 任意格の複合が入る。
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3.2 基本統語構造
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(a) モーダルや時制素性から導かれた助動詞。

(b) VP の任意格による修飾。
(a), (b) のレベルでは VPが展開されて新たな VPが導入される。
従って、同一規則群の適用に際して、任意格の組み合わせの数だけ、
複数の適用順序で、生成文ができてしまう。
これを防ぐため、 modi 素性を使用する。

--〉 3.7任意格について を参照。

N. B. すべての任意格要素の順番を、任意格の種類だけで決定しているが、
終端語や任意格の文字列の長さなどを考慮しなければならない。

生成出力後、構造調整などで、任意格の順序の変更が必要である。

(c) VP を V とその必須格に展開する。
VP を導入しないので、必然的に時制、
処理されることになる。

モーダル、 否定、任意格などより後に、
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3.3 モーダル素性の扱い

(g_pd 
: name VP-MUST 
；義務を表わすmustが前方に付加された動詞句
: internal_structure (VPl AUX VP2) 
: annotation 
((VPl 〔〔syn 〔〔catvp〕〔agr?agr〕

〔vform (: NOT bse)〕 ；； ; willなどが既に付加されたVPには不適用
〔subj-info?subj-inf゚〔〔subj-sem?agen〕；＊く====== (a) 

〔subj-syn?subj-syn〕
[subj-defsem ?subj-defsem〕〕〕

〔tag-aux?tag-aux〕〕〕；＊く====== (b) 
〔sem 〔丘elnobligation-must〕；I 

〔agen?agen〕；I 
[obje ?obje〕； * Cf) ; I: *く====== (c) 
〔tense (:SET present future)) ;I 
〔sem-aspe?sem-aspe〕〕〕〕）； l 

(AUX 〔〔syn?tag一aux 〔〔cataux〕;*く====== (b), (d) 
〔agr?ag吋〔vformpresent〕
〔lex"must")〕〕〕）

(V四〔〔s罪〔〔catvp〕
〔vformbse〕；＊く====== (e) 
〔subj-info?subj-info〕〕）

〔sem?obje〕〕）））

(a) 主語が決定される。

(b) 文末の付加疑問に現われるのは "must"。

(c) モーダルと時制関係素性は常にセットで扱われる。

(d) モーダルが VPの前方に付加される。

(e) 本動詞は、助動詞 "must"があるので、原形である。
vform は中心語の V まで同一である。

(f) 任意格は ?obje の下位にあるので、そこで処理される。
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3.4 時制素性の扱い

(g_pd 

時制素性には、 tense,sem-aspe と asptの 3種類がある。

3.4.1 単節点の時制素性規則

: name VP-SIMPLE-PRESENT-PAST 
；動詞の活用のみで表わされる単純な現在、過去時制
: in ternal_s true tu re (VP) 
: annotation 
（（評〔〔syn 〔にatvp〕

〔vform?tense〕；＊く====== (a) 
〔agr?agr〕
〔synmanner?manner〕〔subj―inf〇 ?subj-inf゚〕
〔s-depth?subord〕〔tag―aux?tag-aux〕〔anyーenv?anyーenv〕
〔rel-cl?rel-cl〕〔negate?negate〕〔be-inv?be-inv〕
〔rnodi 〔〔accmmodi-〕〔c〇njm゚di一〕〔compmodi-〕； * <====== (6) 

〔duramodi-〕〔instmodi-〕〔loctmodi-〕
〔mannmodi-〕〔rnannmodi-front-〕〔degrmodi-〕
〔degrmodi-front-〕
〔deptmodi-〕〔rolemodi-〕〔tdepmodi-〕
(taspmodi -〕〔taspmodi-front-〕〔tdeslmodi-〕 (purpmodi -〕
〔tdes2modi-〕〔tlocmodi-〕〔tlocmodi-front-〕
〔tdep-tdeslmodi-〕〔rangmodi-〕〕〕〕〕

〔se旧〔〔tense?tense (:SET present past)〕; * <====== Ca) 
〔sem-aspe (:SET simple stative nill)〕〕〕〕）））

(a) tenseの値を vformの値とする。
aspt は生成に関与しないと見なし、 VP-ASPT-COVER で単純に処理する。

->次のルール
(b) modi 素性は VP の修飾状況を示す複合素性。

例えば、〔accmmodi-〕は上位 VPで accom に修飾されていないことを示す。
VP修飾規則で決定される。
(Ex. VP 〔n。di 〔〔accmmodi一〕〕〕 --> VP 〔rn。di 〔〔accmmodi+〕〕〕 + PP (with . ・・）)
ここでの指定は 「この段階で VP はいかなる任意格にも修飾されていてはならない」
つまり 「時制素性の処理はすべての任意格の処理に先行する」ことを示す。

N. B. 
時制素性のうち、 aspt素性については、生成処理では積極的に用いない。
これは、解析処理からの素性であり、比較・デバッグ作業のために、
変換処理後も、素性構造内に残してあるためである。

aspt素性は、次の規則で扱われる。
(g_pd 
: name VP-ASPT-COVER 
; VPのasptを無条件に被覆する（時制、アスペクトはtense, sem-aspeによって決定）
: in ternal_s tructure (VP) 
: annotation 
（（抒〔〔s四〔〔catvp〕

〔vform?vfor副〔agr?agr〕
〔subj-info?subj-info〕
〔modi 〔(accmmodi-〕 (causmodi -〕〔c〇mpmodi-〕

〔tloc-ordermodi-〕〕〕
(tense-sem-aspe-cover ?tense-sem-aspe-cover〕

(any-env ?any-env〕〔negate?negate〕〔adv―cl?adv-cl〕
〔synmanner?manne吋(tag-aux?tag-aux〕
〔perf-〕〔prog-〕〔will-〕
〔aux-do?aux-d司〔s-depth?subord〕
〔aspt-cover+〕
, 〔lex-aspe?lex-aspe〕
〔rel-cl?rel-cl〕
〔be-inv-〕 (have-inf ?have-inf〕〕〕

〔sem 仄aspt?aspt〕〕〕〕）））；＊く======asptを無条件に参照するのみ。
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3.4.2 葉を作る時制素性規則

(g_pd 
: name VP-FUTURE 
；動詞旬の前方に未来を表わす助動詞willが付加された描造
: internaしstructure (VPl wi 11 VP2) 
: annotation 
((VPl (〔syn 〔にatVP〕

〔vform (:NOT bse prp)〕〔agr?agr〕
〔adv-cl-〕； * <====== (a) 
〔negate?negate〕
〔any-env?any-env〕
〔subj-info?subj-inf叫〔tag-aux?will〕；＊く====== (b) 
(mo出〔〔accmmodi-〕〔causmodi-〕〔compmodi-〕； * <====== (c) 

〔condmodi-〕〔conjmodi-〕〔degrmodi-〕
〔degrmodi-front-〕〔deptmodi-〕〔destmodi-〕
〔duramodi-〕〔freqmodi-〕〔goalmodi-〕
〔instmodi-〕〔loctmodi-〕〔mannmodi-〕
〔mannmodi-front-〕〔methmodi-〕〔purpmodi-〕〔rangmodi-〕
〔recpmodi-〕 (rolemodi -〕〔slocmodi-〕
(sourmodi -〕〔taspmodi-〕〔tdepmodi-〕
〔tdeslmodi-〕〔tdes2modi-〕〔tdep-tdeslmodi-〕
(tlocmodi -〕〔tlocmodi-front-〕〔tloc-ordermodi-〕〕〕〕〕

〔sem?vp-sem 〔〔註nsefuture〕；＊く====== (d) 
〔sem-aspeunreal〕〕〕〕）

(will 〔〔syn ?wi 11 〔(cataux〕;*く====== (b), (e) 
(vform prese此〕〔agr?agr〕
(lex "will"〕〕〕〕)

(V四〔〔s四〔〔catvp〕
〔vformbs司〔agr?agr〕；＊く====== (f) 
〔negate?negate〕
〔any-env?any-e研〕〔be-inv-〕
〔subj-info?subj-info〕
(mo出〔〔accmmodi-〕〔causmodi -〕〔compmodi-〕； * <====== (c) 

〔condmodi-〕〔conjmodi -〕〔degrmodi-〕
〔degrmodi-front-〕〔deptmodi-〕〔destmodi-〕
〔duramodi-) 〔freqmodi-〕〔goalmodi-〕
〔instmodi-〕〔loctmodi-〕 (mannmodi -〕
〔mannmodi-front-〕〔methmodi-〕〔purpmodi-〕〔rangmodi-〕
(recpmodi -〕 (rolemodi -〕 (slocmodi -〕
(sourmodi -〕〔taspmodi-〕〔tdepmodi-〕
(tdeslmodi -〕〔tdes2modi-〕〔tdep-tdeslmodi-〕
(tlocmodi -〕〔tlocmodi-front-〕〔tloc-ordermodi-〕〕〕

〔aux+〕）〕； * <====== (g) 
〔sem?vp-sem〕〕）））

(a) 「未来」を現在形で表わす副詞節でないことが条件。
(adv-cl +〕の場合は VP-FUTURE-ADV-CLで現在形になる
（葉を作らず vform を"+"に指定する操作のみを行う）。

(b) 文末の付加疑問には "will" が現われる。

(c) この規則はあらゆる任意格規則に先行する。つまり、 "will" は全ての
任意格より上位で VP に付加されている。

(d) tense, sem-aspe の指定。
〔tensefuture〕と〔sem-aspeunreal)の組み合わせで、未来形を生成する。

(e) "will" の VPへの付加。

(f) 本動詞は、 "will"の後ろに来るので、原形である。

(g) 助動詞が、処理されていることを示す。
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3.5 否定* "do not" による否定
(g_pd 
: name VP-NEG-DO-NOT 
; do notによって否定される動詞句（現在形／過去形）
: internal_structure (VPl AUX not VP2) 
: annotation 
((VPl (〔syn 〔にatvp〕

〔agr?agr〕灼form?vform〕
〔subj-info?subj-info〕〕〕

〔s頭〔〔relnnegate〕
〔sem-aspe (:SET stative simple)〕
〔tense?vform (:SET present past)〕
〔obje?obje 〔(reln (:NOT possibility beーv-existbe一v-c〇pula)〕〕〕〕〕〕）

(A収〔〔syn 〔にataux〕
〔vform ?vfor叫〔agr?agr〕
〔lex"do"〕〕〕〕）

(not 〔〔syn 〔〔catnot〕〔lex"not"〕〕〕〕）
(V四〔〔syn 〔にatvp〕

〔vformbs司〔agr?agr〕
〔subj-info?subj-info〕
〔aux-do+〕〕〕

〔sem?obje〕〕）））

N.B. "never"による否定は、〔relnnegate-never〕で同様に処理する。
他の副詞や代名詞、限定詞による否定は、現在、扱っていない。

N. B. 時制素性 (tense,sem-aspe) は、独立して扱われるべきだが、
時間的な事情で、現在は否定規則とともに扱っている。

＊時制素性より導かれた助動詞の否定
(g_pd 
: name VP-NEG-AFTER-AUX 
；助動詞文の否定
: internal structure (VPl not VP2) .-
: annot a t10n 
((VPl 〔〔籾n 〔〔catvp〕

〔vform?vform (: SET bse prp psp)〕; * <====== (a) 
〔agr?agr〕
〔subj-info?subj-info〕
〔be-inv?be-inv〕
〔aux+〕〕〕 ; * < ====== (b) 

(se皿〔〔relnnegate〕
〔obje ?obje〕）〕〕）

(not 〔厨n 〔〔catnot〕；＊く====== (c) 
〔lex"not"〕〕〕〕)

(V四〔〔syn 〔にatvp〕
〔vform ?vfor副〔agr?agr〕
〔negate+〕〔any-env+〕
〔subj-info?subわinfo〕
〔be-inv?be-inv〕
〔aux+〕〕〕

〔sem?obje〕〕）））

(a) 動詞は (1)原形、 (2)現在分詞、 (3)過去分詞。

(1) VP 
-----1-----
I I 

"will" VP 〔叶ormbs司 (aux+〕
-----1-----

,, I 
not VP 

(Ex. I wi 11 not at tend the conference.) 
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(2) VP 
-----!-----
I I 

"be" VP [vform prp〕〔邸X t〕
-----!-----

,, I I 
not VP 

(Ex. I am not writing it.) 

(3) VP 

-----!--— 
I I 

"have" 秤〔vformpsp〕〔邸X t〕
-----!-----

"↓。t" VP 
(Ex. I have not finished it.) 

(b) 助動詞が上位に現われている。命令文に適用されるのを防ぐ。
命令文は VP-NEG-REQUESTで扱う。

(c) VP に "not" を付加する。

＊モーダルの否定
モーダルの否定では、否定、時制、モーダルに関する素性をまとめて処理する。

(g_pd 
: name VP-NEG-POSSIBILITY-PRESENT 
; canが付加された動詞句がnotによって否定される構造
: internal_structure (VPl can not VP2) 
: annotation 
((V図〔〔syn 〔にatvp〕

(vform (: NOT bse)〕〔agr?agr) 
(subj-in和〔〔subj-sem?expr) 

〔subj-syn?subj-syn) 
〔subj-defsem?subj-defsem〕〕〕

〔modi 〔〔且ocmodi-front-〕〕〕〕〕 ；；； canの前にstillなどは来ない
〔sem 〔仕elnnegate〕

〔ob註〔〔relnpossibility〕
〔expr?expr : SPECIFIED〕
〔obje?obje :SPECIFIED〕〕）

〔sem-aspestative〕
〔tensepresent〕〕〕〕）

(c邸〔〔syn 〔にataux〕
〔vformprese此〕〔agr?agr〕
〔lex"can"〕〕〕〕）

(not (〔syn 〔にatnot〕
〔lex"not"〕〕〕〕）

(VP2 ((s四〔(catvp〕
〔vformbs司(agr?agr〕
〔subj-info 〔稔ubj-sem?expr〕

〔subj-syn?subj-syn〕
〔subj-defsem?subj-defsem)〕〕〕〕

〔sem?obj e〕〕）））
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* "be" 動詞の否定

"be" 動詞の否定の場合、 "not" が "be" の直後に現われるので、
VP に "not" を付加する規則では扱えず、特殊規則が必要。

(g_pd 
: name VP-NEG-BE-NP 
; be動詞＋補語名詞句がnotによって否定される動詞句（現在形）
: internal_s tructure (VP be not NP) 
: annotation 
（（評〔〔s四〔〔catvp〕

〔vform?vform〕〔agr?agr 〔〔person?pers〇nl〕〔number?number〕〕〕
〔subj-inf゚〔〔subj-sem?obje〕

〔subj-syn 〔〔agr?agr〕〔arti?artil〕〕〕
〔subj-defse田〔〔label*it*〕〕〕〕）〕〕

〔sem [ 〔relnnegate〕
〔sem-aspe(:SET simple stative)〕
〔tense?tense (:SET present past)〕
〔obje 〔仕elnbe-v-copula〕

〔obje?obje〕
〔iden?iden〕〕〕〕〕〕）

(be 〔〔叩〔〔catbe〕
〔vform ?tens司〔agr?agr〕
[lexid be-v-copul司[lex"be"〕〕〕〕）

(not 〔〔叩〔〔catnot〕
〔lex"not"〕〕〕〕）

(NP 〔図n 〔〔catnp〕
〔casenom〕〔agr 〔〔person?pers〇n2〕〔number?number〕〕〕
〔any-env+〕〔arti?arti2〕〕〕

〔sem?iden〕〕）））

3,6 受動態

(g_pd 
: name VP-PASSIVE 
；受動態の動詞句
: internal structure (VPl be VP2) .-
: annotation 
((V臼〔〔syn 〔にatvp〕

〔agr?agr〕〔叶orm?vform〕
〔subj-info?pass-subj-info〕；＊く====== (a) 
〔aux-do-〕； * <====== (b) 
〔lex-aspe?lex-aspe〕〕〕

〔se旧〔〔relnpassive〕；＊く====== (c) 
〔obje?proposition〕〕〕〕）

(be 〔国n 〔〔catbe〕；＊く======(d) 
〔agr?agr〕国orm?vform〕
〔lexidbe-v-1〕〔lex"be"〕〕〕〕）

(V眩〔〔syn 〔にatvp〕
〔vformpsp〕；＊く====== (e) 
〔subj-inf゚〔〔subj-sem 〔〔label *other*〕； *く====== (f) 

〔restr%%EMPTY%%〕〕〕
〔subj-defsem?subj-defsem〕〕〕
; ; ；〔label*other*〕および〔〕とは単一化できる

〔pass-subj-info?pass-subj-info〕；＊く====== (a) 
〔pass-pp?prep) 
〔lex-aspe?lex-aspe〕〕〕

〔sem?proposition〕
〔slash 〔〔syn 〔〔catnp〕〔caseace〕〕〕； *く====== (g) 

〔sem?pass-subj-sem〕〕〕〕）））
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(g_pd 
: name VP-PASSIVE-PP 
；受動態の動詞句
: internal_structure (VPl be VP2 PP) 
: annotation 
((VPl 〔〔syn 〔〔catvp〕

〔agr?ag吋〔vform ?vform〕
〔subj-info?pass-subj-info〕；＊く====== (a) 
〔aux-do-〕； * <====== (b) 
〔lex-aspe?lex-aspe〕〕〕

〔s頭〔〔relnpassive〕；＊く====== (c) 
〔obje?proposition〕〕〕〕）

(be 〔径yn 〔にatbe) ; * <====== (d) 
〔agr?ag吋〔vform?vform〕
〔lexidbe-v-1〕〔lex"be"〕〕〕〕）

(V眩〔〔s四〔〔catvp〕
〔vformpsp〕；＊く====== (e) 
〔subj-inf゚〔〔subj-sem?act〕；＊く======(f') 

〔subj-defsem?subj-defsem〕〕〕
〔pass-subj-info?pass-subj-info〕；＊く====== (a) 
〔pass-pp?prep〕；＊く====== (h) 
〔lex-aspe?lex-aspe〕〕〕

〔sem?proposition〕
〔slash 〔〔syn 〔〔catnp〕〔caseace〕〕〕； *く====== (g) 

〔sem?pass-subj-sem〕〕〕））
(PP 〔〔syn 〔〔catpp〕〔prepーlex?prep〕〕〕； *く====== (h) 

〔sem?act〕〕）））；＊く====== (f') 

(a) subj-info を pass-subj-info に変換する。
VP を個々の V とその必須要素に展開する規則には主語になる必須格の
情報が能動文 (subj-info)、受動文 (pass-subj-info) 別に記載されている。
能動文の場合は上位からの subJ-rnfo がそのまま VP から V を導入する PD の
subj-info とマッチする。
この操作で能動文・受動文間の主語の変換を行う。

(b) "do" 疑問文には使えない。

(c) aspt, sem-aspe, tense は他の VP の場合と全く同様に処理される。
残った reln と obje をこの規則で処理する。

(d) "be" 動詞の付加。

(e) 動詞を過去分詞にする。

(f) 対応する能動文で主語になる意味格は空集合〔〕か、
受動態の場合に省略補完された〔〔label *Other*〕〕である。
具体的な意味を持つ主格が統語構造に現われず「消えてしまう」のを防ぐ。

(f I) 対応する能動文で主語になる意味格を文末の PP として生成する。
空集合〔〕，〔〔label*other*〕〕の場合は、統語要素に変換する規則がないので、
PP の展開が失敗する。

(g) 受動文の VP 内部には主語に相当する「ギャップ」が存在する。
これをトレースとするために、 subj-sem の値を slash の意味素性として導入。

(h) PP を VP の後方に生成。
lex は個々の動詞が pass-ppの値として持っているものに決定される。

N. B. 受動態の主語は、通常、前置詞 "by"で導かれるが、動詞によっては、
"by"以外の前置詞を用いる場合があるので、ここでは特定しない。
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3.7任意格の扱い

3.7.1 基本規則形式

任意格は、後方からと前方からのそれぞれの修飾パターンのテンプレートを
2つ用意する。

(g_pd 
: name VP-MODI-TEMPLATE 
；動詞句の後方からの修飾構造
: type :template 
: using nil 
: internal_structure (VPl VP2 MODI) 
: annotation 
((V凹〔〔syn 〔にatVP〕

〔vform?vfor田〕〔agr?agr〕
〔subj-info?subj-info〕
〔pass-subj-info?pass-subj-info〕
〔negate?negate〕
〔tag-aux?tag-aux〕
〔pass-pp?pass-pp〕
〔adv-cl?adv-cl〕
〔be-inv?be-inv〕
〔negate?negate〕
〔synmanner?manner〕
〔aux-do?aux-do〕
〔lex-aspe?lex-aspe〕
〔s-depth?subord〕
〔any-env?any-env〕〕〕

〔slash?slash〕〕）
(V眩〔〔syn 〔にatVP〕〔胆gate?negate〕

〔agr?狂 r〕〔vform?vform〕
〔tag-aux?tag-aux〕
〔subj-info?subj-info〕
〔pass-subj-info?pass-subj-info〕
〔pass-pp?pass-pp〕
〔adv-cl?adv-cl〕
〔be-inv?be-inv〕
〔synmanner ?manner〕
〔aux-do?aux-do〕
〔lex-aspe?lex-aspe〕
〔any-env?any-env〕〕〕

〔slash?slash〕〕）
(MODI 〔〔syn 〔〔cat (:SET pp t〇infadvp conj_s)) 

〔any-env?any-env〕(modi-posi back〕〕〕 * <====== (g) 
〔slash?slash〕〕）））

N.B. slash素性は、テンプレートで使用する場合は、根節点と葉節点それぞれに
明示しなければならない。
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(g_pd 
: name VP-TLOC-BACK 
；時間を表わす副詞的語句に後方から修飾される動詞句
: type :instance 
: using VP-MODI-TEMPLATE 
: internal_s true tu re (VPl VP2 MODI) 
:annotation 
((VPl 〔〔syn 〔〔modi 〔〔accmmodi?accm〕〔causmodi?caus〕

〔destmodi-〕〔instmodi?inst〕[freqmodi -〕
〔loctmodi-〕〔mannmodi?mann〕〔quantmodi-〕
〔recpmodi-〕〔tdepmodi?tdep〕〔tdes田゚di一〕
〔tlocmodi-〕〕〕〕〕

〔sem?proposition 〔〔tloc?tl゚c〕〕〕〕）； * <== ==== (b)'(f) 
(VP2 〔〔syn 〔〔＂。 di 〔〔accmmodi?accm〕〔causmodi?caus〕

〔destmodi-〕〔instmodi?inst〕〔freqm。di一）
〔loctmodi-〕〔mannmodi?mann〕〔quantm゚di一〕
[recpmodi -〕〔tdepmodi?tdep〕〔tdesmodi―〕
〔tlocmodi+〕〕〕〕〕 ; * <====== (c) 

〔sem?proposition〕〕）
(MODI 〔〔SYN 〔〔cat?tl〇c-cat(:SET advp pp conj―s)〕; *く====== (d) 

[prep-inf゚〔〔tlocprep?prep-lex〕〕〕；＊く====== (f) 
〔prep-lex?prep-lex (:SET "on" "in" "at")〕〕〕； * <====== (e) 

〔sem?tloc〕〕）））；＊く====== (f) 

ーヽa
 

（
 

-
I
 =-――

 
＝
 

＝
 l-

＜
 

＊
 

•9 

•9.,

.,.,., 

(a) modi で複数の任意格規則問の処理の順番を決定する。
tloc は dest,freq, loctなどより順番として、先に適用される。

(b) tloc の処理。

(c) tlocが処理された（上位ですでに tlocが VP を修飾している）。

(d) tloc は ADVP,PP, CONJ_Sのいずれかのカテゴリーになる。

(e) prep-lexは PP レベルでそれが直接支配する Pの lex を指定するのに使用される。
tloc が PP に具現化される場合 Pの lexは "on", "in", "at" のどれかになる。

(f) prep-info は個々の Nが任意格別に要求する Pの lexの情報
(tlocprep は tloc を担った時に、現われる P) を表わし、 Nまで伝達される。

個々の N を生成する規則にはそれぞれの値が指定されている。

(g) VP-MODI-TEMPLATEでは修飾要素の synに〔modi-posiback〕が与えられている。
これは修飾位置が VPの後方であることを示す。

VP--> X + VP という形の規則では、修飾要素 Xには
〔modi-posifront〕が与えられている。

修飾要素が ADVPの場合 (PP,CONJ_S は必ず〔modi-posiback〕）、
個々の ADVPの持つ、 modi-posi と一致させる。
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3.7.2 任意格の種類

accm 
caus 
comp 
conect ． 
COilJ 

degr 
dept 
dest 
duration 
freq 
goal 
infmann 
inst 
loct 
mann 
meth 
purp 
purpose 
quan t 
rang 
recp 
role 
tasp 
tdep 
tdes-1 
tdes-2 
tloc 
tloc-order 

修飾位置 modi 

back 
back 
back 
back 
back 
back, front 
back 
back 
back 
back 
back 
back 
back 
back 
back, front 
back 
back 
back 
back 
back 
back 
back 
back, front 
back 
back 
back 
back 
back 

accmmodi 
causmodi 
compmodi 
conectmodi 
conjmodi 
degrmod i, degrmodi -front 
deptmodi 
destmodi 
duramodi 
freqmodi 
goal modi 
infmannmodi 
instmodi 
loctmodi 
mannmod i, mannmodi -front 
methmodi 
purpmodi 
purpose modi 
quantmodi 
rangmodi 
recpmodi 
rolemodi 
taspmodi, taspmodi-front 
tdepmodi 
tdeslmodi 
tdes2modi 
tlocmodi 
tloc-ordermodi 

N. B. 任意格要素の順番は、任意格の種類だけでなく、他の情報（終端語や
任意格の文字列の長さなど）によって、変更が必要な場合がある。
特に、 mann格の要素には、いろいろな語句が入るので、一概に、
他の任意格との順序を決定するのは難しい。
生成出力後、構造調整などによる調整が必要である。

3. 8 VPの中核構造（動詞十必須格）

3.8.1 文型別テンプレート

文型別テンプレート(『OxfordAdvanced Learner's Dictionary』 に基づく）を使用する。
VP を V とその必須格に展開するともに、上位構造で導入されるが
値は個々の述語に依存する素性の値が決定される。
任意格規則と違い、葉節点には VP は現われないので必然的にそれより後に
適用される。

(g_pd 
: name VP-Tn.p 
；動詞十副詞的小辞十目的語名詞旬を支配する動詞句テンプレート
: type :template 
: using nil 
: internal_structure (VP V ADVPRT NP) 
: annotation 
（（卯〔〔syn 〔にatVP〕

〔agr?agr〕〔vf゚ rm?vf〇rm〕〕〕〕)
(V 〔〔syn 〔にatverb〕

〔agr?agr〕〔vform?vf〇rm〕〕〕〕）
(ADVPRT 〔〔syn 〔〔catadvprt〕〕〕〕）
(NP 〔柊四 〔[catnp〕

〔caseacc〕〕〕〕）））
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(g_pd 
: name VP-BR ING UP 
；動詞bring十名祠句十upを支配する動詞旬の語義規則
: type :instance 
: using VP-Tn.p 
: internal_structure (VP V ADVPRT NP) 
: annotation 
((VP 〔〔syn 〔〔subj-inf〇〔〔subjーsem?agen〕； *く====== (a) 

〔subj-defsern 〔〔label *unkn〇Wn*〕〕〕〕〕； *く====== (b) 
〔pass-subj-inf゚〔〔pass-subj-sern?obje〕；＊く====== (c) 

〔pass-subj-defsern?obje-defsern〕〕〕；＊く====== (d) 
〔pass-pp"by"〕; * <====== (e) 
〔lex-aspeact〕〕〕；＊く====== (f) 

〔sern 〔仕elnbring_up-v-1〕
〔agen?agen〕
〔obje ?obje〕〕〕〕）

(V 〔〔syn 〔〔lexidbring一v-1〕〔lex"bring"〕〕〕〕）
(ADVPRT 〔〔syn 〔〔lex"up"〕〕〕〕）
(NP 〔〔sern?obje〕； *く====== (g) 

〔defsern?obje-defsern 〔〔label*it*〕〕〕〕）)) ; ＊く====== (h), (d) 

(a) 能動文の主語は agen。
(b) 能動文の主語が空集合〔〕の場合は、〔〔label *unknown*〕〕 --> "I"。
(c) 受動文では obje が主語になる。
(d) 受動文のデフォルト主語は能動文の目的語のデフォルトと同じ。
(e) 受動文では対応する能動文の主語は "by" を伴って現われる。
(f) 個々の Vが持つ語彙的アスペクトの指定。―->下を参照。
(g) 能動文では obje が目的語となる。
(h) 目的語のデフォルトは "it"。

(g_pd 
: name VP-I 
；動詞 1語を支配する動詞句テンプレート
: type :template 
: using nil 
: internal_structure (VP V) 
: annotation 
（（評〔〔syn 〔にatvp〕

〔agr?agr〕〔vf゚rm?vf〇r旧〕〕〕〕）
(V 〔〔s四〔〔catverb〕

〔agr?agr〕〔vf。rm?vf〇rm〕〕〕〕））)

(g_pd 
: name VP-MEET-AGEN 
；動詞rneet 1語を支配する動詞句の語義規則
: type :instance 
: using VP-I 
: internal_structure (VP V) 
: annotation 
((VP 〔〔syn 〔〔subjーinf。〔〔subjーsern?agen〕； *く====== (a) 

〔subj-syn 〔〔agr (〔numberpl〕〕〕〕〕； *く====== (b) 
〔subj-defse旧〔〔label*We*〕〕〕〕〕； * <====== (c) 

〔lex-aspeachiev〕〕〕
〔s頭〔〔relnrneet-v-1〕

〔agen?agen〕〕）〕）
(V 〔〔syn 〔〔lexidmeet—1][ lex "meet"〕〕〕〕））)

(a) agen が主語になる。
(b) 主語は必ず複数。
(c) 主語のデフォルトは "we" 。
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＊文型別テンプレート一覧

『OxfordAdvanced Learner's Dictionary(OALD) Fourth Edition』 の

VERB PATTERN SCHEME に従う。

VP-La: 
VP-Ln: 
VP-I: 
VP-Ip: 
VP-In/pr: 
VP-Ipr: 
VP-It: 
VP-Tn: 
VP-In.pr: 
VP-Tn.p: 
VP-Tf: 
VP-Tw: 
VP-Tt: 
VP-Int: 
VP-Tg: 
VP-Tsg: 
VP-Ing: 
VP-Tni: 
VP-Cn. a: 
VP-Cn.n/a: 
VP-Cn. t: 
VP-Cn.g: 
VP-Cn. i: 
VP-Dn.n: 
VP-Dn.pr-TO: 
VP-Dn.pr-FOR: 
VP-Dn.f: 
VP-Dpr.f: 
VP-Dn.w: 
VP-Dpr.w: 
VP-Dn. t: 
VP-Dpr, t: 

VP--> V + ADJ 
VP--> V + NP 
VP --> V 
VP--> V + ADVPRT 
VP--> V + NP/PP 
VP--> V + P + NP 
VP--> V + TOINF 
VP--> V + NP 
VP--> V +NP+ P + NP 
VP--> V +NP+ ADVPRT 
VP--> V + S/CONJ_S 〔 c。nj — lex "that"〕
VP--> V + CONJ_S 
VP--> V + TOINF 
VP--> V +NP+ TOINF 
VP--> V + VP 〔叶ormprp〕
VP--> V + NP 〔caseposs〕+ VP 〔vf〇rmprp〕
VP --> V + NP 〔caseace〕+ VP 〔vf〇rmprp〕
VP--> V +NP+ VP 〔ザormbse〕
VP--> V +NP+ AP 
VP--> V +NP+ PP(prep-lex "as"〕
VP--> V +NP+ TOINF 
VP--> V +NP+貯〔vformprp〕
VP--> V +NP+評〔vformbse〕
VP --> V + NP + NP 
VP--> V +NP+ "to"+ NP 
VP --> V + NP + "for" + NP 
VP--> V +NP+ CONJ_S 〔conj-lex"that"〕
VP--> V +"to"+ NP+ CONJ_S 〔c。nj-lex"that"〕
VP--> Vt NP+ CONJ_S 
VP --> V + "to" + NP + CONJ_S 
VP --> V + NP + TOINF 
VP--> Vt "to"+ NP+ TOINF 

3. 8. 2 lex-aspeについて

個々の Vについて指定される情報の 1つに lex-aspe がある。
この素性は時制関係素性の被覆のさいに参照される。

stative 
achiev 
accomp 
act 

状態
状態の変化を目標とし、時間の幅を持たない瞬間的行為
状態の変化を目標とし、時問の幅を持つ行為
状態の変化を目標とはしない行為
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記載例
(g_pd 
: name VP-HAVE 
；動詞have十目的語名詞句を支配する動詞句
: type :instance 
: using VP-Tn 
: internal_structure (VP V NP) 
: annotation 
((VP 〔〔syn 〔〔subj-inf。〔〔subj-sem?agen〕

〔subj-defsem 〔〔label*unknown*〕〕〕〕〕
〔pass-subj-inf゚〔〔pass-subj-sem?obje〕

〔pass-subj-defsem?obje-defsem〕〕〕
〔pass-pp"by"〕
〔lex-aspestative〕；＊く====== (a) 
〔synmanner?synmanner〕
〔any-env?any-env〕〕〕

〔sem 〔仕elnhave-v-1〕
〔agen?agen〕
〔obje?obje〕〕〕〕）

(V 〔〔syn 〔〔lexidhaveー1〕〔lex"have"〕〕〕〕）
(NP (〔syn 〔〔any一env?anyーenv〕〔synmanner?synmanner)〕〕

〔sem?obje〕
〔defsem?obje-defsem 〔〔LABEL*it*〕〕〕〕））)

(a) "have" は状態動詞。

進行形は〔sem-aspecontinuous〕から導くが、状態動詞（〔lex-aspestat〕）が
進行形になるのを防ぐために、
進行形の規則に〔lex-aspstative〕には使用できないという条件を入れる。

(Ex. 
ESET P-504: I have the problem in making the reservation of the plane. 

"have" の意味構造（略式）。
〔〔relnhave-v-1) 
〔asptprog〕
〔tensepresent〕
〔agen?agen〕
〔obje?obje〕
〔caus?caus〕
〔sem-aspe contrnuous〕〕）
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(g_pd 
: name VP-PROG 
；進行形の動詞旬
: internal_structure (VPl be VP2) 
: annotation 
((V臼〔〔syn (〔catvp〕

〔vform?tense〕；＊く====== (a) 
〔agr?agr〕
〔subj-info?subj-inf゚〕〔tag-aux?be〕
〔adv-cl ? adv-cl〕
〔modi 〔〔mannm゚di-〕〔mannm゚diーfront-〕〔loctmodi-〕

〔tlocmodi-〕
〔tlocmodi-front-〕〕〕

〔prog-〕〕〕
〔sem?vp-sem 〔〔tense?tense (:SET present past)〕； *く====== (a) 

〔sem-aspecontinuous〕〕〕〕）；＊く====== (b) 
伽〔〔syn?畑〔〔catbe〕

〔vform?tense〕；＊く====== (a), (e) 
〔agr?agr〕
〔lexidbe-v-1〕〔lex"be"〕〕〕〕）

(VP2 〔〔syn 〔〔catvp〕
〔vformprp〕；＊く====== (c) 
〔subj-info?subj-info〕
〔lex-aspe (:NOT stative)〕； * <====== (d) 
〔modi 〔〔mannm゚di一〕〔mann旧゚di-front―]〔loctm〇di一〕

〔tlocmodi-〕
〔tlocmod i -front -〕〕〕

〔prog+〕〕〕
〔sem?vp-sem〕〕）））

(a) 時制の決定。
(b) 継続相。
(c) 現在分詞。
(d) 状態動詞ではない。
(e) "be" 動詞の VP への付加。

状態動詞の場合は単純な現在形・ 過去形にする。

(g_pd 
: name VP-CONTINUOUS-STATIVE 
: internal_structure (VP) 
: annotation 
（（評〔〔s四〔〔catvp〕

〔vform?tense〕
〔agr?agr) 
〔subj-info?subj-info〕
〔adv-cl ? adv-cl〕
〔tag-aux?tag-aux〕
〔lex-aspestative〕；＊く====== (a) 
〔modi 〔〔causmodi-〕〔degrm〇di―)(mannm゚di-front一〕〔taspmodi -〕〕〕〕〕

〔sem?vp-sem (〔tense?tense (:SET present past)〕
〔sem-aspecontinuous〕〕〕〕）））
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乏；.B.3 : SPECIFIED及び：NULL について

（特に、 VPのみに関する事柄ではないが、ここで扱うことにする。）
意味素性の被覆の際に、その素性の値が「埋まっているべき」か「空であるべき」
それぞれ：SPECIFIED, : NULL で指定できる。
この 2つの記号の使用によって素性の値がある場合とない場合で異なる構造を
生成することができる。
なお、この表記は根節点の sem

かを

にのみ使用可能。

(g_pd 
: name VP-ASK-3-NP 
；動詞ask十質問の相手を表わす名詞句を支配する動詞句
: type :instance 
: using VP-Tn 
: internaしstructure
: annotation 
（（評〔〔syn

〔mo出〔 (rangmodi
〔pass-pp"by"〕
〔lex-aspeaccomp〕）〕

〔〔relnask-v-3〕
〔agen?agen〕
〔recp?recp : SPECIFIED〕〕〕〕）＊く＝＝＝＝＝＝

〔〔syn 〔〔lexid askーV— 1 〕〔 lex "ask"〕〕〕〕）
〔〔sem?recp〕＊く==== = =(a) 
〔defsem?recp-defsem (〔label*def-speaker*〕〕〕〕)））

〔sem

(VP V NP) 

〔〔subj-in和〔〔subj-sem?agen〕
〔subj-defse旧〔〔label*unknown*〕〕〕〕〕

〔pass-subj-info 〔わass-subj-sem?recp〕
(pass-subj-defsem ?recp-defsem〕〕〕
一〕〕〕

(a) 

p
 

>

N

 

（
（
 

(g_pd 
: name VP-ASK-3 
；動詞askを支配する動詞句
: type :instance 
: using VP-I 
: internal structure .-
: annotation 
（（評〔〔syn

〔sem

(V 〔〔syn

(VP V) 

〔〔subj-inわ〔〔subj-sem?agen〕
〔subj-defse旧〔 (label*unknown*〕〕〕〕〕

〔pass-subj-inf゚〔〔pass-subj-se皿〔〔label*it*〕〕〕〕〕
〔pass-pp"by"〕
〔lex-aspeact〕〕）

〔〔relnask-v-3〕
〔agen?agen〕
〔recp:NULL〕〕〕〕）＊く====== (b) 

〔〔lexidask-v-3〕〔lex"ask"〕〕〕〕）))

(a) 

(b) 

recp (ここでは、 「質問の受け手」）に値がある時は、
それを目的語として生成する（他動詞）。

recp に値がない時は、 目的語は生成されない
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3. B. 4 VP 中核展開レベルにおける modi素性の使用

modi 素性は VP修飾要素同士の構造上の上位／下位関係の順番の決定に
使用されることを既に述べた。
VP 中核の展開においても重要な役割を果たす場合がある。

＊必須格の任意格化の防止

(g_pd 
: name VP-RECEIVE-NP 
；動詞receive十目的語名詞旬を支配する動詞句
: type :instance 
: using VP-Tn 
: internal_s true tu re (VP V NP) 
: annotation 
((VP [ 〔syn 〔〔subj-inf〇〔〔subj-sem?agen〕

〔subj-defsem [ 〔label*unknown*〕〕〕〕〕
〔pass-subj-inf゚〔〔pass-subj-sem?obje〕

〔pass-subj-defsem?obje-defsem〕〕〕
〔pass-pp"by"〕
〔lex-aspeact〕
〔modi 〔〔deptm〇di-〕〕〕〕〕 * <====== (b) 

〔sem 〔仕eln rece1ve-v-l〕； I 
〔agen?age叫；I * <====== (a) 
〔obje?obje〕〕〕〕）； i 

(V 〔〔syn 〔〔lexidreceive-v-1〕〔lex"receive"〕〕〕〕）
（罪〔〔sem?obje〕

〔defsem?obje-defsem 〔〔label*it*〕〕〕〕））)

(g_pd 
: name VP-RECEIVE-NP-FROM 
；動詞receive十目的語名詞旬十 from... を支配する動詞句
: type :instance 
: using VP-In.pr 
: internal_structure (VP V NPl P NP2) 
: annotation 
((VP 〔〔syn 〔〔subj-inf。〔〔subj-sem?agen〕

〔subj-defsem 〔〔label*unkn〇wn*〕〕〕〕〕
〔pass-subj-inf゚〔〔pass-subj-sem?obje〕

〔pass-subj-defsem?obje-defsem〕〕〕
〔pass-pp"by"〕
〔lex-aspeact〕〕〕

〔se皿〔〔relnreceive-v-1〕； 1 

〔agen?agen〕； 1 

〔obje?ob註〕；I * <====== (a) 
〔dept?dept〕〕〕〕）； I 

(V 〔〔syn 〔〔lexidreceive-vーl〕〔lex"receive"〕〕〕))
(NPl 〔捻em?obj e〕

〔defsem?obje-defsem 〔〔label*it*〕〕〕〕)
(P 〔〔syn 〔〔lex"from"〕〕〕〕）
(NP2 〔〔sem ?dept〕〕））)

(a) receive-v-1 の必須格構成は (1) agen-obje、 または (2) agen-obje-dept。

(b) 〔mo出〔〔deptmodi-〕〕〕と指定すれば、既に任意格 dept が処理された構造には
適用できない。
入力意味構造が (2) の形の時、 dept が任意格として処理された後、
VP-RECEIVE-NPで agen,objeのみが必須格として処理されるのを防ぐ。

N. B. 変換以降の必須格と任意格の処理については、問題となる。
この例は、 receive-v-1 を語義とする場合である。

（必須格パターンについては、 receive-v-1 は、決定しない場合）
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*"be"動詞の前に副詞が現われるのを防ぐ

副詞は "be" 動詞の前ではなく後ろに現われる。
(Ex. *This just is an application form. 

This is just an application form.) 

〔modi-posifront〕と指定された ADVPが "be" 動詞の前に現われるのを防ぐために、
VP を展開し、 "be" を導入する規則の根節点に条件として
「そのような ADVPに上位で修飾されていない」と modi素性を使って指定する。

(g_pd 
: name VP-BE-NP 
; be動詞十補語名詞旬を支配する動詞句 (usingADJUNCTION) 
: in ternal_s true tu re (VPl be ((VP2 VP3) NP)) 
: annotation 
((VP 1 [ 〔syn 〔〔catvp〕

〔agr?agr 〔〔pers。n?pers〇nl〕〔number?number〕〕〕
〔vform ?vform〕
〔subj-inf゚〔(subj-sem?obje〕

〔subj-s四〔〔agr?agr〕〕〕
〔subj-defsem 〔〔label*it*〕〕〕〕〕

〔lex-aspestative〕
〔modi 〔〔degrm〇diーfr゚nt一〕 (mannm〇diーfr゚nt〕〔taspmodiーfr゚nt〕 * (a) 

〔accmmodi-〕〔causmodi-〕〔compmodi-〕； | 
〔conectmodi-〕〔conjmodi-〕〔degrmodi-〕； | 
〔deptmodi-〕 (destmodi -〕〔duramodi-〕 ; | 
〔freqmodi-〕 (goalmodi -〕〔infmannmodi-〕 ; I * (b) 
〔instmodi-〕〔loctmodi-〕〔mannmodi-〕 ; | 
〔methmodi-〕〔purpmodi-〕〔purposemodi-〕； | 
〔rangmodi-〕〔recpmodi-〕〔rolemodi-〕； | 
〔taspmodi-〕〔tdepmodi-〕〔tdeslmodi-〕 ; | 
〔tdes2modi-〕〔tlocmodi-〕〔tloc-ordermodi-〕〕〕； | 

〔aux-do-〕〔be-inv-〕
〔tag-aux?be〕〕）

〔sem ?sem (〔relnbe-v-copula〕
〔obje?obje〕

; I 
; I * <====== Cc) 

〔iden?iden〕〕〕〕）
伽〔〔syn ? 坤〔〔catbe〕

; 1 

〔agr?agr〕〔ザorm?vform〕
(lexid be-v-copul叫〔lex"be"〕）〕〕）

(V四〔〔syn 〔〔⑬t〕； 1 

〔agr?agr〕〕）； | 
〔sem?se田〕〕）； I * <====== (d) 

(VP3 〔〔的Il 〔〔cat〕；I 
〔agr?agr〕〕〕； | 

〔sem?sem〕〕）； 1 

（岬〔〔syn 〔にatnp) 
〔casenom〕〔agr 〔〔person?pers〇n2〕〔nu川ber?number〕〕〕〕〕

〔sem?iden〕〕）））

(a) 既に、前方から TASPや TLOCに修飾されていてはならない。
前方修飾の ADVPは adjunction節点 VP2/VP3の前方に付加されることになる。
従って、 "be" と補語の間に現われる。

(b) adjunction節点を設けたために、後方修飾の ADVPや PP に関して
修飾レベルの複数の可能性 (VPl と VP2/VP3) が生ずる。
任意格は一括して VP2/VP3 に付加されるように、根節点は後方からも
修飾されていないと指定しておく。

(c) 任意格もこのトップレベルに現われる。
(d) adjunction節点。
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3.8.5 コントロールについて

NPが同じ文中の他の NP と同じ物を指す時、表に現われない場合がある。

(Ex. I want you to send me an application form .... "send" の主語は "you。
I want to send you an application form .... "send" の意味的主語は
文全体の主語と同じ"I "。)

このような場合、音形を持たない要素 <PRO〉が現われていると考える。
<PRO〉になる条件は control 素性で指定する。指定された条件の場合、
プログラムで自動的にくPRO〉が生成される。
<PRO〉は形態素処理を通過すると消える。

(g_pd 
: name VP-WANT-TOINF 
；動詞want十名詞旬十to不定詞句を支配する動詞句
: type :instance 
: using VP-Tnt 
: internal_structure (VP V NP TOINF) 
: annotation 
((VP 〔〔syn 〔〔subj―inf〇〔 [subjーse爪 ?expr〕

〔subj-defsem 〔〔label*def一speaker*〕〕〕〕〕
〔synmannerdirect〕
〔lex-aspestative〕〕〕

〔se旧〔〔relnwant-desire〕
〔expr?expr〕
〔obje?obje〕〕〕〕）

(V 〔〔syn 〔〔lexidwant-3〕〔lex"want"〕〕〕〕）
(NP 〔〔C〇ntrol 〔〔sem?expr〕〕〕 * <====== (a) 

[sem ?subj-sem〕＊く====== (b) 
〔defsem?expr〕〕）

(TO INF 〔〔syn 〔〔subj-inf。〔〔subj-sem?subjーsem〕 * <====== (b) 
〔subj-defsem?subj-defsem〕〕〕〕〕

〔sem?obje〕〕）））

(a) この NP は TOINFの意味上の主語である。 ((b) を見よ。）
これが主文の主語 expr と同じ（単一化できる）時、 <PRO〉になる。
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4 NP (名詞句）の構造

4.1 意味構造

4.1.1 中核意味構造

〔〔parm?x〕
〔resば〔〔reln?reln〕

〔entity?x〕〕〕
〔index?index〕〕

4.1.2 修飾意味構造

(1) 限定詞
（冠詞以外の限定詞は、限定詞マーカー（構造〕が付与される）

〔〔parm?x〕；＊く======(a) 
〔restr (〔reln(:SET that-det-1 this-det-1 those-det-1 

each-det-1 every-det-1 such-det-1 
some-det-1 some-det-1 any-det-1 
another-det-1 a_few-det-1)〕

〔obje?x〕〕〕〕

(a) ?xは基本的意味構造。被修飾要素（統語描造の中心語に相当）。

N.B. parm の ?xには、：SPECIFIEDの指定が、 (2)の場合のように必要。
入力構造に対して、非構造を許さないための方法である。
以下、 (3)(4) (5) (6) も同様である。

(2) 所有格
〔〔parm?x :SPECIFIED〕；＊く====== (a) 
〔res訂〔〔relnpossessive〕

〔agen?agen〕；＊く====== (b) 
〔obje?x〕〕〕〕）

(a) ?xは基本的意味描造。被修飾要素。
(b) 修飾要素。所有格名詞になる。

(3) PPや ADVPなどによる修飾

〔〔parm?x〕
〔res口〔〔relnmodify〕

〔argl?y〕
〔arg2?x〕〕〕）

(a) ?xは基本的意味構造。
(b) 修飾要素の意味構造。

; * <====== (a) 

; * <====== (b) 

被修飾要素。
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(4) 

(5) 

pp による修飾

〔〔parm?x〕
〔restr 〔にeln

(a) ?x 

1

2

 

g
g
 

r
r
 

a
a
 

.

.

.

 

f
 

; * <====== (a) 
(:SET modify-unit modify-loct modify-loct-near 

modify-goal-for modify-pod modify-tloc 
modify-tloc-after modify-dest modify-dest-for 
modify-dept modify-rang mod.i,fy-before 
modify-agen-by modify-purp-for modify-in_charge_of 
modify-prior-to modify-conj-and)〕
; * <====== (b) ?y〕

?x〕〕〕〕

は基本的意味構造。 被修飾要素。

(b) 修飾要素の意味構造。

REL_S, AP による修飾

〔〔parm?x〕
〔restr?restr〕〕

‘.j
、̀
j

a
b
 

（
（
 

; * <====== 
; * <====== 

ヽ
j
‘
~a

b
 

（
（
 

(6) NUMB 

?xは基本的意味楠造。被修飾要素。
修飾要素の意味構造。命題型の構造（関係名と必須、 任意格） を持つ。

による修飾

〔〔parm?x〕；＊く====== (a) 
〔resげ〔〔relnmodify〕

〔ar臥〔〔parm?y〕
〔res口〔〔relnnumber〕

〔iden?iden〕；＊く＝＝＝＝＝＝
〔entity?y〕〕〕〕〕

〔arg2?x))〕〕)

(b) ――
 

――
 

――
 

＝
 

――
 ――

 ＜
 

＊
 

•9 
•9•9., 

(c) 

ヽ`ー、．
j
‘
.
j

a
b
c
 

、,＇`
、(（

?xは基本的意味構造。
修飾要素の意味構造。
このレベルに〔unit?unit〕

被修飾要素。

が存在する場合もある。

4.2 名詞的統語カテゴリーの種類

NP ••..• 名詞句
名詞を中心とする完結した句で，それ自体で主語や目的語として使用可能
the intelligent boy, the report which you sent me, Mr. Ken Brown, 

NN ••.•• NPとNの中間レベル， NPから限定詞（冠詞や指示詞）
intelligent boy, conference off ice 

を除いたもの

N ••••• 名詞
単語レベル
boy, conference, desk, Ken, bus 
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4.3 階層構造の概略

NP 
-------1------
I 

NP .. ¥EL_S, 
-------1------
I I 

DET, ADV など NP 
-----1----
I 

PPなどの修飾要素

此---1--------
I 贔

AP, NUMB 素要

•— 

飾修のど

ー

ー

ー

1
ー

な

（代名詞）

>:
PRON 

(a) NN レベルは繰り返しが必要。
(Ex. tall handsom intelligent boy) 

; * <====== (a) 

詞名

zー

N
吾

N
1
-
1
1日ヽしヽJ

 
中

---1---

↓ i 
複合語

4.4 階層構造別の規則

4. 4. 1 NPレベル
NP は、完結した名詞旬で、主語や目的語になることができる。

＊冠詞 "a", "the"、無冠詞

"a", "the" は意味構造に存在しない。
NP-NN (NP --〉 NN),NP-A-NN (NP --〉 "a"+ NN) などの規則は
sem に無関係に適用される。
適用の際に必要な素性を導入し、それを N レベルまで伝達し、
Nが固有に持つ素性値と照合することによって、不適切な構造を排除する。

N. B. 不定冠詞の "a" から "an"への形態変形は、形態素処理において、
プログラムで行なわれる。

N.B. NP -〉 the+NN 
NP -〉 a + NN の 3つのルールを統合して、 NP->DETER+ NN とし、
NP -〉 NN

DETER に、必要な素性を集めておいて、
MGネットなどで、 "","the","a"を出力する方法も考えられる。
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(g_pd 
: name NP-A-NN 
；冠詞a+NNを支配する名詞句
: internal_structure (NP DET NN) 
: annotation 
((NP [ 〔syn [ 〔cat叫〔wh-〕

〔case?case〕；＊く====== (a) 
〔agr?agr 〔〔pers。n3〕〔numbersing〕〕〕； *く====== (b) 
〔prep-info?prep-info〕；＊く====== (a) 
〔arti a〕；＊く====== (c) 
〔insert-v?insert-v〕〕〕；＊く====== (a) 

〔sem?sem〕〕）
(DET 〔〔syn 〔〔catdet〕； *く====== (d) 

〔lex"a"〕〕〕〕）
（闘〔〔syn 〔にatnn〕

〔case?case〕；＊く====== (a) 
〔agr?agr〕；＊く====== (b) 
〔prep-info?prep-info〕；＊く====== (a) 
〔arti a〕；＊く====== (c) 
〔insert-v?ins er t-v〕））；＊く====== (a) 

〔sem?sem〕〕）））

(a) 格、前置詞情報、挿入動詞情報を下位に伝える。
(b) "a" が付加されれば、 3人称、単数。―-〉下位に伝達。

(a), (b) が N が固有に持つ素性と矛盾すれば、その派生は失敗する。
(c) 「冠詞,,a" が付加された」という情報を伝達する。

上位で決定されている可能性もあり。
(d) "a" の生成。

*that などによる修飾

"that" "each" などの名詞限定要素は意味構造中にマーカーとして、存在する。

(g_pd 
: name NP-THAT-NN 
; that+ NNを支配する名詞句
: internal_structure (NP DET NN) 
: annotation 
((NP (〔syn 〔にatnp〕佃h-〕

〔case?case〕〔agr?agr 〔〔pers〇n3〕〔numbersing〕〕〕
〔prep-info?prep-info〕〕〕

〔sem 〔印arm?x) 
〔restr (〔relnthat-det-1〕

〔obje?x〕〕〕〕〕〕）
(DET (〔syn 〔にatdet〕

; I 
; I; * <====== (a) 
; 1 

〔lexidthat-det-1〕〔lex"that"〕〕〕〕）
（間〔〔syn 〔にatnn〕

〔case?cas司(agr?agr〕
〔prep-info?prep-info〕〕〕

〔sem?x〕〕）））

(a) "that" の意味構造の被覆。
(b) 3人称単数。

; * <====== (a) 

N. B. 日本語文中に、 『その本』というように、 explicitに現われる
場合である。
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＊所有格 NPによる修飾

(g_pd 
: name NP-POSS-NN-1 
；名詞旬が所有格の代名詞に修飾されている構造
: internal_structure (NP POS NN) 
: annotation 
（（貯〔〔syn

〔sem

(POS 

(NN 

〔〔syn

m
n
 

e

y

 

s
s
 

,
 

.

.

 

f
 

9

f

 

〔〔catnp) 〔wh-〕
〔case?case〕〔agr?agr 〔〔pers〇n?pers〕(number sing〕〕〕
〔prep-info?prep-info〕
〔insert-v?insert〕〕〕

〔〔parm?x :SPECIFIED〕
〔res丘〔〔relnpossessive〕

〔agen?agen〕；＊く＝＝＝＝＝＝代名詞の場合
(obje ?x〕〕〕〕〕〕）

〔〔cat (:SET np)〕
〔casegen〕〕〕

?agen〕〕）
〔〔catnn〕
〔case?cas司〔agr?agr〕
〔prep-info?prep-info〕
〔insert-v?insert〕〕〕

〔sem?x〕〕）））

N. B. 一般名詞の場合のアポスロフィ処理は、 MGネットで行なわれる。

*pp による後方からの修飾

(g_pd 
: name NP-NP-PP-MODIFY 
；名詞句が前置詞旬に修飾されている構造
: internal_structure (NPl NP2 PP) 
: annotation 
((N門〔〔syn

〔sern

〔〔catnp〕佃h-〕
〔case?case) 〔agr?agr〕
〔prep-info?prep-info〕
〔any-env?any-env〕〔arti?arti〕[insert—v ?insert-v〕〕〕

[ 〔parm?x2〕；＊く====== (a) 
〔res丘〔〔relnmodify〕

〔argl? 幻〔〔restr 〔〔reln(:NOT tomorrow-adv-1 
number hand_writing-n-1 
about-adv-1 
ordinary-number 
as_many_as-adj-1 
only-adv-1))〕〕)〕

＝
 

l
-

=-＝
 

―
-
、
ノ

l

-

C

 

く

（

＊

＊

 

•9., 
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

.

,

 

(b) 

(NP2 

(PP 

〔arg2?x2〕〕〕）〕〕）
〔〔s岬〔〔catnp〕佃h-〕

〔case?cas司〔agr?agr〕
〔prep-info?prep-info〕
(any-env ?any-env〕〔arti?arti〕(insert —v ?insert-v〕〕〕

〔sem?x2〕〕）；＊く====== (a) 
〔〔syn 〔にatpp〕

〔prep-inf゚〔 (modiprep?modiprep (:SET "of" "on" "for" "by")〕〕〕
〔prep-lex?modiprep〕〕〕

(sem ?xl〕〕）））；＊く====== (b) 

; * <==== == (d) 

被修飾要素（中心語）の意味の伝達。
修飾要素 (PP) の意味の伝達。
modify意味構造は PP以外の要素に具現化される場合がある。
予め、除外できるものを指定しておく。

(d) modify構造が PP として現われる場合の Pの lex を modiprep で現わす。
個々の Nが持つ modiprep の値と照合することによって、 1つに決定される。

、
~
‘
、
’
ノ
ヽ
'
‘
,

a
b
c
 

（
ヽ
し
（
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(g_pd 
: name NP-NP-PP-LOCI 
；名詞句が場所を表わす前置詞旬に修飾されている構造
: internaしstrue tu re (NPl NP2 PP) 
: annotation 
((NPl 〔〔syn 〔[catnp〕〔wh―〕

〔case?cas司〔agr?agr) 
〔prep-info?prep-info〕
〔arti?arti〕〕〕

〔sem 〔わarm?x〕
〔res口〔〔relnmodify-loct〕

〔argl? loct) 
〔arg2?x〕）〕〕〕〕）

(N四〔〔syn 〔にatnp〕佃h-〕
〔case?cas叫〔agr?agr〕
〔prep-info?prep-info〕
〔arti?arti〕〕〕

〔sem?x〕〕）
(PP 〔〔羽n 〔〔catpp〕

〔prep-inf゚〔〔loctprep?loctprep (:SET "at" "in")〕〕〕； * <====== (a) 
〔prep-lex?loctprep〕〕〕

〔sem?loct〕〕）））

(a) loct (場所格）の時、現われる P を loctprep で指定する。 N レベルで決定。

N. B. 前置詞マーカーがないので、意味格名（この場合は、 LOCI格）から、
前置詞 Pを生成しなければならない。 すなわち、この方法は、前置詞と
その前置詞がとる目的語との共起関係を見ている。

*REL_Sによる修飾

(g_pd 
: name NP-NP-REL 
; NPが関係節によって修飾されている構造
: internal_structure (NPl NP2 REL_S) 
: annotation 
((NPl 〔〔的n 〔〔catnp〕

〔case?cas司〔agr?agr〕
〔prep-info?prep-info〕
〔any-env?any-env〕〔arti?arti〕〔insert-v?insert一V〕
〔synmanner?synmanner〕〕〕；＊く====== (a) 

〔sem 〔〔parm?y : SPECIFIED〕
〔restr?restr 〔〔reln (:NOT modify modifyーC〇njーand)〕〕〕〕〕〕） ; *く====== (b) 

(NP2 〔(syn 〔〔catnp〕〔wh?wh〕； *く====== (c) 
〔case?cas司〔agr?agr〕
〔prep-info?prep-info〕
〔any-env?any-env〕〔arti?arti〕[insert-v ?insertーv〕〕〕

[sem ?y〕〕）
(REL_S 〔柊罪〔 [catrel_s〕

〔vform?vform〕
〔synmanner?synmanner〕；＊く====== (a) 
〔wh-ante?wh〕〕〕；＊く====== (c) 

〔sem?restr〕
〔sla非〔〔syn 〔にatnp〕；＊く======(d) 

〔agr?agr〕
〔prep-info?prep-info〕）〕

〔sem?y〕〕〕〕）））

(a) 上位から S-->VP--> 目的語 NP と伝達されてきた synmanner を REL_S に伝える。
synmanner は文全体が「直接的な発話か、間接的な発話か」を示すが、
この情報が REL_Sの内部で統語的に実現される場合がある。
(Ex. ESET p-10: Well, I have something that I just <would like to〉 askyou.) 
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(b) 最終的には失敗する派生を予め防いでおく。

(c) wh-ante は「先行詞が WH かどうか」を表わす。
先行詞が WH ("what") の場合、先行詞と関係代名詞が
"that" を生成しない。 (*whatthat I said ...) 
(Ex. ESET p-588: It seems that what I said wasn't comprehended.) 
このために、 REL_S展開には次の 2つの規則を用意する。

「融合」 しているので

．．．． 
1

2

 

―― ss
 

―― 

L

L

 

E

E

 

R

R

 

REL_S佃h-ante
REL_S佃h-ante

）
）
 

＿
＋
 

-->"that"+ S 
--> s 

(d) REL_S 内部には先行詞に対応する 「ギャップ」 が存在する。

* ADVP による修飾

(g_pd 
: narne NP-NP-ADVP 
; NPが副詞句に後方から修飾される構造
: internal_structure (NPl NP2 ADVP) 
: annotation 
((N凹〔〔syn

〔sern

〔〔catnp〕佃h-〕
〔case?case) 〔agr?agr〕
〔prep-info?prep-info〕
〔artithe)〕〕

〔〔parm?x〕
〔res丘〔〔reln

〔argl
modify〕
? ar臥〔〔parm ?y〕

[restr [ 〔reln (:SET last_year-adv-1 
next_month-adv-1 
next_time-adv-1 
next_year-adv-1 
this_year-adv-1 
this_time-adv-1 
today-adv-1 
tomorrow-adv-1)〕

〔entity?y〕〕〕〕〕
〔arg2?x)〕)〕〕〕）

〔〔S罪〔〔catnp) (wh -〕
〔case?cas叫〔agr?agr〕
〔prep-info?prep-info〕
〔arti the〕）〕

〔sem?x〕〕）
(ADVP 〔〔syn 〔(catadvp〕〕〕

〔sem?argl〕〕）））

＝
 

＝
 

＝
 

=-＝
 

-
l
 ＜

 
＊
 

., 

.,．,．,.,．,．，．,.,．， 

(a) 

(NP2 

(a) 後方から
(Ex. the 

NP を修飾する ADVP を指定する。
conference this time) 

N. B. (a)に終端レベルの語義名を指定しなければならない。
副詞と名詞の構造が区別がつかないことによる。
tomorrow-ADV-1 と book-N-1 とが、全く同じ構造を持つからである。
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4. 4. 2 NNレベル
*NUMB による修飾

(g_pd 
: name NN-NUMB-NN 
; NNが数詞に修飾されている構造
: internal_structure (NNl NUMB NN2) 
: annotation 
((N阻〔〔syn

〔sem

〔〔catnn〕
〔case?cas司〔agr?agr〕
〔prep-inf゚〔〔loctprep?loctprep〕〔tlocprep?tl〇cprep〕

〔rnodiprep"of"〕〕〕
〔arti?arti (:SET -the)〕〔insert-v?insert-v〕〕〕

〔〔parrn?x [ 〔restr 〔〔reln (:NOT yen-n一1dollar-n-1〕〕〕〕〕〕
〔res丘〔〔relnmodify〕

〔argl [ [parrn ?y〕
; I 

; * <====== (a) 

〔restr 〔仕elnnumber〕
〔iden?iden〕
〔entity?y〕〕〕〕〕

?x〕〕〕〕〕〕）

; I; * <====== (b) 
; | 

〔arg2
(NU郎〔〔syn 〔にatnumb〕

〔case?case〕
〔arti -〕〔agr? agr〕〕〕；＊く====== (c) 

〔sem?iden〕〕）
(N認〔〔syn 〔にatnn〕

〔case?cas司〔agr?agr〕；＊く====== (c) 
〔prep-inf゚〔〔loctprep?loctprep〕〔tl〇cprep?tl〇cprep〕〕）
〔arti?ar且〕〔insert-v?insert-v〕〕〕

[sem ?x〕〕）））

(a) 被修飾語が「金銭の単位」の場合は適用しない。一〉下を参照。
(b) unit素性が存在しても、 トップレベルではないので被覆の必要はない。
(c) NUMB と NN間の数の一致をとらえる。

(g_pd 
: name NN-NUMB-NN-MONEY 
; NNが数詞に修飾されている構造
: internal_structure (NNl NUMB NN2) 
: annotation 
((NNl 〔〔鐸n 〔(catnn〕

〔case?case〕〔agr 〔〔pers〇n3〕〔numbersing〕〕〕； *く====== (a) 
〔prep-inf゚〔〔loctprep?loctprep〕〔tl。cprep?tlocprep〕

〔modiprep"of"〕〕〕
〔arti?arti (:SET-)〕〔insert-v?insert-v〕〕〕

〔sem 〔〔parm?x (〔restr 〔〔reln (:SET yen-n-1 dollar-n-1〕〕〕〕〕〕； *く====== (b) 
〔restr 〔仕elnmodify〕

〔ar臥〔 (parm?y〕
〔resげ〔〔relnnumber〕

〔iden?iden〕
〔entity?y〕〕〕〕〕

〔arg2? x〕〕〕〕）〕）
(NUMB 〔国n 〔〔catnumb〕

〔case?case) 
〔arti-〕〔agr?agr〕〕〕；＊く====== (c) 

〔sem?iden〕〕）
(NN2 〔〔syn 〔〔catnn〕

〔case?cas司〔agr?agr〕；＊く====== (c) 
[prep-inf゚〔〔loctprep?loctprep〕〔tl〇cprep?tlocprep〕〕〕
〔arti?ar且〕〔insert-v?insert-v〕〕〕

〔sem?x〕〕）））

(a) 金銭の単位を表わす名詞は必ず単数扱いにする。
(Ex. p-266: <Does〉 fifty thousand yen meet the accomodation fee.) 

(b) 被修飾語の指定。
(c) 形態的には複数。
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* AP による修飾
--> AP の項を見よ。

* INDEX素性の被覆
INDEX素性は NN レベルで以下の規則で被覆する。
現在、生成では INDEX素性は被覆するだけで、積極的に活用してはいない。

(g_pd 
: name NN-INDEX-COVER 
; NNレベルで名詞の INDEXを被覆する
: internal_structure (NN) 
: annotation 
((NN 〔〔syn 〔〔catnn〕

〔case?cas叫〔agr?agr〕
〔prep-info?prep-info〕
〔arti?ar目〕〔insert-v ? insert-v〕〕〕

〔sern 〔〔index?index〕〕〕〕）））

* NN レベルで終端語が導入される場合（複合語）

(g_pd 
: narne NN-ACCOMODATION_FEE 
；名詞複合accornodation_fee
: rnternal_structure (NN Nl N2) 
: annotation 
（（闘〔〔syn 〔にatnn〕

〔case?case〕〔agr?agr 〔〔person3〕〔nurnbersing〕〕〕
〔prep-info (〔rnodiprep"of"〕〕〕
〔arti the〕〕〕

〔s頭〔〔parm?x〕
〔res口〔〔relnaccomodation_fee-n-1〕

〔entity?x〕〕〕〕〕〕）
(Nl 〔〔syn 〔にatnoun〕

〔casenorn〕〔agr〔〔person3〕〔numbersing〕〕）
〔lexidaccomodation-n-1〕〔lex"accomoda ti。n"〕〕〕〕）

（認〔 (syn 〔にatnoun〕
〔case?cas司〔agr?agr〕
〔lexidfee-n-1〕〔lex"fee"〕〕〕〕）))

4.3.3 Nレベル （語彙のレベル）

名詞型の中心意味構造を被覆して終端語を生成する。
以下の素性が NP,NN レベルから伝達されて来て、 （指定があれば）決定されたり、
照合されたりする。

(a) 〔case?case〕
(b) 〔agr ?agr〕
(c) 〔arti?arti〕
(d) (prep-inf゚〔〔instprep?instprep〕〔methprep?methprep〕〔n〇diprep?modiprep〕

〔loctprep?loctprep〕(tlocprep ?tlocprep〕〕〕
(e) 〔insert-v?insert-v〕

大抵の場合、 N 導入規則は N-COMMON-N-TEMPLATE との組み合わせで使用。
N-COMMON-N-TEMPLA TEでは modiprepのデフォルトとして、 "of" を指定する。
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(g_pd 
: name N-COMMON-N-TEMPLATE 
；普通名詞
: type :template 
: using nil 
: internal structure (N) .-
: annotation 
((N 〔〔syn 〔にatnoun〕

(g_pd 

〔case?case〕〔認r 〔〔person3〕〕〕
〔prep-inf゚〔〔modiprep"of"〕〕〕〕〕

〔s頭〔〔parm ?x〕
〔restrヽ〔〔entity?x〕〕〕〕〕〕）））

: name N-ADDRESS 
；名詞address
: type :instance 
: using N-COMMON-N-TEMPLATE 
: internaしstructure (N) 
: annotation 
((N 〔〔syn 〔〔agr 〔〔number (:SET sing pl)〕〕〕； *く======(a) 

〔arti (:SET the)〕； * <====== (b) 
〔insert-v (:SET give have)〕; * <====== (c) 
〔lexid address-n-1〕〔lex"address"〕〕 ] 

〔sem 〔〔restr 〔〔reln (:SET address —n—1 address一n-2)〕〕〕〕〕〕））)

(a) "address" は単数の場合と複数の場合、両方が可能。
(b) 冠詞は "the" と指定する（暫定的）。
(c) "address" の意味のみが VP をなす場合、補われる V は "give" または "have"。

(Ex. MSET d8-13: 
Then, I'll send you an application form, so please give me the address. 
Then, I'11 send you an application form, so may I have the address.) 

(g_pd 
: name N-BEGINNING 
；名詞beginning
: type :instance 
: using N-COMMON-N-TEMPLATE 
: internal_s true tu re (N) 
: annotation 
((N 〔〔syn 〔〔agr 〔〔numbersing〕〕〕； *く====== (a) 

〔prep-inf゚〔〔loctprep"at"〕〔tlocprep"at"〕〕〕； * <====== (b) 

〔arti the〕
〔lexidbeginning-n-1〕〔lex"beginning"〕〕〕

〔se皿〔〔restr 〔〔relnbeginning-n-1〕〕〕〕〕〕））)

(a) 単数。
(b) loctprep, tlocprep ともに "at" を使用する。

57 



(g_pd 

4.4.4 固有名詞

＊基本意味構造

〔〔parm?x〕
〔restr 〔いelnnamed〕

〔iden?iden〕
〔entity?x〕〕〕〕

＊規則

: name N-PROPN-TEMPLATE 
；固有名詞
: type :template 
: using nil 
: internal_structure (N) 
: annotation 
((N 〔〔syn 〔にatnoun〕

〔case?case〕〔agr 〔〔pers〇n3〕〔numbersing〕〕〕
〔prep-inf゚〔〔rnodiprep"of"〕〕〕〕〕

〔sem 〔匝arm?x〕
〔res口〔〔relnnamed〕

(g_pd 
: name N-AMERICA 
；名詞America
: type :instance 

〔entity?x〕〕〕〕〕〕）））

: using N-PROPN-TEMPLATE 
: internal_structure (N) 
: annotation 
((N 〔〔syn 〔〔虹ti-〕

〔lexidAmerica-propn〕〔lex"America"〕〕〕
〔sem 〔〔restr 〔(idenAmerica-propn〕〕〕〕〕〕））)
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5 AP (形容詞句） の構造

5.1 基本意味構造

VP と同じ形の意味構造で、 reln を見なければ形式からは区別できない。

Ex. 
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〔aspt?aspt 〕
〔sem-aspe?sem噸 spe〕
〔tense?tense〕〕

Ex. same-adj-1 
必須格。
任意格。
時制関係素性。

次に示すのは AP

〔〔parm ?x〕
〔restr?restr〕〕

(a) ?x 
?x 

が NP を修飾する場合の意味構造。

、¥
9
ノ‘̀＇’’

a
b
 

（
（
 

; * <====== 
; * <====== 

は被修飾要素の意味構造。
に対しては、 ： SPECIFIED 

; I 
; I; * <====== 
; 1 

(d) 

が必要と思われる。

(b) APの意味構造。
関係節となる可能性もある。
(Ex. an interesting topic 

an topic that is interesting) 
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me) 

5.2 基本統語構造

(1) 叙述用法

VP 
----1----
I I 

BE AP 

(3) 内部構成

AP 

(2) 限定用法
1. 2. (Ex. ESET p-422: the same way as the last ti 

----門--- ----↑ ~---
I I I I I 

AP NN AP NN PP ; * <====== (a) 

----1---- ; I; * <====== (b) 
I I : I 

ADVP AP 
----1----

ADJ PP, TOINF, etc.;*<====== (c) 

(a) PP は形容詞の必須格。
(b) 強意語 (Ex. "very") による修飾。
(c) 必須格構造。限定用法の場合は (2-1) の構造になる。

5.3形容詞規則

5,3.1 叙述用法

時制、 DEGR 以外の任意格は VP と全く同様の仕組みで扱われる。
その後、次のような規則で "be" 動詞と AP に展開される。

(g_pd 
: name VP-BE-AP 
; be動詞十補語形容詞句を支配する動詞句
: internal_structure (VP be AP) 
: annotation 
（（呼〔 (syn 〔にatvp) 

〔agr?ag吋 (vform?vform) 
〔subj-info?subj-inf゚〔〔subj-sem?subj-sem〕

(subj-syn 〔〔agr?agr〕〔arti?arti〕〕〕
(subj-defsem ?subj-defsem〕〕〕

〔modi?modi 〔〔degrmodi-〕〔degrm゚di-front-〕〔g゚almodi?g〇alm〇di〕
(tlocmodi-front -〕〕〕

〔any-env?any-e叩〕〔aux-do-〕〔lex-aspestative〕
(be-inv -〕〔pre-poss-cover-〕
(rel-cl ?rel-cl〕〕〕；＊く====== (a) 

(sem ?sem〕〕）
(be 〔〔syn 〔〔catbe〕

〔vform?vfor旧〕〔agr?agr〕
〔lexidbe-v-1〕〔lex"be"〕〕〕〕）

(AP 〔〔的n 〔〔catap〕
(subj-info ?subj-info〕
〔modi?modi〕
〔any-env?any-env〕
〔adj-posipred〕；＊く====== (b) 
〔rel-cl ?rel-cl〕〕〕；＊く====== (a) 

〔sem?sem〕〕）））

(a) 「関係節の内部かどうか」を表わす。中心語の Aまで伝達し、 Aと照合する。
例えば、 "many" に〔rel-cl-〕を指定しておけば、
"participants that are many" などを防げる。

(b) 「叙述用法である」という情報。
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5.3.2 限定用法

(g_pd 
:name NN-AP-NN-1 
；形容詞句十 NNを支配するNN
: internal_structure (NNl AP NN2) 
: annotation 
((NNl [[syn 〔〔catnn〕

〔case?case〕〔agr?agr 〔〔pers〇n3〕〔number?adj-num〕〕〕； *く====== (b) 
〔prep-info?prep-info〕
〔arti?arは〕〔insert-v?insert-v〕〕〕

〔sem [ 〔parm牧〔〔parm?y〕
[res丘〔 [reln?reln〕〕〕〕〕

〔restr?restr 〔〔reln (:NOT modify modify-conjーandab゚ut―adv-1)〕〕〕〕〕〕）
（評〔〔syn 〔にatap〕

〔adj-arti?arti〕
〔adj-num?adj-num〕
〔adj-posipre-nn〕〕〕

〔sem?restr〕〕）

; * <====== (a) 
; * <====== (b) 
; * <====== (c) 

(NN2 [ 〔syn 〔にatnn〕
〔case?cas司〔agr?agr〕
〔prep-info?prep-info〕
[arti ?arti) ; * <====== (a) 
〔insert-v?insert-v〕〕〕

〔sem?x〕〕）））

(a) この AP の中心語の A が被修飾 NN に要求する冠詞。
(Ex. "entire" ... 〔adj-arti the〕）

(b) この AP の中心語の A が被修飾 NN に要求する数。
(Ex. " various . . . (adj-num pl〕）
(a), (b) でADJ,N間の一致を扱う。

(c) NN の前の位置（限定用法）。

(g_pd 
: name NN-AP-NN-PP 
；形容詞句十NN十前置詞句を支配するNN (the same ... as ... , etc.) 
: internal_structure (NNl AP NN2 PP) 
: annotation 
((NNl 〔〔鐸n 〔〔catnn〕

〔case?case〕〔agr?agr 〔〔person3〕〔number?adj-num〕〕〕
〔prep-info?prep-info〕
〔arti?art日〔insert-v?insert-v)〕〕

〔s頭〔〔parm叙〔〔parm?y〕
〔restr 〔仕eln?reln〕〕〕〕〕

〔restr?restr 〔〔reln (:NOT modify modify-c〇nj-and)〕〕〕〕〕〕）
（絆〔〔syn 〔にatap〕

〔adj-arti ?arti〕
〔adj-num?adj-num〕
(adj-posi split〕；＊く====== (a) 
〔adj-pp-sem?adj-pp-sem〕；＊く====== (b) 
〔adj-prep-lex?adj-prep-lex〕〕〕；＊く====== (c) 

〔sem?restr〕〕）
(NN2 〔捻四〔〔catnn〕

〔case?cas司〔agr?agr〕
〔prep-info?prep-info〕
〔arti?ar且〕 (insert-v ?insert-v〕〕〕

〔sem?x〕〕）
（評〔〔syn 〔にatpp〕

〔prep-lex?adj-prep-lex〕〕〕；＊く====== (c) 
〔sem?adj-pp-sem〕〕）））；＊く====== (b) 
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(a) 中心語 (ADJ) と必須格 (PP) が NN を挟んで分離している。
(b) PP の意味。個々の Aを導入する規則で決定される。一＞下の (b) を見よ。
(c) pの lex。個々の A を導入する規則で決定される。―->下の (a) を見よ。

(b), (c) によって、叙述用法では AP 内部に現われる必須格の情報が
限定用法では NNの後ろに転送する。

(g_pd 
: name ADJ-SAME-ATTRI 
; sameを支配する形容詞
: type :instance 
: using ADJ-TEMPLATE 
: internal_structure (ADJ) 
: annotation 
((ADJ 〔〔syn 〔〔adj一artithe〕； *く====== (a) 

〔adj-posisplit〕；＊く====== (b) 
〔adj-prep-lex"as");*<====== (c) 
〔adj-pp-sem?comp〕；＊く====== (d) 
〔lexidsame-adj-1〕〔lex"same"〕〕〕

〔sem 〔仕elnsame-adj→〕
〔comp?comp〕〕〕〕）））；＊く====== (d) 

(ADJ-TEMPLATE とともに使用。必須格の obje はテンプレートで被覆。）

(a) "same" は "the" を伴う。
(b) 限定用法の場合のみ使用される。

叙述用法の場合は AP-SAME-PRED (AP--> "the"+ 
(c) NN の後ろに現われる補語必須格の Pは "as"。
(d) NN の後ろに現われる補語必須格は comp。

＊限定用法の時制素性の扱い

" " same + "as ... ")を使用。

NN-AP-NN-1, NN-AP-NN-PPでは、動詞型の意味構造がそのまま
AP に伝達されるので、
時制関係素性はまだ未処理である。
このため、次の単節点の規則が必要となる。

(g_pd 
: name AP-TENSE-COVER 
: in ternal_s true tu re (AP) 
: annotation 
（（旺〔〔syn 〔にatap〕

〔subj-info?subj-info〕
〔ap-modi-) ; * <====== (a) 
〔adj-num?adj-num〕
〔adj-posi (: NOT pred)) ; * <====== (b) 
〔degree?degree〕
〔adj-prep-lex?adj-prep-lex〕
〔adj-pp-sem?adj-pp-sem〕〕）

〔s頭〔〔aspt?aspt〕；
〔tense?tens司；I; * <====== (c) 
〔sem-aspe?sem-aspe〕〕〕））））； I 

(a) AP は既に修飾されていてはならない。
AP が DEGRによって修飾されている場合、 DEGR より先に被覆される。
適用順序の多義性をなくす。

(b) 叙述用法の場合は適用されない。
(c) 限定用法の場合、時制関係素性は単に被覆されるだけ。
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＊関係節との関係

APが名詞を修飾する意味構造は次のように関係節としても具現化されうる。
(Ex. ESET p-31: The fastest means of transportation is the Shinkansen. 

The means of transportation that is the fastest is the Shinkansen.) 

p
 

ー

Z

NP 
-----1-----

I ; * <====== (a) 
REL_S 

-----1-----
I 

"that" 

ー

Pz
 

I ; * <====== (b) 
s 

-----!-----
I : * <====== Cc) 
v: 

叙述用法として展開

(a) NP-NP-REL による。
(b) REL_Sによる。
(c) S-SUBORD による。

--> NPの項を参照。

＊任意格
DEGR , I NF MANN以外の任意格を AP レベルで被覆する規則は存在しない。
従って、それらが現われた場合、関係節構造の VP レベルで被覆されなければならず、
APが直接 NN を修飾する構造（限定用法）は許されない。

5.3.3 叙述・限定両用法に共通の規則

* DEGRによる修飾
(AP の修飾規則には他に INFMANN による修飾を扱う AP-INFMANN-APもある。）

(g_pd 
: name AP-DEGR-AP 
；程度副詞句に修飾される形容詞句
: internal_structure (APl ADVP AP2) 
: annotation 
((A図〔〔syn 〔にatap〕

〔subj-info?subj-info〕
〔adj-num?adj-num〕
〔adj-posi?adj-posi (:SET pred pre-nn)〕
〔rel-cl?rel-cl〕）〕

〔sem?sem [ 〔degr?degr 〔〔restr 〔[reln(:SET quite一adv-1
rather-adv-1 
very-adv-1)〕〕〕〕〕〕〕〕）

(AD評〔〔syn〔にatadvp〕
〔modi-posiadj-front〕〕〕；＊く====== (b) 

〔sem?degr〕〕）
(A四〔〔syn 〔にatap〕

〔subj-info?subj-info〕
〔ap-modi+〕； * <====== (a) 
〔adj-num?adj-num〕
〔adj-posi?adj-posi〕
〔rel-cl?rel-cl〕〕〕

〔sem?sem〕〕）））
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(g_pd 
: name AP-AP-DEGR 
；程度副詞句に後方から修飾される形容詞句
: internal_structure (APl AP2 ADVP) 
: annotation 
((A臼〔〔s四〔〔catap〕

〔subj-info?subj-info〕
〔adj-num?adj-num〕
〔adj-posi ?adj-posi (:SET pred pre-nn)〕
〔rel-cl ?rel-cl〕〕〕

〔sem?se旧〔〔degr?degr 〔〔restr 〔〔reln (:SET at一_allーadv-1
enough-adv-1)〕〕〕〕〕〕〕〕）

(A四〔〔s罪〔〔catap〕
〔subj-info?subj-info〕
〔ap-modi+〕； * <====== (a) 
〔adj-num?adj-num〕
〔adj-posi?adj-posi) 
〔rel-cl?rel-cl〕〕〕

〔sem?sem〕））
(AD呼〔〔S罪〔〔catadvp〕

〔modi-posiback〕〕〕；＊く====== (b) 
〔sem?degr〕〕）））

(a) 既に上位で修飾されている。
(b) ADVP の位置の指定。

＊比較級•最上級

(g_pd 
: name AP-MORE-COVER 
；比較級の形容詞句
: internal_structure (AP) 
: annotation 
（（絆〔〔S罪〔〔catap〕

〔subj-info?subj-info) 
(adj-num ?adj-num〕
〔adj-posi (:SET pred pre-nn)〕
〔degreecomparative〕；＊く====== (a) 
〔adj-arti?adj-arti)〕〕

〔se皿〔〔degr (〔parm?x〕
(res丘〔〔relnmore-adv-1〕

〔entity?x〕〕〕〕)〕〕〕)））

(a) MGネットで形態素処理は行なわれる。
(b) "more"の副詞構造を指定して処理する。

(g_pd 
: name AP-MOST-COVER 
；最上級の形容詞句
: internal_structure (AP) 
: annotation 
((AP 〔匂n 〔〔catap〕

〔subj-info?subj-info〕
〔adj-num?adj-num〕
〔adj-posipre-nn〕；＊く====== (a) 
〔degreesuperlative〕；＊く====== (b) 
〔adj-arti the))〕； * <====== (c) 

〔sem 〔匡egr (〔parm?x〕
(res丘〔〔relnmost-adv-1〕

(entity ?x〕〕〕〕〕〕〕〕)））
(a) 限定用法の場合のみ使用。
(b) MGネットで形態素処理は行なわれる。
(c) 最上級は修飾する NN に "the" を要求する。
(d) "most" の副詞構造を指定して処理する。
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(g_pd 
: name AP-MOST-COVER-PRED 
；最上級の形容詞句
: internal_structure 
: annotation 
((A臼〔〔syn

(APl DET AP2) 

(a) 

T

2
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A

 

（
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n
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y
y
 

s
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|
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〔〔catap〕
〔subj-info?subj-info〕
〔adj-num?adj-num〕
〔adj-posipred〕；＊く＝＝＝＝＝＝
〔rel-cl?rel-cl〕）〕

〔sem?sem 〔国e肛〔〔parm?x〕
〔restr [ 〔relnmost-adた 1〕

〔entity?x〕〕〕〕〕〕〕〕）
〔〔catdet) 〔lex"the"〕〕）〕）； * <====== (b) 
〔〔catap〕〔subj-inf〇?subj-inf〇〕
〔adj-num?adj-num〕
〔adわposipred) 
〔rel-cl?rel-cl〕
〔degreesuperlative〕〕〕

〔sem?sem〕〕）））

‘.~‘~ 

a
b
 

（
（
 

叙述用法の場合のみに俎屑。
限定用法の場合のように the" を付加する NNが存在しないので、 AP に付加する。

＊ 終端語の導入

APが A
(g_pd 
: name AP-ADJ 
；形容詞ー語を支配する形容詞句
: internal_structure (AP ADJ) 
: annotation 
（（註〔〔syn

のみを支配する時は、 AP-ADJ でまず A レベルに落とす。

(ADJ 

〔〔catap〕
〔subj-info?subj-info〕
〔modi?modi〕
〔adj-num?adj-num〕
〔adj-posi?adj-posi (:SET pred pre-nn split)〕
〔adj-arti?adj-arti〕
〔degree?degree〕
〔rel-cl?rel-cl〕〕）

〔sem?sem〕〕）
〔〔syn [ 〔catadj〕

〔subj-info?subj-info〕
〔modi?modi〕
〔adj-num?adj-num) 
〔adj-posi?adj-posi〕
〔adj-arti?adj-arti〕
〔degree?degree〕
〔rel-cl?rel-cl〕）〕

〔sem?sem〕〕）））

次に、終端語導入規則で reln と必須格を被覆する。
ここで、 Vや Nの場合と同じように、上位から伝達されてきた素性の値が
個々の単語の特殊性に基づいて、ここで決定される（場合がある）。
多くの場合、テンプレートが使用される。
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(g_pd 
: name ADJ-TEMPLATE 
；形容詞
: type :template 
: internal_structure (ADJ) 
: annotation 
((ADJ 〔註四〔〔cat adj〕

〔subj-inf゚〔〔subj-sem?obje) ; * <====== (a) 
〔subj-defse川〔 (label*it*〕）〕〕〕〕〕 ; * <====== (b) 

〔sem 〔〔゚ bje?obje〕）〕〕）））；＊く======.(a) 

(a) 大抵の場合、 objeが主語になる。
(b) 主語のデフォルトは "it"。

(a), (b) とは異なる性質を持つ A はテンプレートは使用できない。

(g_pd 
: name ADJ-ENTIRE 
；形容詞entire
: type :instance 
: using ADJ-TEMPLATE 
: internal_structure (ADJ) 
: annotation 
((ADJ 〔〔syn 〔〔lexidentire一adj-1〕〔lex"entire"〕

〔adj-posipre-nn〕；＊く====== (a) 
〔adj-arti the)〕〕 ; * <====== (b) 
〔rel-cl-〕 ; * <====== (c) 

〔sem 〔〔relnentire一adj-1〕〕〕〕））)

(a) "entire" は限定用法のみ。
(b) "entire" は必ず "the" を伴う。
(c) 関係節を構成して名詞を修飾することはない。

(Ex. the entire contents vs. *the contents that are entire) 

補語必須格を持つ場合、 AP レベルから「個々の終端語十必須格」に展開される。

(g_pd 
: name AP-SORRY-THAT 
; sorry that ... を支配する形容詞句
: internal_s true tu re (AP ADJ CONJ_S) 
: annotation 
((AP 〔〔syn 〔〔catap〕

〔adj-posipred〕；＊く====== (a) 
〔subj-info (〔subj-sern?agen) ; * <====== (b) 

(subj-defsern 〔(label*def一speaker*〕〕〕〕〕； *く====== (c) 
〔lex-aspestative〕〕〕

〔se川〔(relnsorry-adj-2〕
〔agen?agen〕
〔recp (〔label *hearer*〕〕〕
〔cont?cont〕〕〕〕）；＊く====== (d) 

(A囚〔〔syn 〔にatadj〕
〔lexidsorry-adj-2〕〔lex"s。rry"〕〕〕〕）

(CONJー.s〔〔syn 〔〔catconj_s) ; I 
(conj-lex tha日〕）； I ; * <====== (d) 

〔sern?cont〕〕）））； 1 

(a) "sorry" は叙述用法のみ。
(b) a~ 月enが主語になる。
(c) ナフォルトの主語の指定。
(d) 必須格 cont は CONJ_S として実現する。
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6 数詞 (NUMB) の構造

6.1 意味構造

(1) 基数 (2) 序数

〔〔column-1?number-1〕
〔column-10?number-10〕
〔column-100?number-100〕

〕）

(a) 1st-number, 2nd-number, 3rd-number, 

6.2基数の生成

〔〔parm?x〕
〔resに〔〔relnnamed〕〕〕
〔iden?iden〕；＊く====== (a) 
〔entity?x)〕

まず、次のような桁を分ける規則を適用する。

(g_pd 
: name NUMB-1-10 
；数詞の桁を分ける
: internal_structure (NUMB NUMBl NUMB2) 
: annotation 
((NU郎〔〔syn 〔にatnumb〕

〔sem
〔agr 〔〔pers〇n3〕〔nu皿berpl〕〕〕〕 J ; * <====== (a) 

〔〔column-1 ?num ber-1 J 

(NUMBl 〔捻yn
〔sem

(NUM眩〔〔syn
〔sem

(g_pd 

〔column-10?number-10〕〕〕〕）
〔〔catnumb〕〕〕
〔〔column-10?number-10〕〕〕〕）
〔〔catnumb〕〕〕
〔〔column-I?number-1〕〕〕〕）））

:name NUMB-1-10-100 
；数詞の桁を分ける
: internal_structure (NUMB NUMBl NUMB2) 
: annotation 
((NU郎〔〔syn 〔にatnumb〕

〔agr 〔〔pers〇n3〕〔numberpl〕〕〕〕〕； *く====== (a) 
〔sem 〔にolumn-1?number-1〕

〔column-10?number-10〕
〔column-100?number-100〕〕〕〕）

(NUMBl 〔〔syn 〔〔catnumb〕〕〕
〔sem 〔〔C〇lumn-1〇0?number一l〇0〕〕〕〕）

(NUMB2 〔〔syn 〔〔catnumb〕〕〕
〔sem 〔〔四lumn-1?number-1〕

〔column-10?number-10〕〕〕〕）））

(a) 桁が 2つ以上あるときは必ず複数。

次に、それぞれの分節から具体的な数字を導く。

(g_pd 
: name NUMB→ 
；数詞1
: internal_structure NUMB 
: annotation 
((NU郎〔〔syn 〔にatnumb〕

〔agr 〔⑭erson 3〕〔皿mbersing〕〕〕
〔lex"one"〕〕〕

〔sem 〔〔C。lumn―11-number〕〕〕〕））)
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(g_pd 
: name NUMB-11 
；数詞11
: internal_structure NUMB 
: annotation 
((NUMB 〔〔叙n〔〔catnumb〕

〔a肛〔〔person幻〔numberpl〕〕〕
〔lex"eleven"〕〕〕

〔s頭〔〔column-11-number〕
〔column-101-number〕〕〕〕）））

(g_pd 
: name NUMB-30 
；数詞30
: rnternal_structure NUMB 
: annotation 
((NU郎〔〔syn〔にatnumb〕

〔agr (〔person司〔numberpl)〕〕
〔lex"thirty"〕)）

〔sem〔〔C〇lumn-103-number〕）〕〕）))

「ゼロ」は次のような規則によって〔lex""〕で表示する。

(g_pd 
: name NUMB-0 
；数詞0
: rnternal_structure NUMB 
: annotation 
((NU氾〔〔syn〔にatnumb〕

〔lex""〕)〕
〔sem 〔〔column―10-number〕〕〕〕））)

(g_pd 
: name NUMB-00 
；数詞00
: rnternal_s tructure NUMB 
: annotation 
((NU罪〔 (syn 〔にatnumb〕

〔lex""〕)〕
〔s頭〔〔column-10-number) 

〔column-100-number〕〕）〕）））

N. B. lex ""については、 nodiet data として、現在は
WARNINGが出力される。
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例）

"77530" = "seventy seven thousand five hundred thirty" 

（入力意味構造）

〔〔column-10-nurnber〕
〔colurnn-103-nurnber〕
[colurnn-100 5-number〕
〔colurnn-10007-nurnber〕
〔colurnn-100007-nurnber〕〕

↓ ; * <====== NUMB-1-10-100-10000 

↓ - ↓
 

〔〔colum正 10007-number〕〔にolumn-10-number〕
〔column-100007-numbe吋〕〔column-103-number〕

〔column-1005-number〕〕
↓ ; * <====== NUMB-10000-1000 

↓ ~-----------------------—• ↓ 

〔〔column-17-number〕
〔column-107-number〕〕

↓
 

↓ ; * <====== NUMB-1-10 

↓ 

〔〔column-107-number)〕
II II 

seventy 

"thousand" 

〔〔column-I 7-number〕〕
" " seven 

↓ 

〔(column-1005-number〕〕
"five hundred" 

; * NUMB-500 

↓ 

〔〔column-103-number〕〕
"thirty" 

I 
↓ ; * NUMB-1-10-100 

↓ 

((column-1 0-number〕
〔column-103-number〕〕

↓ ; * NUMB-1-10 

↓ 

〔(column-10-number〕〕
"" 

; * NUMB-30 ; * NUMB-0 

NUMB 
-------------1--------------
I I 

NUMB NUMB 
-----1----- -----1-----
I I I I 

NUMB I I NUMB 
-----1----- I I -----1-----
I I I I I I 

NUMB NUMB NUMB NUMB NUMB NUMB 
"seventy" "seven" "thousand" "five hundred" "thirty" "" 
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6.3 序数詞

(g_pd 
: name NUMB-lST 
；数詞1st
: internal_structure NUMB 
: annotation 
((NU郎〔〔syn〔〔catnumb〕いexid1st-number〕

[lex "1st"〕)〕
〔sem〔〔parm?x〕

〔res丘〔〔relnnamed) 
〔iden1st-number〕
〔entity?x〕）〕〕〕〕）））

6. 4 NUMBが NP

統語構造

として使用される場合

↑p 

NN 
I・* <====== NN-NUMB ， 

NUMB 

使用規則

(g_pd 
: name NN-NUMB 
；数詞を支配する NN
: internal_structure 
: annotation 
（（郎〔〔syn 〔にatnn〕

(NN NUMB) 

〔case?cas司(agr?agr〕
〔prep-info?prep-info〕
(arti -〕 (insert-v ?insert-v〕〕〕

〔s頭〔〔parm?x〕
〔restr((reln number〕

〔iden?iden) 
(entity ?x〕〕〕〕〕〕）

(NU罪〔〔syn〔にatnumb〕
〔case?cas司 (agr?agr) 
〔prep-info?prep-info〕
〔insert-v?insert-v)〕）

〔sem?iden〕〕）））

6.5 NUMB による NNの修飾―->NP の項参照
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7 代名詞 (PRON)の構造

7.1意味構造

1. 通常の名詞型

(Ex.) 
〔〔parm?x〕
〔restr (〔relnthis-pron-1〕

〔entity?x〕）〕〕

7.2 統語構造
NP 
I : * <====== 
NN 
I . * <====== ， 

PRON 

(a) 

(b) 

2. label 素性型

(Ex.) 
〔〔label*speaker*〕〕

(a), (b) 単にカテゴリーを変換するだけの規則 NP-NN, NN-PRON による展開。

7.3 語彙項目の導入

(g_pd 
: name PRON-THIS 
；代名詞 this． 
: rnternal_structure PRON 
: annotation 
((PRON 〔柊yn 〔〔catpron〕

〔case?case) 〔agr 〔〔pers゚n3〕〔numbersing〕〕〕

〔sem

(g_pd 

〔prep-inf゚〔〔instprep"by"〕〔modiprep"of"〕〕）
〔lexidthis-pron-1〕〔lex"this"〕〕〕

〔〔parm?x〕
〔restr 〔仕eln this-pron-1〕

〔entity?x)〕〕〕〕〕）））

: name PRON-SPEAKER-I 
；代名詞I
: rnternal_structure PRON 
: annotation 

((PRON 〔〔syn

〔sem

〔〔catpron〕
〔case?case〕〔agr 〔〔pers〇n1〕〔numbersing〕〕〕
〔prep-inf゚〔〔loctprep-〕〔modiprep"of")〕）
〔lex"I"〕〕〕

〔〔label (:SET *speaker* *tag-np*)〕〕）〕)）） ; * <====== (a) 

(a) *tag-np* 
ここでは、

は S-S-TAGで導入され、 agr の値に応じて異なる代名詞に具体化される。
〔agr [ (person 1〕〔皿mbersing〕〕）なので、 "I" として具現化されている。
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7.3.l デフォルトの代名詞

defsemで "I", "you" を指定する場合、デフォルトであることを明らかにするため、
"<I>", "<you>" と表わす。

N. B. defsemは、生成で空〔〕の格を埋める動作を行なう。

(g_pd 
: name PRON-UNKNOりN-DEFAULT-SPEAKER
；代名詞（デフォルト， unknown)
: internal structure PRON .-
: annotation 
((PRON 〔〔syn(〔catpr〇n〕

〔case?case〕〔agr〔〔pers〇n1〕〔numbersing〕(human十〕〕〕
〔lex"<I>"〕〕)

〔se旧〔〔label*def-speaker*〕〕〕〕)））

7. 3. 2 some と any

否定文、疑問文、時・条件の副詞節には〔any-env+〕が、
それ以外の環境には (any-env-)が付与されている。
PRON の lex導入には、この情報を使用する。

(g_pd 
: name PRON-ANYONE 
；代名詞anyone
: rnternal_structure PRON 
: annotation 
((PRON 〔〔syn〔〔catpr〇n〕

〔case?case〕〔agr 〔(pers〇n3〕〔nu皿bersing〕〕〕
〔any-env+〕； * <====== (a) 

(g_pd 

〔lexidanyone-pron-1〕〔lex"anyone"〕〕〕
(s頭〔〔parm?x〕；1 

〔res口〔〔relnsomeone-pron-1) ; I; * <====== (b) 
〔entity?x)))〕)〕)））； | 

: name PRON-SOMEONE 
；代名詞someone
: internal structure PRON .-
: annotation 
((PRON (〔syn(〔catpron〕(case ?case〕

(agr 〔〔pers〇n3〕(number sing〕〕〕
〔any-env-〕 ; * <====== (a) 
(lexid someone-pron-1) (lex "someone")〕〕

〔sem(〔parm?x) ; I 
〔resけ〔〔relnsomeone-pron-1) ; I;*<====== (b) 

〔entity?x〕)）〕〕〕)）） ; 1 

(a) 環境が異なる。
(b) semは同じ。
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8 前置詞句 (PP) の構造

8.1 他の規則によって P の lex が決定される場合

(g_pd 
: name PP 
；前置詞旬の展開
: in ternal_s tructure (PP P NP) 
: annotation 
（（評〔〔syn 〔にatPP〕

〔prep-info?prep-info) 
〔prep-lex?prep-lex〕〕〕；＊く====== (a) 

〔sem ?sem :SPECIFIED〕〕）
(P 〔〔S四〔〔catprep〕

〔lex?prep-lex〕〕〕〕）；＊く====== (a) 
(NP 〔〔syn 〔〔cat (: SET np advp)〕; *く====== (b) 

〔caseace〕〔邸r?agr〕
〔prep-info?prep-info〕
〔gov-p?prep-lex〕〕〕；＊く====== (c) 

〔sem?sem〕〕）））

(a) この PP を導入した規則によって与えられた Pの lex。
(Ex. VP-ROLE: VP--> VP+ PP 〔prepーlex"as"〕)
PP レベルでは prep-lexで現わす。
この素性の値を Pの lex と同一とすることで、 P を決定する。
PP が prep-info の中に指定してある意味役割を担っている場合、
prep-lex と該当する素性は値を共有する。
(Ex. pp = loct 

〔prep-lex?prep-lex〕
〔prep-inf゚〔〔loctprep?prep-lex (:SET "at" "in" "on")〕〕〕)

(b) P の目的語は ADVP の場合もある。
(Ex. MSET d9-8: You can take a bus that will go to the International 

Conference Center from there.) 

(c) ADVP を支配することができる P を ADVP ごとに指定しておく。
当然、 PP の prep-lex、P の lex と値を共有する。
ADVPが VP を修飾する場合、 (1) 直接、 (2) pp を介しての 2つの場合が
できてしまう時がある。

(1) (2) 

VP VP 
----!---- —-1-— 
I I I I 

VP ADVP VP PP ―-1----
I 
p A↓ VP 

(Ex. VP-LOCI: VP--> VP+ ADVP/PP[prep-lex "at" "in" "on"〕
1. send the application form today 
2. *send the application form at today 
3. *send the application form in today 
4. *send the application form on today) 

この時、 ADVP"today" に [gov-p-〕 (P の目的語にはなれない）と指定しておけば、
(2) の構造（例文 (2,3,4) に対応する）は失敗する。
"from there" 生成のためには、 "there" に〔gov-p"from"〕と指定すれば良い。
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B.2 意味構造に p (前置詞マーカー）が存在する場合

(g_pd 
: name PP-AFTER 
; afterを中心語とする前置詞句
: in ternal_s true tu re (PP P NP) 
: annotation 
（（評〔〔syn 〔にatpp〕

〔modi-posiback〕〕〕
〔s頭〔〔relnafter-prep-1〕；＊く====== (a) 

〔obje?obje〕〕〕〕）
(P 〔〔S四〔〔catprep) 

〔lex"after"〕〕〕〕）
（貯〔〔syn 〔〔⑬t np〕

〔caseace) 〔agr?agr〕〕〕
〔sem?obje〕〕）））

(a) "after" の意味。
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9 副詞句 (ADVP) の構造

＊意味構造

〔〔parrn?x〕
〔res丘〔〔relnaf ter_all〕

〔entity?x〕〕〕〕

＊規則

(g_pd 
: name ADVP-TEMPLA TE 
；副詞旬
: type :template 
: using nil 
: internal_structure (ADVP ADV) 
: annotation 
((ADVP 〔〔syn 〔〔catadvp〕〕）

〔sem 〔⑭arm ?x〕
〔restr 〔〔entity?x〕〕〕）〕〕)

(ADV 〔〔syn 〔〔catadv〕〕〕〕））)

(g_pd 
: name ADVP-AFTER_ALL 
；副詞句after_all
: type :instance 
: using ADVP-TEMPLATE 
: internal structure (ADVP ADV) 
: annotation 
((ADVP 〔〔syn〔〔modiーposiback〕； *く======(a) 

〔gov-p-〕〕〕 ; * <====== (b) 
〔sem 〔〔restr 〔〔reln after一all — adv-1 〕〕〕〕〕〕）

(ADV 〔〔syn 〔〔lexidafterーall-advー1〕〔lex"after all"〕〕〕〕）））

(a) 修飾位置を表わす。 "afterall" は VP の後方が修飾位置。
(b) いかなる Pにも支配されない。
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10  疑問詞（闘）の構造

句レベルでは〔catnp〕，にatadvp〕，にatap〕と〔wh+〕の組み合わせで
表現する。
〔wh+〕のカテゴリーは疑問詞の終端カテゴリー〔catripro叫，〔catriadj〕，
〔catriadv〕を支配する。

(g_pd 
: name悧H-WHAT
；りH名詞句 (what)
: internal_structure (NP RIPRON) 
: annotation 
((NP 〔作四〔(catnp〕〔帥＋〕

〔agr (〔person3〕〔皿mbersing〕〕〕
〔insert-vdo〕〕〕

〔se皿〔〔parm?x〕
〔restr ((reln what-pron-1〕

〔entity?x〕〕〕〕〕〕）
(RI PRON 〔〔syn 〔〔catripr〇n〕

〔lexidwhat-ripron-1〕〔lex"what"〕〕〕〕）))

(g_pd 
: nameりH-WHAT-N
；り庄名詞句 (what+ N) 
: internal_structure (NP ADJ NN) 
: annotation 
（（罪〔〔syn (〔catnp〕〔呻＋〕

〔case?case〕〔agr?agr 〔〔pers〇n3〕〔number(:SET sing pl)〕〕〕〕〕
〔s頭〔(parm?parm〕

〔resけ〔〔relnwhat-riadj-1〕
(obje ?parm〕〕〕〕〕〕）

(ADJ 〔（切n〔〔catriadj〕
〔lexidwhat-riadj-1〕〔lex"what"〕〕〕〕)

(NN 〔炸罪〔〔catnn〕
〔case?cas叫〔agr?agr〕〕〕

〔sem?parm)〕)））
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11 付記

本解説書で述べた英語生成規則はある程度のの厳密さとロバスト性を備えている。しかし、開発途中で

のインタフェースの変更や試行錯誤的な修正などのために、 「まえがき」でも述べた通り、必ずしも簡潔

で見通しの良い構成にはなっていない。

本章では前段とのインタフェースである意味素性構造および生成規則に関する補足と改良すべき点につ

いて述べる。

11.1 文の基本構造

11.1.1 IFT 

現在のインタフェースは一文に一つの IFTが与えられているが、複文などを考えると一文に一つの IFT

では適切に表現できない場合がある。

11.1.2 文に対する付加的修飾要素

1. 意味表現について

動詞句に対する修飾と文に対する修飾を区別するため、付加要素が IFTのレベルの素性になってい

る場合がある。このため、 IFTのレベルで付加語を扱わなければならない。意味表現の改良が必要

かも知れない（文（粗く言って "event")のレベルと動詞句（同じく "action")の部分とを階層的にす

るなど）。

2. 順序について

本来、 「選好」によって制御すべき付加的修飾要素の順序を素性値による「制約」によって制御して

いるのは若千問題である（付加語の項を参照されたい）。

11.1.3 WH疑問文

現在の意味構造において、 WHのスコープをはっきりさせる関係上WH句を前に移動させている。し

かし、実際は IFTなどでスコープは明らかなので WHを前置する必要はないように思われる。

11.1.4 名詞型命令文

"NP, please."のような文を「名詞型命令文」とよぶ。この文に関しては意味表現があきらかに変なの

で改善する必要があると思われる。

この意味構造に対応して行なわれる「動詞の補完」の規則などは生成における「過激な処理」の例であ

る。

11.1.5 外置構文

ここでは外置構文を単一化文法の枠組で扱ったが、このような構造は、外置抜きの基本的な構文生成が

終った後、変形処理によって生成した方がよいと思われが。

11.2 述部 (VP)の構造

11.2.1 時制、相

時制や相に関しては、まず、意味表現の問題がある。現在の英語意味表現と日本語の表層表現との間に

はギャップがあるため、適切な素性値が与えられていない場合がしばしばある。

日英翻訳における（もちろんその逆も）時制と相の決定の問題は本質的に難しいものの一つであろう。

1当初の生成処理系の設計には、このための「構造調整処理」が含まれていた
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11.2.2 否定

否定に関しても意味構造の問題がある。現在、否定を関係名とする構造に文や句の構造が埋め込まれて

いる。 通常、時制や相の情報は動詞（文）のレベルに記述されるが、否定の中に動詞（文）が埋め込まれて

いる場合、時制や相は否定のレベルに記述される場合がある。これは、日本語の表層構造が筒抜けになっ

て英語の意味構造になっているためと思われる (e.g. 「（（彼はそこに行か）なかった）」）。

11.2.3 付加語の構造

一つの付加語を表出する規則自体は特に問題ないが、複数の付加語が存在した場合にこれらの間の順序

の決定が問題である。現在は XXXXmodi素性による「制約」によって規則の適用位置（順序）を制御して

いるが、これはコーディングが間接的であるし、何よりも、選好関係を適切に処理ことができないのが問

題である。補語の順序は LP原則などの何らかの外付けルーチンで処理するのが現実的であろう。

11.2.4 受動態

態は意味表現における関係名として指定されている。態を「情報の新旧」 「情報の縄張り」などの素性

に分解して表現することも考えられるが、これらの素性が日本語から決定できるかどうかは疑問である。

トランスファー式の翻訳のインターフェースとしてはこのような意味表現で良いだろう。

標準的な句構造文法と異なり、この生成文法では受動態と能動態を同一の語彙エントリーに記述してい

が、実効的には複数の語彙エントリーが存在するのと同じである。

11.2.5 VPの中核構造

動詞とこの動詞に対する補語の作る構造は動詞ごとに木を定義することによって記述している。この方

法は実際に出現する文構造の記述に近いという利点はあるが、記述が冗長になるという問題がある。記述

を簡潔にする

1. GPSG風の記述にする

現在の「文型別テンプレート」をインスタンスレベルの規則とし、動詞語彙の部分に subcat素性を

設けその値を文型の名前（たとえば TN)とする。
-----------------------------------------------・ 
: name VP-TN ; ; ; 他動詞用 VP規則
: internal_structure (VP V NP) 
: annotation 
((VP [[syn [[cat VP] [agr ?agr] [vform ?vform] 

[lex-aspe ?lex-aspe]JJ 
[subj-info ?subj] 
[sem ?sem]]) 

(V [ [syn [ [cat V] [subcat TN] 
[lex-aspe ?lex-aspe]]] 

[subj-info ?subj] 
[obj e-info ?obj e] 
[sem ? sem] J) 

(NP [ [syn [ [cat NP] [case ACC]]] 
[sem ?obje]])) 

---------・ —-------- ------------
一方、動詞の語彙規則は次のようにする。

:name V-HAVE 
: internal_structure V 
: annotation 
((V [ [syn [ [cat VJ [subcat TN] 

[lex-aspe stative]]] 
[subj-info ?agen] 
[obj e-info ?obj e] 
[sem [ [reln have-v-1] 

[agen ?agen] 
[obje ?obje]JJJ)) 
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以上によって動詞の語彙 (V-HAVE)が他動詞用の VP規則 (VP-TN)のVの部分と単一化して適切

な構造が生成される。

2. HPSG風の記述にする

ドイツ語生成規則の記述形式である。

基本的には

VP→ VP XP 

という規則を再帰的に用いて（例えば目的格と場所格を取る動詞には 2回適用して）様々な格を表現

する。 XPの品詞や意味素性は動詞の語彙エントリに記述されたsubcat素性によって与えられるす

る。
----------------------------------------

: name VP-VP-XP 
: internal_structure (VP1 VP2 XP) 
: annotation 
((VP1 [[syn [[cat VP] [agr ?agr] [vforrn ?vforrn] 

[lex-aspe ?lex-aspe]JJ 
[subcat ?rest] 
[sern ? sern]]) 

(VP2 [[syn [[cat VP] [agr ?agr] [vforrn ?vforrn] 
[lex-aspe ?lex-aspe]]J 

[subc at [[first [ [syn ? comp-syn] 
[sern ?cornp-sern]JJ 

[rest ?rest] J 
[sern ? sern] J) 

(XP [ [syn ?sornp-syn] 
[sern ?cornp-sern]])) 

VPとV(語彙）を結ぶために次のような規則を用意する。

:name VP-V 
: internal_structure (VP V) 
: annotation 
((VP1 [[syn [[cat VP] [agr ?agr] [vform ?vforrn] 

[lex-aspe ?lex-aspe]JJ 
[subcat ?subcat] 
[sern ?sern]]) 

(V [[syn [[cat VP] [agr ?agr] [vform ?vforrn] 
[lex-aspe ?lex-aspe]JJ 

[subcat ?subcat] 
[sern ? sern]]) 

一方、語彙規則は次のようになる。

:name V-HAVE 
: internal_structure V 
: annotation 
((V [ [syn [ [cat VJ [subcat TN] 

[lex-aspe ?lex-aspe] J J 
[subcat [[first [[syn [[cat NP] [case ACC]]J 

[sem ?obje]]J 
[rest [[first [[syn [[cat NP] [case NDM]]J 

[sem ?agen]]J 
[rest :END]]]]] 

[sem [ [reln have-v-1] 
[agen ?agen] 
[obje ?obje]]JJ)) 

--------------------------------------
また、主語を生成するために次のような規則を用いる。
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:name VP-XP-VP 
: internal_structure (VP1 XP VP2) 
: annotation 
((VP1 [ [syn [ [cat VP] [agr ?agr] [vform ?vform] 

[lex-aspe ?lex-aspe]]] 
[subcat : END] 
[sem ?sem]J) 

(XP [ [syn ?somp-syn] 
[sem ?comp-sem]J) 

(VP2 [ [syn [ [cat VP] [agr ?agr] [vform ?vform] 
[lex-aspe ?lex-aspe] J J 

[subcat [ [first [ [syn ?comp-syn] 
[sem ?comp-sem]JJ 

[rest : END]] 
[sem ?sem]])) 

-------------------------------------
ここに示したような HPSG風の記述を用いると、語彙規則以外の規則は全て他の様々な動詞と組み

合わせて利用でき、記述量の減少に効果がある。但し、このような構造は階層が深くなりがちである

ので、付加語の扱いが煩雑になる可能性がある。

11.3 名詞句の構造

現在の名詞句の規則で特に問題となっているのは、冠詞や数の決定についてである。ここで述べた規則

では arti素性によって冠詞（定／不定）を制約している。 arti素性は名詞の語彙、連体修飾に関する幾つか

の規則、名詞句を支配する構造によって制約されている。これは、定／不定、単数／複数を区別する情報

が意味表現に欠如しているために行なっている暫定的な処置である。理屈の上で望ましい方法は、英語意

味構造で

1. 指示物が単一物か複数の集合か

2. この指示物が聞き手（話し手）の心の中でどのように同定されうるか

といったことを表現し、生成規則では、この意味情報と名詞の持つ性質（固有名詞／普通名詞、加算／不加

算）などから表層形を決定することであろう。

もちろん、このような意味表現を日本語入力から作成することが可能かどうかは別問題である％

11.4 数詞の構造

ここでは、現在の意味構造に対して英単語による数表現を出力するところまで単一化による規則記述で

記述したが、そこまでは不要かも知れない（アラビア数字で十分）。

2現在のレベルではコーパスから得られた統計的なデークで一応のデフォールトを決めるのがせいぜい可能な処理であろう
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APPENDIX 1 

統語素性一覧

*adj-arti (形容詞がそれが修飾する名詞に要求する冠詞）
（値）
the 
a 

定冠詞
不定冠詞
無冠詞

*adj-num (形容詞がそれが修飾する名詞に要求する数）
（値）

旦ng 塁塁

*adj-posi (AP 
（値）

の位置）

述部（叙述用法）
NN の前（限定用法）
NP の前（限定用法）

pred 
pre-nn 
pre-np 
split ADJ とその補部が被修飾 NN を挟んで分離している（限定用法）

*adj-pp-sem (NN後方に現われる形容詞補語の PPの意味）
（値）
意味構造

*adj-prep-lex (NN後方に現われる形容詞補語の PPの中心語 Pの語彙項目）

（忍

*adv-cl (未来時制を現在形で表わす副詞節）
（値）
＋ 

*agr (主語一動詞などの一致を司る）
*person (人称）

（｛直）

2 
3 

*number (数）
（値）

旦ng 塁塁

*any-env (some --> anyの変化を引き起こす環境）
（値）
＋ 

*ap-modi (既に上位で修飾されている AP)
（値）
＋ 

*arti (冠詞情報）
（値）
a 
the 

不定冠詞
定冠詞
無冠詞
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*aux (VPに助動詞が付加されている）
（値）
＋ 

*aux-do (疑問文で "do" が現われている）
（値）
＋ 

*be-inv ("be-v-copula" は既に上位で具現されており、単に被覆するだけ）
（値）
＋ 

*case (名詞の格）
（値）
nom 
ace 
gen 

*cat (品詞）
（値）
advp 
ap 
conj_s 
idiom 
nn 
np 
pp 
rel_s 
s 
s-top 
toinf 
VP 

adj 
adv 
advprt 
aux 
be 
COilJ 

det 
greet 
numb 
not 
noun 
prep 
pron 
riadj 
riadv 
ripron 
sign 
to 
verb 

主格
目的格
所有格

副詞句
形容詞句
接続文
慣用表現
名詞複合
名詞句
前置詞句
関係節
文（文全体から文末記号を除いたもの）
文全体
to不定詞句
動詞句

形容詞
副詞
副詞的小辞
助動詞
be動詞
接続詞
決定辞

農貫
否定辞
名詞
前置詞
代名詞
疑問形容詞
疑問副詞
疑問代名詞
記号
to 
動詞

*conj-lex (接続詞の語彙項目）
（値）
"after" 
"that" 
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*degree (ADJの語形変化）
（値）
comparative 
superlative 

比較級
最上級

*gov-p (ADVP を支配することができる P)

(~ 直）
from" 
". " 1 n 

*have-inf (to不定詞の完了形）
（値）
＋ 

*insert-v (NP 
（値）
give 
have 
make 
reserve 

*inv (倒置文）
（値）
＋ 

に対して補われる V)

*lex (語彙項目）

冑五
apply" 

" conference ” 

* lex-aspe (動詞のアスペクト分類）
（値）

状態動詞stative 
act 
accomp 
achiev 

動作動詞で下のいずれでもないもの
持続的達成動詞

*lexid (語義番号）
（値）
語義番号
apply-v-1 
conference-n-1 

瞬間的達成動詞

*modi (VPの任意格による修飾状況）
*degrmod i -front (VP は既に上位で DEGR

（値）
＋ 

に前方から修飾されている）

*mannmodi-fron t (VP は既に上位で MANNに前方から修飾されている）
（値）
＋ 

*taspmodi-fron t (VP 
（値）
＋ 

は既に上位で TASPに前方から修飾されている）
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*accmmodi (VP は既に上位で ACCMに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*causmodi (VP は既に上位で GAUSに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*condmodi (VP は既に上位で CONDに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*conectmodi (VPは既に上位で CONECT に後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*conjmodi (VP は既に上位で CONJに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*degrmodi (VP は既に上位で DEGRに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*deptmodi (VP は既に上位で DEPTに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*destmodi (VP は既に上位で DESTに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*duramodi (VP は既に上位で DURATION に後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*freqmodi (VP は既に上位で FREQに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*goalmodi (VP は既に上位で GOALに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*infmannmodi (VPは既に上位で INFMANNに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*instmodi (VP は既に上位で INSTに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

* loctmodi (VP は既に上位で LOCIに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*mannmodi (VP は既に上位で MANNに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*methmodi (VP は既に上位で METHに後方から修飾されている）
（値）
＋ 
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*purpmodi (VP は既に上位で PURPに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*purposemodi (VPは既に上位で PURPOSEに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*qu an tmodi (VP は既に上位で QUANTに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*rangmodi (VP は既に上位で RANGに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*recpmodi (VP は既に上位で RECPに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*rolemodi (VPは既に上位で ROLEに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*taspmodi (VP は既に上位で TASPに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*tdepmodi (VP は既に上位で TDEPに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*tdeslmodi (VP は既に上位で TDES-1 に後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*tdes2modi (VP は既に上位で TDES-2に後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*tlocmodi (VP は既に上位で TLOCに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

* t 1 oc-ordermod i (VPは既に上位で TLOC-ORDERに後方から修飾されている）
（値）
＋ 

*modi -pos i (ADVPの現われる位置）
（値）
front 
back 
adj-front 
adj-back 

VPの前
VPの後ろ
形容詞の前
形容詞の後ろ

*negate (否定の動詞句）
（値）
＋ 
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*pass-pp (受動文で対応する能動文の主語が P と共に現われる場合の P)

叩"". " 1 n 

*pass-suoj-info (受動文の主語に関する情報）
*pass-subj-sem (受動文の主語の意味情報）

（値）
意味構造

*pass-subj-syn (受動文の主語の統語情報）
*agr (一致）
*arti (冠詞）

*pass-subj-def sem (受動文の主語のデフォルト意味情報）
（値）
意味構造

*prsp-mod (PRAG の prsp-mod の処理が終了した）
（値）
＋ 
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*prep-lex (PPの中心語 Pの語彙項目）

（：誓：：
". " 1 n 

*pre-poss-cover ("possibility" は既に上位で具現されており、単に被覆するだけ）

（値）
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*rel-cl (関係節）
（値）
＋ 

*s-depth (文の深さによる分類）
（値）
matrix 主文
subord 従属文

*signlex (文末記号の種類）
（値）
" " 
"?" 

*s-modi (Sの修飾状況）
*s-caus (Sは既に上位で GAUSに修飾されている）

（値）
＋ 

*s-cond (S は既に上位で CONDに修飾されている）
（値）
＋ 

*s-conect (Sは既に上位で CONECTに修飾されている）
（値）
＋ 

*s-conj (S は既に上位で CONJに修飾されている）
（値）
＋ 

*s-infattd (S は既に上位で INFATTDに修飾されている）
（値）
＋ 

*s-opps (S は既に上位で OPPSに修飾されている）
（値）
＋ 

*too (S は既に上位で "too" に修飾されている）
（値）
＋ 

*subj-info (主語に関する情報）
*subj-sem (主語の意味情報）

（値）
意味構造

*subj-syn (主語の統語情報）
*agr (一致）
*arti (冠詞）

*subj-defsem (主語のデフォルト意味情報）
（値）
意味構造

*synmanner (S を修飾する MANNER)
（値）
direct 
indirect 

*tag-aux (付加疑問文中に現われる助動詞に関する情報）
（値）
助動詞の syn素性の集合
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*vform (動詞の語形）
（値）
present 
past 
bse 
prp 
psp 

現在形
過去形
原形
現在分詞
過去分詞

*wh (句レベルでの疑問詞と通常カテゴリーの識別）
（値）
＋ 

*wh-ante (関係節の先行詞が "what")
（値）
＋ 
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APPENDIX 2 
「英語意味素性構造」一覧

日英変換と英語生成との問のインタフェースについて

1 まえがき

変換方式の考え方から行けば、英語意味素性構造は生成すべき英語文の「意味」
を表現するのに用いられるものであり、理想的には英語側の論理で作られるべ
きものである。ところが、実際に日本語音声入力から結合したシステムを考え
ると、生成すべき英語の意味を表すのに必要な情報が全て自動的に得られるこ
とは期待できない。従って、ここで説明する英語意味素性構造もある程度前段
の処理能力に依存したものになっていることをあらかじめ断っておく。

2 トップレベル

関係名の値として、 IFT(発話タイプ）が示される。引数として、 agen,recp, 
objeをとる。
agenは発話の行為者（値は必ず〔〔label*speaker*〕〕)、 recpは発話の受け手
（値は必ず〔〔label*hearer*〕〕)を表し、 objeの下には原則として文の情報
（ごくまれに名詞旬の情報）が記述される。

2. 1発話タイプ

a. 情報伝達文

〔〔relninform〕
〔ag細〔〔label*speaker*〕〕〕
〔recp 〔日abel*hearer*〕〕〕
〔obje?obje〕〕

b. 要求文

(〔relnrequest〕
〔agen 〔いabel*speaker*〕)）
〔recp 〔日abel*hearer*)〕）
〔obje?obje〕〕

c. WH疑問文

〔〔relnquestionref〕
〔ag細〔〔label*speaker*〕〕〕
〔recp 〔且abel*hearer*〕〕〕
〔obje?obje〕〕

疑問詞の意味表現は下のように命題の外に置かれる。

〔〔relnquestionref〕
〔agen 〔いabel*speaker*〕〕〕
〔recp 〔いabel*hearer*〕〕〕
〔ob註〔〔parm?parm〕

(restr ?restr〕〕〕）

d. yes/no疑問文

〔〔relnquestionif〕
〔agen 〔日abel*speaker*〕〕〕
〔re叩〔〔label*hearer*〕〕〕
〔obje?obje〕〕
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e. 確認疑問文

〔〔relnquestionconf〕
〔agen〔いabel*speaker*〕〕〕
〔recp 〔日abel*hearer*〕〕〕
〔obje?obje〕〕

f. 約束文

〔[relnpromise〕
〔agen〔且abel*speaker*〕〕〕
〔recp〔〔label*hearer*〕〕〕
〔obje?obje〕〕

g, 応答文

〔〔relnresponse〕
〔ag細〔〔label*speaker*〕）〕
〔recp 〔いabel*hearer*〕〕〕
〔obje?obje〕〕

h. 感情表現文

〔〔relnexpressive〕
〔agen〔いabel*speaker*〕〕〕
〔recp 〔いabel*hearer*〕〕〕
〔obje?obje〕〕

i. 挨拶文

〔〔relnphatic〕
〔ag細〔〔label*speaker*〕〕〕
〔recp〔いabel*hearer*〕〕〕
〔obje?obje〕〕

2. 2 トップレベルを修飾する自由格（任意格）

a. 種類

attd 
caus 
cond 
correct 
COilJ 

infattd 
infmann 
mann 
manner 
opps 

b. 関係名と同レベルに記述される

例：

〔〔relninform〕
〔agen 〔いabel*speaker*〕）〕
〔recp 〔〔且bel*hearer*〕〕〕
〔obje?obje〕
〔correct?correct〕
〔caus?caus〕〕
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3 重文、複文

3. 1重文

a. sent-1が第一文、 sent-2が第二文の意味表現。

〔〔relninform〕
〔ag紐〔〔label*speaker*〕〕〕
〔recp 〔且abel*hearer*〕〕］
〔obje 〔丘elncompound-sent〕

〔sentl ?sentl〕
〔sent2?sent2〕〕〕〕

b. objelが第一文、 obje2が第二文の意味表現。

〔〔reln?reln〕
〔agen 〔(label*speaker*〕〕〕
〔recp 〔〔且bel*hearer*〕〕〕
〔obje?objel〕
(conj 〔仕elnfirst-sent〕

〔obje ?obj e2〕〕〕〕

3.2複文

"think" など補文をとる動詞の必須格、 COND,PURPOSE などの任意格として
現れる文型意味表現が複文になる。

例：

〔co肛〔〔relnsubject-volition〕
[aspt unrl〕
〔tensefuture〕
〔expr?xl〕
〔obje 〔仕elnattend-v-1〕

〔agen?xl) 
[loct [〕〕〕〕
〔sem-aspeunreal〕〕〕〕〕

〔co叫〔〔relnif-conj-1〕
〔obje[ 〔relnhave-v-1〕

〔asptunrl〕
〔tensefuture〕
(agen ?x2〕
[ob詮〔〔parm?xl 〔〕〕

〔restr 〔仕elnquestion-n-1〕
〔entity?xl〕〕〕

〔index 〔〔defint infef〕
〔gendernone〕
〔numbersing-pl〕
〔personthird〕〕〕〕〕

〔sem-aspeunreal〕〕〕〕〕

任意格は殆どの場合、関係名として接続詞が指定されている。引数objeの値が
複文の内容。

例：

〔〔relnthat-conj-1〕
〔obje?obje〕〕

〔〔relnif-conわ 1〕
〔obje?obje〕〕
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〔〔relnsince-conj-3〕
〔obje?obje〕〕

〔〔relnalthough-conj-1〕
〔obje?obje〕〕

〔〔relnwhile-conj-1〕
〔obje?obje〕〕

4 文レベル

4. 1基本命題

関係名とその引数を並べて記述する。

a. 動作

例：

〔〔relnapply-v-1〕
〔agen?agen〕
〔obje?obje〕〕）〕）

b. 存在 (there構文）

i. 場所格がある場合

〔〔relnbe-v-exist〕
〔obje?obje〕
〔loct?tloc〕〕

ii. 場所格がない場合

〔〔relnbe-v-exist〕
〔obje?obje)〕

c. 状態

例：

〔[relnwant-desire〕
〔expr?expr〕
〔obje?obje)〕

〔〔relnguess-seem〕
〔obje?obje〕

d. コピュラ

〔〔relnbe-v-copula〕
〔obje?obje〕
〔iden?iden)〕

"be"+ ADJ構文

〔〔relnfine-adj-1〕
〔obje?obje〕〕
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埋まっていない要素は空集合〔〕で表されている。

例：

〔〔reln
〔agen
〔obje

apply-v-1〕
?agen〕
〔〕〕〕〕〕）

4.2任意格

a. 任意格は関係名と同一のレベルに記述する。

例：

n

n

P

C

 

l
e
c
o
 

e
g
e
l
 

r
a
r
t
 

.

.

.

.

 

9
 

.

.

.

 

•f 

send-v-1〕
?agen〕
?recp〕
?tloc〕〕 任意格

b. 任意格の種類

格名

accm 
caus 
comp 
conect ． 
COilJ 

degr 
dept 
dest 
duration 
freq 
goal 
infmann 
inst 
loct 
mann 
meth 
purp 
purpose 
quant 
rang 
role 
tasp 
tdep 
tdes-1 
tdes-2 
tloc 
tloc-order 

意味

（まで）
（までに）

対応する英語

ヽ`
ノ題

て

点

点

点

詞

命

い

詞

起

終

終

副

（

つ

副

的

的

的

伴
因
較
合
続
度
点
点
続
度
標
述
段
所
態
法
的
的
に
割
相
間
間
間
刻
番

随
原
比
結
接
程
起
終
継
頻
目
陳
手
場
様
方
目
目
量
～
役
様
時
時
時
時
順

with 
for, because ... 
than, as 
in short, 
well, yes, 
more, most , ... 
from 
to 
during 
again, often, ... 
to 
maybe, probably, please 
by, on, in, using 
at, in 
in advance, that way, 
in, through 
for 
to ... , in order to ... 
once, twice, many times, ... 
about 
as 
already, still, 
from 
until 1 
by 
at, in, on 
first of all, ... 

but, 
no, 

then, in that case, ... 
all right, ... 

properly 

right away, ... 

C, 意味表現に前置詞・接続詞が現れる場合もある。

例：
〔loct 〔〔reln

〔obje
on-prep-1〕
〔〔parm?x2 〔〕〕
〔restr 〔仕elndesk-n-1〕

〔entity?x2〕〕）
(〔defintindef〕
〔gendernone〕
〔numbersing-pl〕
〔personthird〕〕〕〕〕〕〕

〔index

93 



〔tloc〔〔詞lnafter-prep-1〕
〔ob註〔〔parm?x4(〕〕

〔restr [ 〔relnconference-n-1〕
〔entity?x4]〕〕

〔index〔国efintindef〕
〔gendernone〕
(number sing-pl〕
〔personthird〕〕〕〕〕〕〕

4.3様相、法

様相、法の情報は命題を引数とする関係名として記述する。
命題の他に、 agenまたはexprを引数とする場合が多い。

例

〔〔relnobligation〕
〔ob誌〔〔relnsend-1〕

〔agen?agen〕
〔recp?recp〕
〔tloc?tloc〕〕

a. 義務

〔〔reln obligation〕
〔agen ?agen〕
〔obje ?obje〕）

〔〔reln duty-should〕
〔agen ?agen〕
〔obje ?obje〕〕

〔〔reln obligation-should〕
〔agen ?agen〕
〔obje ?obje〕〕

〔〔reln obligation-must〕
〔agen ?agen〕
〔obje ?obje〕〕

〔(reln had少etter-obliga tion〕
〔agen ?agen〕
〔obje ?obje〕〕

b. 可能性

〔〔reln possibility〕
〔agen ?agen〕
〔obje ?obje〕〕

C. 必要性

〔〔reln necessity〕
〔expr ?expr〕
〔obje ?obje〕〕

d. 許可

〔〔reln permission〕
〔agen ?agen) 
〔obje ?obje〕〕
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e. その他

〔〔reln suggestion-may〕
〔obje ?obje〕〕

〔〔reln presumption-could〕
〔obje ?obje〕〕

4.4否定・肯定

否定は命題を引数とする関係名として記述する。

〔〔reln negate〕
〔obje ?obje〕〕

4. 5時制・相

基本命題の関係名、様相・法、または否定と同レベルに記述される。

〔〔reln ?reln〕
〔．．．〕

例：

〔．．．〕
〔aspt?aspt〕
〔sem-aspe?sem-aspe〕
〔tense?tense〕〕

〔〔relnpossibility〕
〔asptstat〕
〔tensepresent〕
〔expr?x3 〔〕〕
〔obje 〔仕elngo-v-2〕

〔agen?x3〕
(tloc 〔〔parm?x2 〔〕〕

〔res丘〔〔relntomorrow-adv-1〕
〔entity?x2〕〕〕〕〕

〔dest 〔〔匝rm?xl 〔〕）
〔res口〔 (relnthere-adv-1〕

〔entity?xl〕〕〕〕〕〕〕
〔sem-aspestative〕〕

5 名詞句レベル

5. 1普通名

〔〔parm?x) 
〔restr 〔仕eln?reln) 

〔entity?x〕〕）
〔index 国efint?defint〕

〔gender?gender〕
〔number?number〕
〔person?person〕〕〕

INDEXには定・不定、性、数、人称の情報が記述される。

例：
〔〔parm?x〕
〔resげ〔〔relnapplication-n-1〕

(entity ?x〕）〕
〔index ⑭efint indef) 

〔gendernone〕
〔numbersing-pl〕
〔personthird〕〕〕
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5.2組織名、地名、建造物名などの固有名

〔〔parm?x〕

5.3 日付

a. 

b. 

5.4住所

a. 

b. 

c. 

〔res丘〔〔relnnamed〕
〔iden?iden〕
〔entity?x〕〕〕

〔index?index〕）

〔〔parrn?x〕
〔resば〔〔relndate-rnonth-day〕

〔day?day〕
〔month?rnonth〕
〔entity?x〕〕〕〕

〔〔parm?x) 
〔resば〔〔relndate-month-day〕

〔month?month〕
〔entity?x)〕〕〕

〔〔parrn?x〕
(res丘〔〔relnnamed) 

〔iden仕elnaddress〕
〔city?city〕
〔town?town〕
〔ward?ward〕
〔chorne?chorne〕
〔else?else〕〕

〔entity?x〕）〕）

〔〔parm?x) 
〔restr 〔〔註lnnamed〕

〔iden (reln address〕
(city ?city〕
〔town?town〕
〔ward?ward〕
〔else?else〕〕

(entity ?x)〕）〕

〔〔parm?x) 
〔res丘〔(relnnamed〕

〔iden (reln address〕
〔pref?pref〕
〔town?town〕
(ward ?ward〕
(chome ?chome〕
(banchi ?ban chi〕
〔gou?gou〕〕

(entity ?x〕）〕〕
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d. 

e. 

5.5時間

5.6人名

a. 

b. 

c. 

〔〔parm?x〕
〔restr 〔仕elnnamed〕

〔iden(reln address〕
〔pref?pref〕
〔town?town〕
〔azal?azal〕
〔else?else〕〕

〔entity?x〕〕〕〕

〔〔parm?x〕
〔resば〔〔relnnamed〕

〔iden 〔恒lnaddress〕
(pref ?pref〕

〔entity?x〕〕〕〕

〔〔parm?x〕
〔res丘〔〔relnmodify-time〕

〔argl?argl〕
(arg2 ?arg2〕〕）〕

〔〔parm?x〕
〔restr 〔（詞lnname〕

(family-name ?family-name〕
〔entity?x〕〕〕〕

〔〔parm?x〕
〔res口〔(relnname〕

〔first-name?first-name〕
〔entity?x〕〕〕）

〔〔parm?x〕
〔restr 〔〔詞lnname〕

〔family-name?family-name〕
(first-name ?first-name〕
〔entity?x〕〕）〕

5. 7 名詞修飾構造

a. 限定詞

〔〔parm?x〕

b. 所有格

〔restr (〔reln(:SET that-det-1 this-det-1 those-det-1 
each-det-1 every-det-1 such-det-1 
some-det-1 some-det-1 any-det-1 
another-det-1 a_few-det-1)〕

〔obje?x〕）〕〕

〔〔parm?x〕
〔restr 〔仕elnpossessive〕

〔agen?agen〕
〔obje?x〕〕〕〕）
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c. PPや ADVPなどによる修飾

〔〔parm?x〕
〔restr 〔仕elnmodify〕

〔argl?y〕
〔arg2?x〕〕〕〕

d. PP による修飾

〔〔parm?x〕
〔restr (〔reln(:SET modify-unit modify-loct modify-loct-near 

modify-goal-for modify-pod modify-tloc 
modify-tloc-after modify-dest modify-dest-for 
modify-dept modify-rang modify-before 
modify-agen-by modi fy-purp-for modi fy-in_charge_of 
modify-prior-to modify-conj-and)〕

(argl ?y〕
〔arg2?x〕）〕〕

e. REL_S, AP による修飾

〔〔parm?x) 
〔restr?restr)) restrは命題型意味表現

5.8 限量

a. NUMB による限量

〔〔parm?x〕
〔res口〔〔relnmodify〕

〔argl (〔parm?y〕
〔resけ〔〔relnnumber〕

〔iden?iden〕
〔entity?y〕〕〕）〕

〔arg2?x〕〕）））

b. 限定詞による限量

例：

〔〔parm?x〕
〔restr (〔relnall-det-1〕

〔obje?x〕〕〕）

〔〔parm?x〕
〔restr (〔relnall_of-det-1〕

〔obje?x〕〕〕〕

〔〔parm?x〕
〔restr (〔relnall_over-det-1〕

〔obje?x〕〕〕〕

〔〔parm?x) 
(res tr 〔丘elnmost_of-det-1) 

〔obje?x〕〕〕〕
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6 副詞

6. 1動詞修飾の副詞

例：

〔s頭〔〔parm?x〕
〔res口〔〔relnagain-adv-1〕

〔entity?x〕〕〕〕〕

6.2名詞修飾の副詞

例：

〔sem 〔わarm?x〕
〔resば〔〔relnabout-adv-1〕

〔obje?x〕〕〕〕〕〕）

〔〔parm?x〕
〔resに〔〔relnjust-adv-1〕

〔obje?x〕〕〕〕

〔〔parm?x〕
〔restr 〔丘elnmore_than-adv-1〕

〔obje?x〕）〕〕

〔〔parm?x〕
〔restr 〔丘elnonly-adv-1〕

〔obje?x〕〕〕〕
7 形容詞

関係名と引数を並べて記述する。
形式上は全く動詞と区別がない。

例：

〔〔relnunexpected-adj-!〕
〔obje?obje〕〕

〔〔relnfull-adj-I〕
〔obje?obje〕
〔inst?inst〕〕

〔〔relnfull-adj-1〕
〔obje?obje〕
〔inst?inst〕〕

動詞と同じように、時制や任意格素性が関係名レベルに存在してもよい。

例：

〔〔relnunexpected-adj-I〕
〔asptstat〕
〔tensepresent〕
〔obje?x4〕
〔degr〔伸arm?x5(〕〕

〔restr 〔仕elnso-adv-1〕
(entity ?x5〕〕〕〕〕

〔sem-aspe stative〕〕
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8 語用論的情報

tooの扱い

例：

〔sem?sem〕
〔prag 〔〔坤nefitnone〕

〔hearer?xl〕
〔intentioninform〕
〔politeness (〔degree2〕〕〕
〔prsp-ter卵〔 (prsp-modmo)〕）
〔speaker?x3〕
〔topic 〔〔topicーm。dnull〕)〕）〕〕

9 特殊構文

a. 比較級

形容詞の関係名と同レベルにあるDEGR"more"によって表現される。

例：

re n expens1ve-adj-l〕〔〔 1
〔obje?obje) 
〔de肛〔〔parm?x) 

〔resげ〔〔relnmore-adv-1〕
〔entity?x〕〕〕〕〕〕

a. 最上級

形容詞の関係名と同レベルにあるDEGR"most"によって表現される。

例：

(〔relnfast-adj-1〕
〔obje?obje〕
〔de肛〔〔parm?x〕

〔resげ〔〔relnmost-adv-1) 
〔entity?x〕〕〕〕）〕

10 非分析的表現

挨拶、応答など (IFTはexpressive,phatic, response) 

例：

(〔relnexpressive〕
〔agen?幻〔〔label*speaker*〕)〕
〔recp? 認〔〔label*hearer*〕〕〕
〔ob詮〔(relnthank_you-idiom〕

〔aspt-〕
〔tensepresent〕
(sem-aspe null〕
〔agen?xl〕
〔recp?x2〕）〕〕

〔〔relnphatic〕
(agen? 江〔〔label*speaker*〕)〕
〔recp? 認〔〔label*hearer*〕〕〕
〔obje 〔〔relngo゚dーbyeーinterj一l〕

〔agen?xl) 
〔recp?x2〕）〕〕
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〔〔relnresponse〕
〔agen? 幻〔〔label*speaker*〕〕〕
〔recp?x2 〔〔label*hearer*〕〕〕
〔obje 〔〔relncertainly-idi゚m-1〕

〔agen?xl〕
〔recp?x2〕〕）〕
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APPENDエX 3 

あの一、ちょっとお聞きしたい事があるのですが。

No.9 ::U-ID=N0.9 
-New臥pansionStarted ---------
S-T卯〔#2542ACTIVE NIL〕
**** expanding S-T卯〔#2542ACTD/E NIL〕＊＊＊＊
(〔S四〔〔RELNINFORM〕

〔AGEN!X6 〔〔はBEL•SPEAKER•〕〕〕
〔RECP!X託〔LABEL*HEARER*〕〕〕
〔。8JE〔〔RELNHAVE-V-1〕

〔AGEN!X6〕
〔。8JE〔〔PARM!X虹〔PARM!X3 〔〕〕

〔RESTR(〔RELNSOMETHING-PRON-I〕
〔ENTITY!X3〕〕〕

〔INDEX〔印EFINTINDEF〕
〔GENDERNONE〕
〔NUMBERSING〕
〔PERSONTHIRD〕〕〕〕〕

〔RESTR⑯ELN WANT-DESIRE〕

〔ASPTSTAT〕
(TENSE PRESENT〕

〔EXPR!X6〕
〔。8JE〔〔RELNASK-V-1〕

〔AGEN!X6〕
〔RECP〔〕〕
〔OBJE!X4〕〕〕

〔ASPTSTAT〕
〔TENSEPRESENT〕
〔DEGR〔〔PARM!X2 〔〕〕

〔RESTR((RELN JIJST-ADV-1〕
〔ENTITY!XZ〕〕〕〕〕

〔S団-ASPESTATD/E〕〕〕〕〕

〔SEM-ASPESTATIVE〕〕〕
〔MANNERINDIRECT〕
〔CONJ((PARM !Xl 〔〕〕

〔寧TR((RELN叱LL-INTERJ-1〕
〔ENTITY!Xl〕〕〕〕〕〕〕

〔PR船〔〔BENEFITNONE〕
〔HEARER!X5〕
〔INTENTIONINFORM〕
〔POLITEN臨〔〔DEGREE3〕〕〕
〔PRSP-TER氾〔〔PRSP-MODNULL〕〕〕
〔SPEAKER!X6〕
〔TOPIC[ (TOPIC—MOD NULL〕〕〕〕〕

〔SYN〔〔CATS―TOP〕
〔INV-)〕〕〕

++++ activated (PP VP-RECP!VP-MODI-TEMPLATE <S-NP-VP-MATRIX> <S-NP-VP-EXTRAPOSI> S-COVER-MANNER S-MODI-CONJ S-TOP S-MODI-TOO S-NP-VP-SUBORD 
CONJ_S-TILL CONJ_S-THAT-1 VP-MAKE-NP VP-GIVE-ME-NP VP-RESERVE-NP-FOR-ME VP-BE-AP VP-BE-AP-INV TOINF NP-NN NP-A-NN 
NP-THE-NN NN-N NN-PRON AP-ADJ) ++++ 

•••• Applying (S-TOP S-COVER-MANNER S-MODI-CONJ S-NP-VP-MATRIX)•••• 
•••• Applying (S-TOP S-COVER-MANNER S-MODI-CONJ S-NP-VP-EXTRAPOSI)•••• 

S-T卯〔#2542ACTIVE NIL〕
+--S-TOP (#2543 ASSUMED (S-TOP S-COVER-MANNER S-MODI-CONJ S-NP-VP-MATRIX)〕
+ 1--s 〔#2544EXPANDED NIL〕
+ I 1--(ADVP CONJ S) 〔#2545ACTIVE NIL〕
+ I I --SIGN (#2546 LEXIFIED "," NIL〕
+ I I―-s 〔#2547EXPANDED NIL) 
+ I I-—即〔#2548 ACTIVE NIL〕

1--VP 〔立549ACTIVE NIL〕
+ !--SIGN 〔＃お50LEXIFIED "." NIL〕
+--S-TOP 〔芦51ASSUMED (S-TOP S-COVER-MANNER S-MODI -CONJ S-NP-VP-EXTRAPOSI)〕

Iー-s〔#255 2 EXPANDED NIL〕
I 1--(ADVP CONJ_S) 〔#2553ACTIVE NIL〕
I 1--s邸〔#2554 LEXIFIED "," NIL〕
I I-ーS〔#2555EXPANDED NIL〕

I-ボP〔#2556ACTIVE NIL〕
I I一守〔#2557ACTIVE NIL〕
I 1--TOINF 〔＃お58ACTIVE NIL〕
!--SIGN 〔＃お59LEXIFIED "." NIL〕

;；；女省略

#### Sub tr弱〔#2551蕊 UMED (S-TOP S-COVER-MANNER S-MODI-CONJ S-NP-VP-EXTRAPOSI)〕was removed#### 

S-TOP (#2543 EXPANDED (S-TOP S-COVER-MANNER S-MODI-CONJ S-NP-VP-MATRIX)〕
I-ーS〔#2544EXPANDED NIL〕
I 1--(ADVP CONJ _S) 〔#2545ACTIVE NIL〕
I 1--s邸〔#2546LEXIFIED "," NIL〕
I I-一s〔#2547EXPANDED NIL〕
I Iー-NP〔#2548ACTIVE NIL〕

I —呻〔#2549 ACTIVE NIL〕
1--SIGN 〔切550LEXIFIED "." NIL) 
**** expanding VP仕2549ACTIVE NIL〕＊＊＊＊
〔〔SYN〔〔CATVP〕

〔VFORM(: SET PR邸ENTPAST)〕
(AGR !X5 〔〕〕
〔SUBJ-INF゚〔〔SUBJ-SEM〔〕〕

〔SUBJ-SYN〔〔AGR!X5〕
〔ARTI〔〕〕〕〕
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〔SUBJ-DEFSEM〔〕〕〕〕
〔岬-ENV-〕
〔DECLARATIVE〔〕〕
〔NEGATE-〕
〔ADV-CL-〕
〔BE-INV-〕
〔SYNMANNERINDIRECT〕
〔TAG-AUX〔〕〕〕〕

〔S団〔〔RELNHAVE-V-1〕
〔AGEN!X4 〔〔国EL•SPEAKER•〕〕〕
〔O暉〔〔PARM! 氾〔〔PARM!X2 〔〕〕

〔RF.SIB((RELN SOMETHING-PRON-!〕
〔ENTITY!XZ〕〕〕

〔IND欧〔〔DEFINTINDEF〕
〔GENDERNONE〕
〔NUMBERSING〕
〔PERSONTHIRD〕〕〕〕〕

〔RおTR⑱ELN WANT-DESIRE〕

〔ASPTSTAT〕
〔TENSEPRESENT〕

〔EXPR!X4〕
〔。BJE〔〔RELNASK-V-1〕

〔AGEN!X4) 
〔RECP〔〕〕
〔OBJE!X3)〕〕

〔ASPTSTAT〕
〔TENSEPR区ENT〕
〔DEGR〔〔P拙M!Xl()) 

〔RF.SIB〔〔R且NJUST—A゜V-1 〕
〔ENTITY!Xl〕〕〕〕〕

〔SEM-ASPESTATIVE〕〕〕〕〕

〔SEM-ASPESTATIVE〕〕〕
〔SLASH〔〕〕〕

++++ re-activated (INV_S-BE-AP%VP1 PP VP-ASPT-COVER <JP-HAVE!VP-TN> AP-TENSE-COVER NP-TOINF NP/PP-TENSE-ASPECT-COVER INV_S-00 
VP-TENSE-ASPECT-COVER-BSE-ING VP-SIMPLE-PRESENT-PAST INV _S-BE-AP S-MODI -TOO S-NP-VP-SUBORD CONJ_S-TILL CONJ_S-THAT-1 VP-MAKE-NP VP-GIVE-ME-NP 
VP-RESERVE-NP-FOR-ME VP-BE-AP VP-BE-AP-INV TOINF NP-NN NP-A-NN NP-THE-NN NN-N NN-PRON AP-ADJ)++++ 

•••• Applying (VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-HAVE!VP-TN)•••• 

S-TOP 〔立543EXPANDED (S-TOP S-COVER-MANNER S-MODI-CONJ S-NP-VP-MATRIX)〕
1--s位2544EXP ANDED NIL〕
I Iー (ADVPCONJ_S) 〔/12545ACTIVE NIL〕
I 1--SIGN 〔＃お46LEXIFIED "," NIL〕
I 1--s 〔＃四7EXPANDED NIL〕

1--NP 〔立548ACTIVE NIL〕
I I-岬〔/12549EXPANDED (VP-SIMPLE-PR応ENT-PASTVP-ASPT-cOVER VP-HAVE!VP-TN)〕
I 1--VERB 〔立686LEXIFIED''have" NIL〕

1--NP (/12687 ACTIVE NIL〕
1--SIGN 〔＃お50LEXIFIED "." NIL〕
**** expanding NP 〔＃お87ACTr/E NIL〕＊＊＊＊
〔〔訊〔〔ANY-ENV-〕

〔SYNMANNERINDIRECT〕
〔CATNP〕
〔CASEACC〕〕〕

〔S団〔〔PARM!X4 〔〔PARM!X3 〔〕〕
〔寧TR〔〔眠NSOMETHING-PRON-1〕

〔ENTITY!X3〕〕〕
〔IN諏〔〔DEFINTINDEF〕

〔GENDERNONE〕
〔NUMBERSING〕
〔PERSONTHIRD〕〕〕〕〕

〔寧TR〔〔陀LNりANT一郎SIRE〕
〔EXPR! 双〔〔LABEL•SPEAKER•〕〕〕
〔O誌〔〔RELNASK-V-1〕

〔AGEN!X2〕
〔RECP〔〕〕
〔OBJE!X4〕〕〕

〔ASPTSTAT〕
〔TENSEPRESENT〕
〔DEGR〔〔料RM!Xl 〔〕）

〔RESTR((RELN JUST-ADV-1〕
〔ENTITY!Xl〕〕〕〕〕

〔SEM-ASPESTATIVE〕）〕〕〕
〔DEFS団〔〔LABEL•IT•〕〕〕
〔SLASH〔〕〕〕

++++ re-activated (PP <NP-SOMETHING-AP> <CONJ_S-WH-1> <NP-AP-NP> <NP-NP-REL> <NN-AP-NN-1> <NN-AP-NN-PP> S-MODI-TOO 
S-NP-VP-SUBORD CONJ_S-TILL CONJ_S-THAT-1 VP-MAKE-NP VP-Gr/E-ME-NP VP-R応ERVE-NP-FOR-MEVP-BE-AP VP-BE-AP-INV 
TOINF NP-NN NP-A-NN NP-THE-NN NN-N NN-PRON AP-ADJ) ++++ 
**** Applying (NP-NP-REL)**** 

S-T卯〔#2543EXPANDED (S-TOP S-COVER-MANNER S-MODI-CONJ S-NP-VP-MATRIX)〕
I-ーS〔#2544EXPANDED NIL〕
I 1--(ADVP CONJ_S) 〔#2545ACTIVE NIL〕
I !--SIGN 〔立546LEXIFIED "," NIL〕
I I-ーS〔#2547EXPANDED NIL〕
I !--NP (#2548 ACTIVE NIL〕
I I-—卯〔#2549 EXPANDED (VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-HA VE! VP-TN)〕
I !--VERB 〔認686LEXIFIED "have" NIL〕
I 1--NP仕2687EXPANDED (NP-NP-REL)〕

1--NP 〔拉688ACTIVE NIL〕
1--REL_S 〔#2689ACTIVE NIL〕

I --SIGN (#2550 LEXIFIED "." NIL〕
•••• expanding REL_S 〔#2689ACTIVE NIL〕＊＊＊＊
〔〔SYN〔にATREL_S〕

〔VFORM〔〕〕
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〔SYNMANNERINDIRECT〕
〔YIH-ANTE〔〕〕〕〕

〔S団〔〔R且.NYIANT-DF.SIRE〕
〔EXPR! 紅〔LABEL*SPEAKER*〕〕〕
〔。BJE〔〔R丑NASK-V-1〕

〔AGEN!X4〕
〔RECP〔〕〕
〔OBJE!X紅〔PARM!XZ 〔〕〕

〔RF.SIB⑩ELN SOMETHING-PRON-1〕
〔ENTITY!XZ〕〕〕

〔INDEX〔〔詑FINTINDEF〕
〔GENDERNONE〕
(NUMBER SING〕
(PERSON THIRD〕〕〕〕〕〕〕

〔ASPTSTAT〕
〔TENSEPRESENT〕
〔D臨〔〔PARM!Xl 〔〕〕

〔RESTR〔〔陀LNJUST-ADV-1〕
〔ENTITY!Xl〕〕〕〕）

〔SEM-ASPESTATIVE〕）〕
〔SLASH肛SYN((CAT NP〕

〔AGR〔〕〕
〔PREP-INFO〔〕〕〕〕

(sEM !X3〕〕〕〕
++++ re-activated (INV_S-BE-AP%1/Pl PP VP-ASPT-COVER <VP-WOULD-LIKE-TOINF> <VP-WANT-TOINF!VP-TNT> VP-DEGR-FRONT VP-DEGR!VP-MODI-TEMPLATE 
AP-TENSE-COVER NP-TOINF NP/PP-TENSE-ASPECT-COVER INV_S-00 VP-TENSE-ASPECT-COVER-BSE-ING VP-SIMPLE-PRESENT-PAST INV_S-BE-AP 
S-MODI-TOO S-NP-VP-SUBORD CONJ_S-TILL CONJ_S-THAT-1 REL_5 REL_S-2 VP-MAKE-NP VP-GIVE-ME-NP VP-RESERVE-NP-FOR-ME VP-BE-AP VP-BE-AP-INV 
TOINF NP-NN NP-A-NN NP-THE-NN NN-N NN-PRON AP-ADJ)++++ 
**** Applying (REL_S S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VP-WOULD-LIKE-TOINF)•••• 
**** Applying (REL_S-2 S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VP舟OULD-LIKE-TOINF)**** 

S-T卯 〔#2543EXPANDED (S-TOP S-COVER-MANNER S-MODI-CONJ S-NP-VPー叫TRIX))
1--S (# 2544 EXPANDED NIL〕
I 1--(ADVP CONJふ）〔#2545ACTIVE NIL〕

1--s邸〔#2546LEXIFIED "," NIL〕
1--S (#2547 EXPANDED NIL〕

1亨〔#2548ACTIVE NIL〕
1--VP 〔＃お49EXPANDED (VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-HAVE!VP-TN)〕
I―-v醐〔#2686LEXIFIED''have" NIL〕
--NP 〔切687EXPANDED (NP-NP-REL)〕

1--NP 〔立688ACTIVE NIL〕
1--REL_S 〔#2689ACTIVE NIL〕

+--REL_S 〔#2690ASSUMED (RELふ S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VPーおPT-COVERVP-DEGR-FRONT VP-¥IIOULD-LIKE-TOINF)〕
+ 1--CO氾〔#2691LEXIFIED "that" NIL〕
+ I-ーS〔#2692EXPANDED NIL〕
+ 1--NP 〔位693ACTIVE NIL〕
+ 1--VP 〔#2694EXPANDED NIL〕

1--ADVP (#2695 ACTIVE NIL〕
I-—卯〔#2696 EXPANDED NIL〕

1--AUX 〔詑697LEXIFIED "would" 
1--VERB 〔立698LEXIFIED "like" 
lー-NP〔#2699ACTIVE NIL〕
1--TOINF (#2700 ACTIVE NIL〕

+--REL_S 〔#2701ASSUMED (REL_S-2 S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VP-¥IIOULD-LIKE-TOINF)〕
1--S (#2702 EXPANDED NIL〕

1--NP 〔位703ACTIVE NIL〕
|ー-VP〔#2704EXPANDED NIL〕

1--AD卯〔#2705ACTIVE NIL〕
1--VP 〔＃切06EXPANDED NIL〕

1--A収〔#2707LEXIFIED "would" 
1--VERB 〔位708LEXIFIED "like" 
1--NP 〔位709ACTIVE NIL〕
1--TOINF 〔＃町10ACTIVE NIL〕

1--SIGN 〔＃お50LEXIFIED "." NIL〕
**** expanding TOINF 〔切710ACTIVE 
〔〔SYNばCATTOINF〕

〔VFORMBSE〕
〔AGR〔〕〕
〔SUBJ-INF゚〔〔SUBJ-SEM〔〕〕

〔SUBJ-DEFSEM〔）〕〕〕〕〕
〔S団〔〔RELNASK-V-1〕

〔AGEN〔〔はBEL*SPEAKER*〕〕〕
〔RECP〔〕）
〔OBJEl双〔〔PARM!Xl 〔〕〕

〔RESTR肛RELNSOMETHING-PRON-I〕
〔ENTITY!Xl〕〕〕

〔IND欧〔〔DEFINTINDEF〕
〔GENDERNONE〕
(NUMBER SING〕
〔PERSONTHIRD〕〕〕〕〕〕〕

）
）
 

ILIL 

N
N
 

)
）
 

ILIL 

N
N
 

NIL〕＊＊＊＊

〔SLASH〔〔叩〔〔CATNP〕
〔AGR〔〕〕
〔PREP-INFO〔〕〕〕〕

〔S団 !XZ〕〕〕〕
++++ re-activated (PP VP-RECP ! VP-MODI-TEMPLATE~P-ASK-1-NP-ABOUT! VP-TN. PR> <VP-ASK-1-NP-NP ! VP-DN. N> S-MODI-TOO S-NP-VP-SUBORD 
CONJ_S-TILL CONJ S-THAT-1 VP-MAKE-NP VP-GIVE-ME-NP VP-RESERVE-NP-FOR-ME VP-BE-AP VP-BE-AP-INV TOINF NP-NN NP-A-NN 
NP-THE-NN NN-N NN—PRON AP-ADJ)++++ 
**** Applying (TOINF VP-ASK-1-NP-ABOUT!VP-TN.PR) **** 
**** condition (Slash No.l) is satisfied on 〔#2717〕**** 
**** fs before application **** 
〔〔SEM!XZ 〔〔PARM!Xl 〔〕〕

〔RESTR〔〔郎LNSOMETHING-PRON-1〕
〔ENTITY!Xl〕〕〕

〔INDEXばDEFINTINDEF〕
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〔GENDERNONE〕
〔NUMBERSING〕
〔PERSONTHIRD〕〕〕〕〕

〔DEFS回〔〔LABEL•IT•〕〕〕
〔SYN(〔CATNP〕

〔CASEACC〕〕〕
〔SLASH(〔聟N〔〔CATNP〕

〔AGR〔〕〕
〔PREP-INFO〔〕〕〕〕

〔S団 !X2〕〕〕〕
•••• Slash No.l is applied•••• 
**** fs on the slash node after application 
〔〔S団！氾〔〔PARM!X2 〔〕〕

〔RESTR〔紐ELNSOMETHING-PRON-1〕
〔ENTITY!X2〕〕〕

〔IND欧〔〔DEFINTINDEF〕
〔GENDERNONE〕
〔NUMBERSING〕
〔PERSONTHIRD〕〕〕〕〕

〔DEFS団〔〔LABEL•IT•〕〕〕
〔SYN!Xl 〔〔CATNP〕

〔AGR〔〕〕
〔PREP-INFO〔〕〕
〔CASEACC〕
〔LEX""〕〕〕

〔SLASH((SYN ! X 1〕
〔SEM!X3〕〕〕〕

**** Applying (TOINF VP-ASK-1-NP-NP!VP-DN.N)•••• 
**** condition (Slash No. 1) is satisfied on 〔＃町23〕＊＊＊＊

**** fs before application**** 
〔〔S団 !X妖〔PARM!Xl 〔〕〕

〔RESTR((RELN SOMETHING-PRON-1〕
〔ENTITY!Xl〕〕〕

〔IN諏〔〔DEFINTINDEF〕
〔GENDERNONE〕
〔NUMBERSING〕
〔PERSONTHIRD〕〕〕〕〕

〔頭〔〔CATNP〕
〔CASEACC〕〕〕

〔SLASH〔〔羽N〔〔CATNP〕
〔AGR〔〕〕
〔PREP-INFO〔〕〕〕〕

〔SEM!X2〕〕〕〕
**** Slash No.l is applied•••• 
**** fs on the slash node after application 
〔〔SEM!X紅〔PARM!X2 〔〕〕

〔RESTR肛RELNSOMETHING-PRON-1〕
〔ENTITY!X2〕〕〕

〔IN諏〔〔DEFINTINDEF〕
〔GENDERNONE〕

〔SYN!X1 〔にATNP〕
〔AGR〔〕〕

〔NUMBERSING〕
〔PERSONTHIRD〕〕〕〕〕

〔PREP-INFO〔〕〕
〔CASEACC〕
〔LEX""〕〕〕

〔SLASH〔〔聟N!Xl〕
〔SEM!X3〕〕〕〕

S-T卯〔#2543EXPANDED (S-TOP S--COVER-MANNER S-MODI-CONJ S-NP-VP-MATRIX)〕
--s 〔#2544 EXPANDED NIL〕

1--(ADVP CONJ_S) 〔#2545ACTIVE NIL〕
1--s邸〔#2546LEXIFIED "," NIL〕
I-ーS〔#2547EXPANDED NIL〕

1--NP仕2548ACTIVE NIL〕
1--VP 〔立549EXPANDED (VP-S割PLE-PRESENT-PASTVP-ASPT--COVER VP-HAVE!VP-TN)〕

1--VE郎〔#2686LEXIFIED''have" NIL) 
I-—即〔#2687 EXPANDED (NP-NP-REL)〕

1--NP 〔#2688ACTIVE NIL) 
1--REL_S 〔#2689ACTIVE NIL〕

+--REL_S 〔#2690ASSUMED (REL_S S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT--COVER VP-DEGR-FRONT VPーWOULD-LIKE-TOINF)〕
+ 1---CO即〔#2691LEXIFIED "that" NIL〕
+ 1--S (#2692 EXPANDED NIL) 
+ 1--NP 〔#2693ACTIVE NIL〕
+ 1--VP 〔#2694EXPANDED NIL〕

1--ADVP仕2695ACTIVE NIL〕
I-—卯〔#2696 EXPANDED NIL〕

1--AUX 〔謬97LEXIFIED "would" NIL〕
1--VERB 〔＃お98LEXIFIED "like" NIL〕
1--NP印699ACTIVE NIL〕
1--TOINF 〔位700ACTIVE NIL〕

+--REL_S 〔立701ASSUMED (REL_S-2 S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT--COVER VP-DEGR-FRONT VPーWOULD-LIKE-TOINF)〕
I-ーS〔#2702EXPANDED NIL〕

1一-NP〔#2703ACTIVE NIL〕
1一-VP〔#2704EXPANDED NIL〕

1--ADVP (#2705 ACTIVE NIL〕
I-—匹〔#2706 EXPANDED NIL〕

1--A収〔#2707LEXIFIED "would" NIL〕
1--VERB 〔位708LEXIFIED "like" NIL〕
I-—即〔#2709 ACTIVE NIL〕
1--TOINF 〔＃勿10ACTIVE NIL〕

+--TOINF (#2711 ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-ABOUT!VP-TN.PR)〕
+ I --TO (#2712 LEXIFIED "to" NIL〕
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+ !--VP 〔#2713EXPANDED NIL〕
+ !--VERB 〔＃切14LEXIFIED "ask" NIL〕
+ 1--NP 〔#2715ACTIVE NIL〕
+ !--PREP 〔＃切16LEXIFIED "about" NIL〕
+ !--NP 〔#2717TRACE "" NIL〕
+--TOINF 〔＃切18ASSUMED (TOINF VP—おK-1-NP-NP!VP-DN.N) 〕

1--TO 〔位719LEXIFIED "to" NIL〕
1--VP 〔＃勿20EXPANDED NIL〕

I --VERB (#2721 LEXIFIED "ask" NIL〕
!--NP 〔＃切22ACTIVE NIL〕
!--NP位2723TRACE "" NIL〕

I --SIGN (#2550 LEXIFIED "." NIL〕
•••• expanding ADVP 〔拉705ACTIVE NIL〕＊＊＊＊
〔〔SYN((CAT ADVP〕

〔MODI-POSIFRONT〕〕〕
〔SEM〔〔四RM!XZ 〔〕〕

〔RE.SIR〔訊ELNJUST-ADV-1〕
〔ENTITY!XZ〕〕〕〕〕

〔SLASH〔〔諏〔〔CATNP〕
〔AGR〔〕〕
〔PREP-INFO〔〕〕〕〕

〔SEM〔〔PARM!Xl 〔n
〔RE.SIR〔〔即LNSOMETHING-PRON-1〕

〔ENTITY!Xl〕〕〕
〔INDEX肛DEFINTINDEF〕

〔GENDERNONE〕
〔NUMBERSING〕
(PERSON THIRD〕〕〕〕〕〕〕〕

++++ re-activated (<ADVP-JUST!ADVP-TEMPLATE>) ++++ 
**** Applying (ADVP-JUST! ADVP-TEMPLATE)••*• 

S-T卯〔#2543EXPANDED (S-TDP S-CDVER-MANNER S-MDDI-CONJ S-NP-VP-MATRIX)〕
I-ーS〔#2544EXPANDED NIL〕
I 1--(ADVP CONJ_s) 〔#2545ACTIVE NIL〕
I 1--SIGN 〔＃認6LEXIFIED "," NIL〕
I I-ーS〔#2547EXPANDED NIL〕

1--NP 〔立548ACTIVE NIL〕
1--VP 〔立549EXPANDED (VP-SIMPLE-PRおENT-PASTVP-ASPT-GDVER VP-HAVE!VP-TN)〕

!--VERB (#2686 LEXIFIED "have" NIL〕
1--NP 〔#2687EXPANDED (NP-NP-REL)〕

I-ボP〔#2688ACTIVE NIL〕
1--R且_S〔#2689ACTIVE NIL〕

+--REL_5 〔#2690ASSUMED (REL_s S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRDNT VP-'i/OULD-LIKE-TDINF)〕
+ 1--CO叩〔#2691LEXIFIED "that" NIL〕
+ 1--s 〔#2692EXPANDED NIL〕
+ 1--NP 〔位693ACTIVE NIL〕
+ 1--VP 〔立694EXPANDED NIL〕

1--ADVP (#2695 ACTIVE NIL〕
1--VP 〔四696EXPANDED NIL〕

+ 1--A収〔#2697LEXIFIED "would" NIL〕
+ 1--VERB (#2698 LEXIFIED "like" NIL〕

|ー-NP〔#2699ACTIVE NIL〕
1--TDINF 〔＃切00ACTIVE NIL〕

+--R且_s〔#2701ASSUMED (REL_s-2 S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VPーりOULDーしIKE-TDINF)〕
I-ーS〔#2702EXPANDED NIL〕

1--NP 〔＃勿03ACTIVE NIL〕
1一-VP〔#2704EXPANDED NIL〕

1--AD卯〔#2705EXPANDED (ADVP-JUST!ADVP-TEMPLATE)〕
I 1--ADV 〔糾n24LEXIFIED "just" NIL〕
I-—卯〔#2706 EXPANDED NIL〕

I --AUX (#2707 LEXIFIED "would" NIL) 
I --VERB (#2708 LEXIFIED "like" NIL〕
Iー-NP〔#2709ACTIVE NIL〕
1--TDINF (#2710 ACTIVE NIL〕

+--TOINF 〔＃町11ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-ABOUT!VP-TN.PR)〕
+ I-牙〇〔#2712LEXIFIED "to" NIL) 
+ 1--VP 〔＃切13EXPANDED NIL〕
+ 1--VERB 〔＃勿14LEXIFIED "ask" NIL〕
+ 1--NP 〔#2715ACTIVE NIL〕
+ 1--PREP 〔＃町16LEXIFIED "about" NIL〕
+ 1--NP 〔＃勿17TRACE "" NIL〕
+--TOINF 〔立718ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-NP!VP-DN.N)〕

1--TD 〔＃切19LEXIFIED "to" NIL〕
1--VP (#2720 EXPANDED NIL〕

!--VERB 〔位721LEXIFIED "ask" NIL〕
|ー-NP〔#2722ACTIVE NIL〕
1一-NP〔#2723TRACE"" NIL〕I J--SIGN位2550LEXIFIED "." NIL〕

**** expanding NPは2703ACTIVE N且〕＊＊＊＊
〔〔SYNばCATNP〕

〔CASENOM) 
〔AGR〔〕〕
〔ANY-ENV-〕
〔ARTI〔〕〕〕〕

〔SEM〔〔凶BEL•SPEAKER•〕〕〕
〔DEFSEM ばLABEL•DEF-SPEAKER•〕〕）
〔SLASH〔〔暉〔〔CATNP〕

〔AGR〔〕〕
〔PREP-INFO〔〕〕〕〕

〔SEM〔〔PARM!Xl 〔〕）
〔RESTR((RELN SOMETHING-PRON-1〕

〔ENTI官 !Xl〕〕〕
〔INDEX〔印EFINTINDEF) 

〔GENDERNONE〕
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〔NUMBERSING〕
〔PERSONTHIRD〕〕〕〕〕〕〕〕

++++ re-activated (PP <PRON-SPEAKER-I> <ADVP-SPEAKER-HERE> S-MODI-TOO S-NP-VP-Sl/BORD CONJ_S-TILL CONJ_5-THAT-l VP-MAKE-NP VP-GIVE-ME-NP 
VP-RESERVE-NP-FOR-ME VP-BE-AP VP-BE-AP-INV TOINF NP-NN NP-A-NN NP-THE-NN NN-N NN-PRON AP-ADJ)++++ 

•••• Applying (NP-NN NN-PRON PRON-SP臥KER-I)**** 

S-T卯〔#2543EXPANDED (S-TOP S-COVER-MANNER S-MODI-CONJ S-NP-VP-MATRIX)〕
I-ーS〔#2544 EXP ANDED NIL〕
I 1--(ADVP CONJ _S) 〔#2545ACTIVE NIL〕
I I --SIGN (#2546 LEXIFIED "," NIL〕
I 1--s 〔#2547EXPANDED NIL〕
I I-ボP〔#2548ACTIVE NIL〕
I I —卯〔#2549 EXPANDED (VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-HAVE! VP-TN)〕

1--VERB 〔立686LEXIFIED''have" NIL〕
1--NP 〔＃お87EXPANDED (NP-NP-REL)〕

1--NP 〔＃お88ACTIVE NIL〕
1--RELぷ〔#2689ACTIVE NIL〕

I +--REL_S 〔#2690ASSUMED (REL_S S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-P寧 ENT-PASTVP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VP-WOULD-LIKE-TOINF)〕
+ !--CONJ 〔＃お91LEXIFIED "that" NIL〕
+ 1--s 〔#2692EXPANDED NIL〕
+ 1--即〔#2693ACTIVE NIL〕
+ 1--VP 〔#2694EXPANDED NIL〕

1--ADVP 〔四695ACTIVE NIL〕
I-—卯〔#2696 EXPANDED NIL〕

+ 1--AUX (#2697 LEXIFIED "would" NIL〕
+ 1--VE郎〔#2698LEXIFIED "like" NIL〕

1--NP 〔＃お99ACTIVE NIL〕
1--TOINF 〔＃切00ACTIVE NIL〕

I +--REL_S 〔#2701ASSUMED (REL_S-2 S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-P寧 ENT-PASTVP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VP-¥i/OULD-LIKE-TOINF)〕
I-ーS〔#2702EXPANDED NIL〕

1--NP 〔#2703EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕
I 1--NN 〔位725EXPANDED NIL〕
I I --PRON (#2726 LEXIFIED "I" NIL〕
1--VP 〔位704EXPANDED NIL〕

1--ADVP 〔＃勿05EXPANDED (ADVP-JUST!ADVP-TEMPLATE)〕
I 1--A訓〔#2724LEXIFIED "just" NIL〕
I-—卯〔#27 06 EXP ANDED NIL) 

1--A収〔#2707LEXIFIED "would" NIL〕
1--VERB (#2708 LEXIFIED "like" NIL〕
1--NP仕2709ACTIVE NIL〕
1--TOINF 〔＃町10ACTIVE NIL〕

+--TOINF 〔＃切11ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-ABOUT!VP-TN.PR)〕
+ 1--T〇〔#2712LEXIFIED "to" NIL) 
+ 1--VP 〔#2713EXPANDED NIL〕
+ 1--VERB 〔＃切14LEXIFIED "ask" NIL〕
+ 1--NP (#2715 ACTIVE NIL〕
+ 1--PR即〔#2716LEXIFIED "about" NIL〕
+ 1--NP 〔#2717TRACE "" NIL〕
+--TOINF 〔＃切18ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-NP!VP-DN.N)〕

1--TO位2719LEXIFIED "to" NIL〕
|ー-VP〔#2720EXPANDED NIL〕

!--VERB 〔位721LEXIFIED "ask" NIL〕
Iー-NP〔#2722ACTIVE NIL〕

1--SIGN 〔＃お50LEXIFIED "." NIL〕
I-ーNP〔#2723T臥CE"" NIL〕

•••• expanding TOINF 〔＃切00ACTIVE NIL〕＊＊＊＊
(〔SYN〔〔CATTOINF〕

(VFORM BSE〕
〔AGR〔〕〕
〔SUBJ-INFO ((SUBJ-SEM 〔〕〕

〔SUBJ-DEFSEM〔〕〕〕〕〕〕
〔SEM〔〔RELNASK-V—l ]

〔AGEN〔〔LABEL*SP臥KER•)))
〔RECP〔〕〕
〔OBJE!XZ 〔〔PARM!Xl 〔〕〕

〔RESTR〔紐ELNSOMETHING-PRON-1) 
〔ENTITY!Xl〕〕〕

〔INDEX〔〔詑FINIINDEF) 
〔GENDERNONE〕

〔SLASH(〔SYN〔にATNP〕
〔AGR〔〕〕

〔NUMBERSING〕
〔PERSONTHIRD〕〕〕〕〕〕）

〔PREP-INFO〔〕〕〕〕
〔SEM!X2〕〕〕〕

++++ re-activated (PP VP-RECP! VP-MODI-I四PLATE<:vP-ASK-1-NP-ABOUT!VP-TN.PR> <VP-ASK-1-NP-NP!VP-DN.N> S-MODI-TOO S-NP-VP-SUBORD 
CONJ_S-TILL CONJ_S-THAT-1 VP-MAKE-NP VP-GIVE-ME-NP VP-RESERVE-NP-FOR-ME VP-BE-AP VP-BE-AP-INV TOINF NP-NN NP-A-NN NP-THE-NN 
NN-N NN-PRON AP-ADJ) ++++ 

•••• Applying (TOINF VP-ASK-1-NP-ABOUT!VP-TN.PR)•••• 
•••• condition (Slash No.1) is satisfied on印733〕＊＊＊＊
•••• fs before application•••• 
〔〔S団！双〔〔PARM!Xl 〔〕〕

〔RESTR⑩ELN SOMETHING-PRON-I〕
〔ENTITY!Xl〕〕〕

〔IN諏〔〔DEFINTINDEF〕
〔GENDERNONE〕
〔NUMBERSING〕
〔PERSONTHIRD〕〕〕〕〕

〔DEFS団〔〔LABEL•IT•〕〕〕
〔SYN〔印ATNP〕

〔CASEACC〕〕〕
〔SLASH〔〔SYN〔〔CATNP〕

〔AGR()〕
〔PREP-INFO〔〕〕〕〕
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〔SEM!XZ〕〕〕〕
**** Slash No.1 is applied•••• 
•••• fs on the slash node after application 
〔〔SEM!X3((PARM !X2 〔〕〕

〔R区顎〔〔RELNSOMETHING-PRON-1〕
〔ENTITY!XZ〕〕〕

〔INDEX〔〔郎FINIINDEF〕
〔GENDERNONE〕
〔NUMBERSING〕
〔PERSONTHIRD〕〕〕〕〕

〔DEFS団〔〔LABEL•IT•〕〕〕
〔SYN!Xl(〔CATNP〕

(AGR 〔〕〕
〔PREP-INFO〔〕〕
〔CASEACC〕
〔LEX""〕〕〕

〔SLASH〔〔聟N!Xl〕
(SEM !X3〕〕〕〕

•••• Applying (TOINF VP-ASK-1-NP-NP!VP-DN.N)•••• 
•••• condition (Slash No .1) is satisfied on 〔＃勿39〕＊＊＊＊

•••• fs before application**** 
〔〔SEM!X紅〔PARM!Xl(〕〕

〔R年〔〔RELNSOMETHING-PRON-1〕
〔ENTITY!Xl〕〕〕

〔INDEX((DEFINT INDEF) 
(GENDER NONE〕
〔NUMBERSING〕
〔PERSONTHIRD〕〕〕〕〕

〔瑯〔〔CATNP〕
〔CASEACC〕〕〕

〔SLASH((SYN 〔にATNP〕
〔AGR〔〕〕
〔PREP-INFO〔〕〕〕〕

〔SEM!X2〕〕〕〕
•••• Slash No.1 is applied•••• 
•••• fs on the slash node after application 
〔〔SEM! 氾〔〔PARMIXZ 〔〕〕

〔R区TR⑱ELN SOMETHING-PRON-1〕
〔ENTITY!X2〕〕〕

〔INDEX((DEFINT INDEF〕
〔GENDERNONE〕

〔SYN!氾〔〔CATNP〕
〔AGR〔〕〕

〔NUMBERSING〕
〔PERSONTHIRD〕〕〕〕〕

〔PREP-INFO〔〕〕
〔CASEACC〕
〔LEX""〕〕〕

〔SLASH肛SYN!Xl〕
〔SEM!X3〕〕〕〕

S-T卯〔#2543EXPANDED (S-TOP S-COVER-MANNER S-MODI-CONJ S-NP-VP-MATRIX)〕
--s 〔＃忍4EXPANDED NIL〕

1--(ADVP CONJ_S) 〔#2545ACTIVE NIL〕
I --SIGN (#2546 LEXIFIED "," NIL〕
I-ーS〔#2547EXPANDED NIL〕

1--NP (#2548 ACTIVE NIL〕
1--VP (#2549 EXPANDED (VP-SIMPLE-PR応ENT-PASTVP-ASPT-COVER VP-HAVE!VP-TN)〕

I --VERB (#2686 LEXIFIED "have" NIL〕
1--NP 〔切687EXPANDED (NP-NP-REL)〕

I-—陀〔#2688 ACTIVE NIL〕
1--REL_S 〔#2689ACTIVE NIL〕

+--REL.3 〔#2690ASSUMED (REL.3 S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRFSENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VP-YIOULD-LIKE-TOINF)) 
+ 1--CO団〔#2691LEXIFIED "that" NIL〕
+ 1--s 〔#2692EXPANDED NIL〕
+ 1--NP 〔#2693ACTIVE NIL〕
+ 1--VP 〔#2694EXPANDED NIL〕
+ 1--ADVP (#2695 ACTIVE NIL〕
+ 1--VP 〔#2696EXPANDED NIL〕
+ 1--AUX 〔位697LEXIFIED "would" NIL〕
+ !--VERB 〔位698LEXIFIED "like" NIL〕
+ 1--NP 〔拉699ACTIVE NIL〕
+ 1--TOINF 〔＃切00ACTIVE NIL〕
+ +--TOINF (#2727 ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-ABOUT!VP-TN.PR)〕
+ + I --TO (#2728 LEXIFIED "to" NIL) 
+ + 1--VP 〔位729EXPANDED NIL〕
+ + 1--VE郎〔#2730LEXIFIED "ask" NIL〕
+ + 1--NP 〔#2731ACTIVE NIL〕
+ + 1--PREP 〔立732LEXIFIED "about" NIL〕
+ + 1--NP 〔＃町33TRACE"" NIL〕
+ +--TOINF 〔拉734ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-NP!VP-DN.N)〕
+ I --TO (#2735 LEXIFIED "to" NIL〕
+ I --VP (#2736 EXPANDED NIL〕
+ I --VERB (#2737 LEXIFIED "ask" NIL) 
+ I --NP (#2738 ACTIVE NIL〕
+ 1--NP 〔#2739TRACE "" NIL〕
+--REL_S 〔#2701ASSUMED (REL_S-2 S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VPーりOULD-LIKE-TOINF)〕

I-ーS〔#2702EXPANDED NIL〕
1--NP 〔＃町03EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAK証 I)〕
I 1--NN 〔坑725EXPANDED NIL〕
I 1--PRON 〔＃切26LEXIFIED "I" NIL〕
1--VP 〔位704EXPANDED NIL〕

1--ADVP 〔位705EXPANDED (ADVP-JUST! ADVP-TEMPLATE)〕
I 1--A洲〔#2724LEXIFIED "just" NIL〕
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Iー守〔#2706EXPANDED NIL〕
1--A収〔#2707LEXIFIED "would" NIL〕
1--VERB 〔立708LEXIFIED "like" NIL〕
1--NP 〔＃切09ACTIVE NIL〕
1--TOINF 〔＃切10ACTIVE NIL〕

+--TOINF 〔＃勿11ASSUMED (TOINF VP祁 K-1-NP-ABOUT!VP-TN.PR)〕
+ I --TO (#2712 LEXIFIED "to" NIL〕
+ I --VP (#2713 EXPANDED NIL〕
+ 1--VERB 〔立714LEXIFIED "ask" NIL〕
+ 1--NP 〔＃勿15ACTIVE NIL〕
+ 1--PR即〔#2716LEXIFIED "about" NIL〕
+ 1--NP 〔#2717 TRACE "" NIL〕
+--TOINF 〔＃切18ASSUMED (TOINF VPーおK-1-NP-NP!VP-DN .N)〕

1--TO 〔＃切19LEXIFIED "to" NIL〕
|―卯〔#2720EXPANDED NIL〕

1--VERB (#2721 LEXIFIED "ask" NIL〕
1--NP 〔＃町22ACTIVE NIL〕
1--NP 〔#2723TRACE "" NIL〕

S-T卯〔#2543EXPANDED (S-TOP S-COVER-MANNER S-MODI-GONJ S-NP-VP-MATRIX)〕
I-ーS〔#2544EXPANDED NIL〕
I 1--(ADVP CONJ_S) 〔#2545ACTIVE NIL〕
I I --SIGN (#2546 LEXIFIED "," NIL〕
・1--s 〔#2547EXPANDED NIL〕

1--NP (#2548 ACTIVE NIL〕
1--VP (#2549 EXPANDED (VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-HAVE!VP-TN)〕

1--VERB 〔立686LEXIFIED''have" NIL〕
1--NP 〔#2687EXPANDED (NP-NP-REL)〕

I-ボP〔#2688ACTIVE NIL〕
1--REL_S 〔#2689ACTIVE NIL〕

+--REL_S (#2690 ASSUMED (REL_S S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VP-WOULD-LIKE-TOINF)〕
+ 1--CONJ 〔＃お91LEXIFIED "that" NIL〕
+ 1--s 〔#2692EXPANDED NIL〕
+ I-ボP〔#2693ACTIVE NIL〕
+ 1--VP 〔#2694EXPANDED NIL〕
+ 1--ADVP 〔位695EXPANDED (ADVP-JUST!ADVP-TEMPLATE)〕
+ I 1--ADV (#2740 LEXIFIED "just" NIL〕
+ I-—卯〔#2696 EXPANDED NIL〕

1--A収〔#2697LEXIFIED "would" NIL〕
1--VE胞〔#2698LEXIFIED "like" NIL〕
1一-NP〔#2699ACTIVE NIL〕
1--TO岬〔#2700ACTIVE NIL〕

+ +--TOINF 〔＃勿27ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-ABOUT!VP-TN.PR)〕
+ 1--T〇〔#2728LEXIFIED "to" NIL〕
+ 1--VP 〔位729EXPANDED NIL〕

+ + !--VERB 〔切730LEXIFIED "ask" NIL〕
+ 1--NP 〔＃勿31ACTIVE NIL〕
+ 1--PR即〔#2732LEXIFIED "about" NIL〕
+ I --NP (#2733 TRACE "" NIL〕

+ +--TOINF 〔拉734おSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-NP!VP-DN.N)〕
1--TO 〔＃勿35LEXIFIED "to" NIL〕
1一-VP〔#2736EXPANDED NIL〕

+ 1--VERB 〔ね737LEXIFIED "ask" NIL〕
1--NP 〔拉738ACTIVE NIL〕
1--NP 〔切739TRACE "" NIL〕

+--REL_S 〔#2701ASSUMED (REL_S-2 S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-D揺 FRONTVPーりOULD-LIKE-TOINF)〕
I-ーS〔#2702EXPANDED NIL) 

1--NP 〔#2703EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕
I 1--NN 〔＃切25EXPANDED NIL〕
I 1--PRON 〔立726LEXIFIED "I" NIL〕
I-—卯〔#2704 EXPANDED NIL〕

1--AD卯〔#2705EXPANDED (ADVP-JUST!ADVP-TEMPLATE)〕
I 1--ADV (#2724 LEXIFIED "just" NIL〕
1--VP 〔#2706EXPANDED NIL〕

1--AUX (#2707 LEXIFIED "would" NIL〕
1--VE簡〔#2708LEXIFIED "like" NIL〕
1--NP 〔＃勿09ACTIVE NIL〕
1--TOINF 〔拉710ACTIVE NIL〕

+--TOINF 〔位711おSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-ABOUT!VP-TN.PR)) 
+ 1--TOけ2712LEXIFIED "to" NIL〕
+ 1--VP 〔位713EXPANDED NIL〕
+ !--VERB位2714LEXIFIED "ask" NIL〕
+ 1--NP 〔＃町15ACTIVE NIL〕
+ !--PREP 〔＃勿16LEXIFIED "about" NIL〕
+ 1--NP 〔#2717TRACE "''NIL〕
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1三言且：心塁塁・,温昌IL〕＊＊＊＊

〔AGR〔〕〕
〔ANY-ENV-〕
〔ARTI〔〕〕〕〕

〔S団〔〔LABEL•SPEAKER•〕〕〕
〔DEFS団〔〔LABEL•DEF-SPEAKER•〕〕〕
〔SLASH〔おYN〔〔CATNP〕

〔AGR〔〕〕
〔PREP-INFO〔〕〕〕〕

〔S四〔〔PARM!Xl 〔〕〕
〔RF.S冗〔〔RELNSOMETHING-PRON-I〕

〔ENTITY!Xl〕〕〕
〔INDEX〔印EFINTINDEF〕

〔GENDERNONE〕
〔NUMBERSING〕
〔PERSONTHIRD〕〕〕）〕〕〕〕

++++ re-activated (PP <PRON-SPEAKER-I〉<ADVP-SPEAKER-HERE〉S-MODI-TOOS-NP-VP-SUBORD CONJ_S-TILL CONJ_S-THAT-1 VP-MAKE-NP VP-GIVE-ME-NP 
VP-RESERVE-NP-FOR-ME VP-BE-AP VP-BE-AP-INV TOINF NP-NN NP-A-NN NP-THE-NN NN-N NN-PRON AP-ADJ) ++++ 
**** Applying (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)**** 

+--TOINF 〔＃町18ASSUMED (TOINF VP—おK-1-NP-NP! VP-DN. N)〕
1--TO 〔#2719LEXIFIED "to" NIL〕
1--VP (#2720 EXPANDED NIL〕

1--VERB 〔＃切21LEXIFIED "ask" NIL〕
1--NP 〔＃町22ACTIVE NIL〕
1--NP 〔立723TRACE"" NIL〕

S-TOP 〔立543EXPANDED (S-TOP S-COVER-MANNER S-MODI-CONJ S-NP-VP-MATRIX)〕
1--S (#2544 EXPANDED NIL〕
I 1--(ADVP CONJ _S) 〔#2545ACTIVE NIL〕
I 1--s回〔#2546LEXIFIED "," NIL〕
I 1--s位2547EXPANDED NIL〕
I 1--NP 〔立548ACTIVE NIL〕
I 1--VP (#2549 EXPANDED (VP-SIMPLE-PRF.SENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-HAVE!VP-TN)〕

1--VE氾〔#2686LEXIFIED "have" NIL〕
I-ボP〔#2687EXPANDED (NP-NP-REL)〕
|—罰〔#2688 ACTIVE NIL〕
1--RELぷ〔#2689ACTIVE NIL〕

I +--REL_S 〔#2690ASSUMED (REL_S S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRF.SENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VP一顕OULD-LIKE-TOINF)〕
+ I --CONJ (#2691 LEXIFIED "that" NIL〕
+ 1--s 〔#2692EXPANDED NIL〕

I・+  I-ボP〔#2693EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕
+ I 1--NN 〔坑741EXPANDED NIL〕
+ I !--PRON 〔位742LEXIFIED "I" NIL〕
+ 1--VP 〔拉694EXPANDED NIL〕
+ 1--ADVP (#2695 EXPANDED (ADVP-JUST! ADVP-TEMPLATE)〕
+ I 1--ADV (#2740 LEXIFIED "just" NIL〕
+ I --VP (#2696 EXPANDED NIL) 

1--A収〔#2697LEXIFIED "would" 
!--VERB 〔＃お98LEXIFIED "like" 
I-—即〔#2699 ACTIVE NIL〕
1--TOINF 〔位700ACTIVE NIL〕

+ +--TOINF 〔位727ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-ABOUT!VP-TN.PR)〕
+ 1--TO 〔＃町28LEXIFIED "to" NIL〕
+ I-—卯〔#2729 EXPANDED NIL〕

+ + !--VERB (#2730 LEXIFIED "ask" NIL〕
+ 1--NP 〔#2731ACTIVE NIL〕

+ + 1--PR密〔#2732LEXIFIED "about" NIL〕
+ 1--NP 〔＃町33TRACE'"'NIL〕

+ +--TOINF位2734ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-NP!VP-DN.N)〕
1--TO 〔拉735LEXIFIED "to" NIL〕
1--VP (#2736 EXPANDED NIL〕

!--VERB 〔出n37LEXIFIED "ask" 
1--NP 〔＃切38ACTIVE NIL〕
1--NP 〔＃切39TRACE"" NIL〕

+--REL_S 〔#2701ASSUMED (REL_S-2 S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRF.SENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VPーWOULD-LIKE-TOINF)〕

＇―-s 〔#2702EXPANDED NIL〕
1--NP (#2703 EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕
I 1--NN (#2725 EXPANDED NIL〕

!--PRON 〔#2726LEXIFIED "I" 
1--VP 〔位704EXPANDED NIL〕

1--ADVP 〔＃勿05EXPANDED (ADVP-JUST!ADVP-TEMPLATE)〕
I 1--ADV 〔拉724LEXIFIED "just" NIL〕
1--VP 〔＃切06EXPANDED NIL〕

1--AUX 〔位707LEXIFIED "would" 
!--VERB 〔位708LEXIFIED "like" 
I --NP (#2709 ACTIVE NIL〕
1--TOINF 〔位710ACTIVE NIL〕

+--TOINF 〔位711ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-ABOUT!VP-TN.PR)) 
+ 1--TO 〔＃勿12LEXIFIED "to" NIL〕
+ I --VP (#2713 EXPANDED NIL〕
+ !--VERB 〔位714LEXIFIED "ask" NIL〕
+ 1--NP (#2715 ACTIVE NIL〕
+ J--PREP 〔＃切16LEXIFIED "about" NIL〕
+ 1--NP 〔位717TRACE "" NIL〕
+--TOINF (#2718 ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-NP!VP-DN.N)〕

1--TO 〔位719LEXIFIED "to" NIL〕
1--VP 〔位720EXPANDED NIL〕

!--VERB 〔位721LEXIFIED "ask" NIL〕
1--NP⑭ 2722 ACTIVE NIL〕
1--NP 〔＃勿23TRACE "" NIL〕
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**** expanding NP 〔立688ACTIVE NIL〕＊＊＊＊
〔〔SYN〔〔CATNP〕

薗〔〕〕
〔CASEACC〕
〔AGR〔〕〕
〔PREP-INFO〔〕〕
〔ANY-ENV-〕
〔ARTI〔〕〕
〔INSERT-V〔〕〕〕〕

〔S四〔〔PARM!Xl 〔〕〕
〔RESTR⑱ ELN SOMETHING-PRON-1〕

〔ENTITY!Xl〕〕〕
〔INDEX肛DEFINTINDEF〕

〔GENDERNONE〕
〔NUMBERSING〕
〔PERSONTHIRD〕〕〕〕〕

〔SLASH〔〕〕〕
++++ re-activated (PP <CONJ S-'i/H-1> <PRON-SOMETHING> <PRON-ANYTHING> NN-INDEX-COVER S-MODI-TOO S-NP-VP-SUBORD CONJ_S-TILL CONJ_s-THAT-1 
VP-MAKE-NP VP-GIVE-耶-NPVP-RESERVE-NP-FOR-ME VP-BE-AP VP-BE-AP-INV TOINF NP-NN NP-A-NN NP-THE-NN NN-N NN-PRON AP-ADJ)++++ 
**** Applying (NP-NN NN-INDEX-COVER NN-PRON PRON-SOMETHING) **** 

S-TOP 〔立543EXPANDED (S-TOP S-COVER-MANNER S-MODI-CONJ S-NP-VP-MA TRIX)〕
I-ーS〔#2544EXPANDED NIL〕
I 1--(ADVP CONJ_S) 〔#2545ACTIVE NIL〕
I 1--s邸〔#2546LEXIFIED "," NIL〕
I 1--S (#2547 EXPANDED NIL〕
I I-ボP〔#2548ACTIVE NIL〕
I 1--VP 〔位549EXPANDED (VP-SIMPLE-PR応ENT-PASTVP-ASPT-COVER VP-HAVE!VP-TN)〕

1--v醐〔#2686LEXIFIED "have" NIL) 
1一-NP〔#2687EXPANDED (NP-NP-REL)) 

I 1--NPは2688EXPANDED (NP-NN NN-INDEX-COVER NN-PRON PRON-SO部THING)〕
I 1--NN 〔＃切43EXPANDED NIL〕
I 1--PRON 〔立744LEXIFIED "something" NIL〕

I 1--REL_S 〔#2689ACTIVE NIL〕
I +--RELぷ〔#2690ASSUMED (REL_S S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-P即SENT-PASTVP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VP-¥1/0ULD-LIKE-TOINF)〕

+ 1--CO即〔#2691LEXIFIED "that" NIL〕
+ 1--s仕2692EXPANDED NIL〕

I + 1--NP 〔霧93EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕
+ I 1--NN 〔#2741EXPANDED NIL) 
+ I I --PRON (#2742 LEXJFIED "I" NIL〕
+ I-—卯〔#2694 EXPANDED NIL〕
+ 1--AD卯〔#2695EXPANDED (ADVP-JUST!ADVP-TEMPLATE)〕
+ I 1--ADV (#2740 LEXJFIED "just" NIL〕
+ I-—卯〔#2696 EXPANDED NIL〕

1--A訊〔#2697LEXJFIED"如ould" NIL〕
1--VE郎〔#2698LEXJFIED "like" NIL〕
I-—即〔#2699 ACTIVE NIL〕
1--TOI畑〔#2700ACTIVE NIL) 

I + +--TOINF 〔拉727ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-ABOUT!VP-TN.PR)〕
+ 1--TO 〔＃切28LEXJFIED "to" NIL〕
+ 1--VP 〔#2729EXPANDED NIL〕

+ + 1--VERB 〔立730LEXIFIED "ask" NIL〕
+ 1--NP (#2731 ACTIVE NIL〕

+ + 1--PREP 〔立732LEXJFIED "about" NIL〕
+ 1--NP (#2733 TRACE "" NIL〕

I + +--TO詞〔#2734ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-NP!VP-DN.N)〕
1--TO 〔＃勿35LEXIFIED "to" NIL〕
1--VP 〔＃切36EXPANDED NIL) 

+ I --VERB (#2737 LEXJFIED "ask" NIL) 
1--NP (#2738 ACTIVE NIL) 
1一-NP〔#2739TRACE "" NIL〕

I +--REL_S 〔#2701ASSUMED (REL_S-2 S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PR臨ENT-PASTVP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VP-WOULD-LIKE-TOINF)〕
I-ーS〔#2702EXPANDED NIL〕

1--NP 〔＃切03EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕
I 1--NN 〔＃切25EXPANDED NIL〕
I 1--PRON 〔立726LEXIFIED "I" NIL〕
1--VP位2704 EXPANDED NIL〕

I 1--ADVP (#2705 EXPANDED (ADVP-JUST!ADVP-TEMPLATE)〕
I 1--A即〔#2724LEXIFIED "just" NIL〕
1--VP 〔＃町06EXPANDED NIL〕

1--A収〔#2707LEXIFIED "would" NIL〕
1--VERB 〔＃切08LEXIFIED "like" NIL〕
I-ボP〔#2709ACTIVE NIL〕
1--TDINF 〔＃町10ACTIVE NIL〕

I +--TDINF 〔立711ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-ABOUT!VP-TN.PR)〕
+ I --TO (#2712 LEXIFIED "to" NIL〕
+ I --VP (#2713 EXPANDED NIL〕
+ 1--VERB (#2714 LEXIFIED "ask" NIL) 
+ 1--NP 〔#2715ACTIVE NIL) 
+ 1--PREP 〔＃訂16LEXIFIED "about" NIL〕
+ 1--NP位2717TRACE "" NIL〕

I +--TOINF 〔#2718ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-NP!VP-DN.N)〕
1--TO 〔＃勿19LEXIFIED "to" NIL〕
1--VP 〔＃勿20EXPANDED NIL〕

1--VERB 〔立721LEXIFIED "ask" NIL〕
1一-NP〔#2722ACTIVE NIL) 
1--NP 〔＃町23TRACE "''NIL〕

1--SIGN位2550LEXJFIED "." NIL〕
**** expanding椛＇〔 #2548ACTIVE NIL〕＊＊＊＊
〔〔SYN〔〔CATNP〕

〔CASENOM〕
〔AGR〔〕〕
〔ANY-ENV-〕
〔ARTI〔〕〕〕〕
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〔SEM〔〔且BEL•SPEAKER•〕〕〕
〔DEFSEM〔〔はBEL•UNKNO如〕〕〕
〔SLASH〔〕〕〕

++++ re-activated (PP <PRON-SPEAKER-I> <ADVP-SPEAKER-HERE> S-MODI-TOO S-NP-VP-SUBORD CONJ_S-TILL CONJ_S-THAT-1 VP-MAKE-NP VP-GIVE-ME-NP 
VP-RF.SERVE-NP-FOR-ME VP-BE-AP VP-BE-AP-INV TOINF NP-NN NP-A-NN NP-THE-NN NN-N NN-PRON AP-ADJ)++++ 
**** Applying (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I) **** 

s—加〔#2543 EXPANDED (S-TOP S-COVER-MANNER S-MODI-CONJ S-NP-VP-MATRIX)〕
1-S 〔＃四4EXPANDED NIL〕
I I --(ADVP CONJ _S) 〔#2545ACTIVE NIL〕
I 1--SIGN 〔切546LEXIFIED "," NIL〕
I Iー-s〔#2547EXPANDED NIL〕
I I --NP (#2548 EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕

I 1--NN 〔＃切45EXPANDED NIL〕
I 1--PRON 〔拉746LEXIFIED "I" NIL〕

I I-—卯〔#2549 EXPANDED (VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-HAVE!VP-TN)〕
1--VERB 〔拉686LEXIFIED''have" NIL〕
I-—即〔#2687 EXPANDED (NP-NP-REL)〕

I 1--NP 〔立688EXPANDED (NP-NN NN-INDEX-COVER NN-PRON PRON-SOMETHING)〕
I 1--NN 〔＃勿43EXPANDED NIL〕
I 1--PRON 〔＃町44LEXIFIED "something" NIL〕

I 1--REL_S 〔#2689ACTIVE NIL〕
+--REL_$ 〔#2690ASSUMED (REL_S S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VP-WOULD-L耳E-TOINF)〕
+ 1--CO即〔#2691LEXIFIED "that" NIL〕
+ 1--s 〔#2692EXPANDED NIL〕
+ I-—即〔#2693 EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕
+ I 1--NN 〔＃切41EXPANDED NIL〕
+ I 1--PRON 〔拉742LEXIFIED "I" NIL〕
+ 1--VP (#2694 EXPANDED NIL〕
+ 1--ADVP 〔立695EXPANDED (ADVP-JUST!ADVP-TEMPLATE)〕
+ I 1--A訓〔#2740LEXIFIED "just" NIL〕
+ 1--VP 〔#2696EXP ANDED NIL〕

1--A収〔#2697LEXIFIED "would" NIL〕
1--VERB 〔＃お98LEXIFIED "like" NIL〕
I-ボP〔#2699 ACTIVE NIL〕
1--TOINF 〔拉700ACTIVE NIL〕

+ +--TOINF 〔坑727ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-ABOUT!VP-TN.PR)〕
+ 1--T〇〔#2728LEXIFIED "to" NIL〕
+ 1--VP 〔#2729EXPANDED NIL〕
+ 1--VERB 〔拉730LEXIFIED "ask" NIL〕
+ 1--NP位2731ACTIVE NIL〕
+ 1--PREP 〔拉732LEXIFIED "about" NIL〕
+ 1--NP 〔位733TRACE "" NIL〕

+ +--TO輝〔#2734ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-NP!VP-DN.N)〕
1--TO 〔位735LEXIFIED "to" NIL〕
lー-VP〔#2736 EXP ANDED NIL〕

+ 1--VERB 〔＃勿37LEXIFIED "ask" NIL〕
I-—陀〔#2738 ACTIVE NIL〕
1--NP 〔＃町39TRACE "" NIL〕

+--REL_$ 〔#2701ASSUMED (REL_S-2 S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VPーWOULD-LIKE-TOINF)〕
I-ーS〔#2702EXPANDED NIL〕

1--NP位2703EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕
I 1--NN 〔立725EXPANDED NIL〕
I 1--PRON 〔＃勿26LEXIFIED "I" NIL) 
1一-VP〔#2704EXPANDED NIL〕

1--AD卯〔#2705EXPANDED (ADVP-JUST!ADVP-TEMPLATE)〕
I 1--ADV 〔立724LEXIFIED "just" NIL〕
1--VP 〔位706EXPANDED NIL〕

1--A収〔#2707LEXIFIED "would" NIL〕
!--VERB 〔位708LEXIFIED "like" NIL〕
I --NP (#2709 ACTIVE NIL〕
1--TOINF 〔＃切10ACTIVE NIL〕

+--TOINF 〔＃切11ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-ABOUT!VP-TN.PR)〕
+ I --TO (#2712 LEXIFIED "to" NIL) 
+ 1--VP 〔＃勿13EXPANDED NIL〕
+ 1--VERB 〔＃切14LEXIFIED "ask" NIL〕
+ 1--NP 〔#2715ACTIVE NIL〕
+ !--PREP 〔＃町16LEXIFIED "about" NIL〕
+ 1--NP 〔＃町17TRACE "" NIL〕
+--TOINF 〔＃町18ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-NP!VP-DN.N)〕

1--TO 〔＃切19LEXIFIED "to" NIL〕
1--VP 〔位720EXPANDED NIL〕

1--VERB 〔＃切21LEXIFIED "ask" NIL〕
1--NP 〔＃勿22ACTIVE NIL〕
lー-NP〔#2723TRACE"" NIL〕
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S-T卯〔#2543EXPANDED (S-TOP S-COVER-MANNER S-MODI-CONJ S-NP-VP-MATRIX)〕
lー-s〔#2544EXPANDED NIL〕
I 1--(ADVP CONJ_S) 〔#2545ACTIVE N且〕
I I +--CONJ_s 〔#2747ASSUMED (CONJ_S-WH-1)〕
I I+ !--BOT訊〔#2748ACTIVE NJL〕
I I + I-ーS〔#2749ACTIVE NJL〕
I I +--ADVP 〔＃切50ASSUMED (ADVP一皿ELL-INTERJ! ADVP-TEMPLA TE)〕
I I !--ADV 〔＃勿51LEXIFIED "well" NIL〕
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!--SIGN位2546LEXIFIED "," NIL〕
戸 〔#2547EXPANDED NIL〕l―-NP 〔立548EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕

1--NN 〔＃勿45EXPANDED NIL〕
I !--PRON 〔四746LEXIFIED "I" NIL〕
I-—卯〔#2549 EXP ANDED (VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-HAVE! VP-TN)〕

!--VERB 〔＃お86LEXIFIED "have" NIL〕
I-—陀〔#2687 EXPANDED (NP-NP-REL)〕

1--NP 〔砂688EXPANDED (NP-NN NN-INDEX-COVER NN-PRON PRON-SOMETHING)〕
I 1--NN 〔＃切43EXPANDED NIL〕
I 1--PRON 〔＃切44LEXIFIED "something" NIL〕
1--REL_S 〔#2689ACTIVE NIL〕

+--RELふ〔#2690ASSUMED (REL_S S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VP-WOULD-LIKE-TOINF)〕
+ 1--CO即〔#2691LEXIFIED "that" NIL〕
+ 1--s 〔#2692EXPANDED NIL〕
+ I —即〔#2693 EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕
+ I 1--NN 〔＃勿41EXPANDED NIL〕
+ I !--PRON 〔＃勿42 LEXIFIED "I" NIL〕
+ I-—卯〔#2694 EXPANDED NIL〕
+ !--AD卯〔#2695EXPANDED (ADVP-JUST!ADVP-TEMPLATE)〕
+ I 1--A訓〔#2740LEXIFIED "just" NIL〕
+ I —卯〔#2696 EXPANDED NIL〕

!--AUX 〔拉697LEXIFIED "would" NIL〕
I --VERB (#2698 LEXIFIED "like" NIL) 
I --NP (#2699 ACTIVE NIL〕
1--TOINF 〔＃町00ACTIVE NIL〕

+ +--TOINF 〔＃切27ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-ABOUT!VP-TN.PR)〕
+ I --TO (#2728 LEXIFIED "to" NIL〕
+ 1--VP (#2729 EXPANDED NIL〕
+ 1--VERB 〔＃町30LEXIFIED "ask" NIL〕
+ 1--NP 〔#2731ACTIVE NIL〕

+ + I --PREP (#2732 LEXIFIED "about" NIL〕
+ !--NP 〔＃切33TRACE"" NIL〕

+ +--TOI陣〔#2734ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-NP!VP-DN.N)〕
1--TO 〔位735LEXIFIED "to" NIL〕
1--VP 〔位736EXPANDED NIL〕

+ 1--VERB 〔位737LEXIFIED "ask" NIL〕
!--NP 〔＃勿38ACTIVE NIL〕
1--NP 〔位739TRACE"" NIL〕

+--REL_.S 〔#2701ASSUMED (REL_S-2 S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VP-WOULD-LIKE-TOINF)〕
1--s 〔立702EXPANDED NIL〕

1--NP 〔位703EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕
I 1--NN 〔＃町25EXPANDED NIL〕
I 1--PRON 〔＃勿26LEXIFIED "I" NIL〕
1--VP (#2704 EXPANDED NIL) 

1--ADVP 〔＃切05EXPANDED (ADVP-JUST! ADVP-TEMPLATE)〕
I 1--ADV 〔位724LEXIFIED "just" NIL〕
1--VP 〔＃切06EXPANDED NIL〕

1--A収〔#2707LEXIFIED "would" NIL〕
1--VE郎〔#2708LEXIFIED "like" NIL〕
I --NP (#2709 ACTIVE NIL〕
1--TOINF 〔＃切10ACTIVE NIL〕

+--TOINF 〔位711ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-ABOUT!VP-TN.PR)〕
+ 1--TO 〔位712LEXIFIED "to" NIL) 
+ 1--VP 〔＃切13EXPANDED NIL〕
+ !--VERB 〔位714LEXIFIED "ask" NIL〕
+ 1--NP 〔#2715ACTIVE NIL〕＇
+ 1--PREP (#2716 LEXIFIED "about" NIL〕
+ !--NP 〔＃町17TRACE "" NIL〕
+--TOINF 〔詑718ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-NP!VP-DN.N)〕

1--TO 〔＃切19LEXIFIED "to" NIL〕
1--VP 〔＃切20EXPANDED NIL〕

1--VERB 〔位721LEXIFIED "ask" NIL〕
!--NP 〔認722ACTIVE NIL〕
1--NP 〔四723TRACE"" NIL〕
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I --NP (#2687 EXPANDED (NP-NP-REL)〕
I-—即〔#2688 EXPANDED (NP-NN NN-INDEX-COVER NN-PRON PRON-SOMETH訊G)〕
I 1--NN位2743EXPANDED NIL〕
I 1--PRON 〔＃切44LEXIFIED "something" NIL〕
1--REL_S (#2689 ACTIVE NIL〕

+--REL_S 〔#2690ASSUMED (REL_S S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRESENT-P総TVP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VP-WOULD-LIKE-TO岬）〕
+ 1--CONJ 〔立691LEXIFIED "that" NIL〕
+ 1--S (#2692 EXPANDED NIL〕
+ I-ボP〔#2693EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕
+ I 1--NN 〔位741EXPANDED NIL〕
+ I 1--PRON 〔＃切42LEXIFIED "I" NIL〕
+ 1--VP 〔#2694EXPANDED NIL〕
+ 1--ADVP (#2695 EXPANDED (ADVP-JUST! ADVP-TEMPLATE)〕
+ I 1--A洲〔#2740LEXIFIED "just" NIL〕
+ 1--VP 〔立696EXPANDED NIL〕
+ 1--AUX 〔切697LEXIFIED "11ould" NIL〕
+ 1--VERB 〔訟98LEXIFIED "like" NIL〕

1--NP 〔虚99ACTIVE NIL〕
1--TOINF 〔＃切00ACTIVE NIL〕

+ +--TOINF 〔＃切27ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-ABOUT!VP-TN.PR)〕
+ 1--TO (#2728 LEXIFIED "to" NIL〕
+ 1--VP 〔#2729EXPANDED NIL〕

+ + 1--VERB 〔立730LEXIFIED "ask" NIL〕
+ 1--NP 〔#2731ACTIVE NIL〕

+ + 1--PREP 〔＃切32LEXIFIED "about" NIL〕
+ 1--NP 〔#2733TRACE"" NIL〕

+ +--TOINF 〔立734ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-NP!VP-DN.N)〕
1--TO 〔位735LEXIFIED "to" NIL〕
1--VP 〔＃勿36EXPANDED NIL〕

+ 1--VERB 〔＃切37LEXIFIED "ask" NIL〕
1--NP 〔立738ACTIVE NIL〕
1--NP 〔位739TRACE"" NIL〕

+--REL_S 〔#2701ASSUMED (REL_S-2 S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VP-WOULD-LIKE-TOINF)〕
1--s 〔＃切02EXPANDED NIL〕

1--NP 〔＃勿03EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕
I 1--NN 〔＃勿25EXPANDED NIL〕
I 1--PRON 〔拉726LEXIFIED "I" NIL〕
I-—卯〔#2704 EXPANDED NIL〕

|―-ADVP 〔立705EXPANDED (ADVP-JUST!ADVP-TEMPLATE)〕
1--ADV 〔四724LEXIFIED "just" NIL〕

I-—卯〔#2706 EXPANDED NIL〕
1--AUX 〔位707LEXIFIED "11ould" NIL〕
1--VERB 〔#2708LEXIFIED "like" NIL〕
1--NP 〔＃切09ACTIVE NIL〕
1--TOINF 〔＃町10ACTIVE NIL〕

+--TOINF (#2711 ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-ABOUT!VP-TN.PR)〕
+ 1--TO 〔＃勿12LEXIFIED "to" NIL〕
+ 1--VP 〔＃勿13EXPANDED NIL〕
+ 1--VERB 〔立714LEXIFIED "ask" NIL〕
+ I --NP (#2715 ACTIVE NIL〕
+ 1--PREP 〔立716LEXIFIED "about" NIL〕
+ 1--NP 〔＃町17TRACE'"'NIL〕
+--TOINF 〔位718ASSUMED (TOINF VP-ASK-1-NP-NP!VP-DN.N)〕

1--TO 〔＃勿19LEXIFIED "to" NIL〕
1--VP 〔位720EXPANDED NIL〕

1--VERB (#2721 LEXIFIED "ask" NIL〕
1--NP 〔拉722ACTIVE NIL〕
1--NPは2723TRACE "" NIL〕
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- New Expansion Started ---------
**** Control schema No. 1 has been applied **** 
•••• fs on controlled node 
〔〔SYN((CAT NP〕

〔CASEACC〕
〔AGR〔〕〕
〔LEX""〕〕〕

〔CONTROL((SEM ! 双〔〔LABEL•SPEAKER•〕〕〕〕〕
〔SEM!X2〕
〔DEFSEM!X2〕
〔SLASH〔〔暉〔〔CATNP〕

〔AGR肛PERSON3〕
〔NUMBERSING〕〕〕

〔PREP-INFO〔〕〕
〔CASEACC〕
〔LEX"''〕〕〕

〔S四〔〔PARM!Xl 〔〕〕
(RESTR肛RELNSOMETHING-PRON-1〕

〔ENTITY!Xl〕〕〕
〔IN諏〔〔DEFINTINDEF〕

〔GENDERNONE〕
〔NUMBERSING〕
〔PERSONTHIRD〕〕〕〕〕〕〕〕

S-TOP 〔＃勿88EXPANDED (S-TOP S--COVER-MANNER S-MODI-CONJ S-NP-VP-MATRIX)〕
1--S (#2789 EXPANDED NIL〕
I 1--AD柁 〔#2790EXPANDED (ADVP一蛇ELL-INTERJ! ADVP-TEMPLA TE)〕
I I 1--ADV 〔立791LEXIFIED "well" NIL〕
I 1--SI置〔#2792LEXIFIED "," NIL〕
I 1--s 〔＃切93EXPANDED NIL〕
I 1--NP 〔#2794EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕
I I 1--NN 〔＃勿95EXPANDED NIL〕
I I 1--PRON 〔#2796LEXIFIED "I" NIL〕
I 1--VP 〔位797EXPANDED (VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-HAVE!VP-TN)〕
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1--VERB 〔＃勿98LEXIFIED''have" NIL〕
1--NP [#2799 EXPANDED (NP-NP-REL)〕

1一-NP〔#2800EXPANDED (NP-NN NN-INDEX-COVER NN-PRON PRON-SOMETHING)〕
I 1--NN [#2801 EXPANDED NIL〕
I 1--PRON 〔立802LEXIFIED "something" NIL〕
1--REL_S [#2803 EXPANDED (REL_S S-NP-VP-Sl.JllORD VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VP-WOULD-LIKE-TOINF)〕

1--CO即〔#2804LEXIFIED "that" NIL) 
I-ーS〔#2805EXPANDED NIL〕

1一-NP〔#2806EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕
I Iー-NN〔#2807EXPANDED NIL〕
I 1--PRON 〔立808LEXIFIED "I" NIL) 
I-—卯〔#2809 EXPANDED NIL〕

I 1--AD卯〔#2810EXPANDED (ADVP-JUST!ADVP-TEMPLATE)〕
I 1--A訓〔#2811LEXIFIED "just" NIL〕
1一-VP〔#2812EXPANDED NIL〕

1--AUX [#2813 LEXIFIED "would" NIL〕
1--VERB 〔立814LEXIFIED "like" NIL〕
1--NP 〔立815PRO"" NIL〕

I 1--TOINF 〔拉816EXPANDED (TOINF VP—おK-1-NP-NP!VP-DN.N) 〕
1--TO 〔＃邪17LEXIFIED "to" NIL〕
1--VP 〔位818EXPANDED NIL〕

1--VERB 〔立819LEXIFIED "ask" NIL〕
1--NP (#2820 ACTIVE NIL〕
I-ボP〔#2821TRACE "" NIL〕

1--SIGN 〔立822LEXIFIED "." NIL〕
- Expansion was Terminated 

•••• actualize def桑〔#2820ACTIVE NIL〕＊＊＊＊
- New Expansion Started -
S-T卯〔#2788EXPANDED (S-TOP S-COVER-MANNER S-MODI-CONJ S-NP-VP-MATRIX)〕
--s 〔#2789EXPANDED NIL〕

1--AD卯〔#2790EXPANDED (ADVP一WELL-INTERJ!ADVP-TEMPLATE)〕
I 1--ADV (#2791 LEXIFIED "well" NIL〕
1--SIGN 〔＃切92LEXIFIED "," NIL〕
I-ーS〔#2793EXPANDED NIL〕

1--NP 〔立794EXP ANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕
I 1--NN 〔＃勿95EXPANDED NIL〕
I 1--PRON 〔＃勿96LEXIFIED "I" NIL〕
1--VP 〔＃切97EXPANDED (VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-HAVE!VP-TN)〕

1--VERB 〔＃切98LEXIFIED "have" NIL〕
1--NP 〔立799EXPANDED (NP-NP-REL)) 

1--NP 〔＃路00EXPANDED (NP-NN NN-INDEX-COVER NN-PRON PRON-SOMETHING)〕
I I一-NN〔#2801 EXP ANDED NIL) 
I 1--PRON 〔位802LEXIFIED "something" NIL〕
1--REL_S 〔#2803EXPANDED (REL_S S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRESENT-PおTVP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VPーWOULD-LIKE-TOINF)〕

1--CONJ 〔立804LEXIFIED "that" NIL〕
I-ーS〔#2805EXPANDED NIL〕

Iー-NP〔#2806EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕
I 1--NN 〔#2807EXPANDED NIL) 
I 1--PRON 〔虚08LEXIFIED "I" NIL〕
lー-VP〔#2809EXPANDED NIL) 

1--ADVP 〔虚10EXPANDED (ADVP-JUST!ADVP-TEMPLATE)〕
I 1--ADV 〔＃祁11LEXIFIED "just" NIL〕
1一-VP〔#2812EXPANDED NIL〕

1--AUX 〔立813LEXIFIED "would" NIL〕
1--VE賠〔#2814LEXIFIED "like" NIL〕

1--NP 〔#2815PR゚""NIり
1--TOINF 〔位816EXPANDED (TOINF VP-ASK-1-NP-NP!VP-DN.N)〕

1--TO 〔虚17LEXIFIED "to" NIL〕
I-—卯〔#2818 EXPANDED NIL〕

1--VERB 〔＃路19LEXIFIED "ask" NIL〕
1一-NP〔#2820ACTIVE NIL〕
I --NP (#2821 TRACE "" NIL〕

1--SI岱〔#2822LEXIFIED "." NIL〕
•••• expanding NP 〔立820ACTIVE NIL〕＊＊＊＊
〔〔SEM! 双〔〔LABEL•DEF-HEARER•〕〕〕
〔DEFSEM!XZ〕
〔叩〔〔CATNP〕

〔CASEACC〕〕〕
〔SLA剖〔〔SYN〔にATNP〕

〔饂〔〔PERSON3〕
〔NUMBERSING〕〕〕

〔PREP-INFO〔〕〕
〔CASEACC〕
〔LEX""〕〕〕

〔SEM((PARM !Xl 〔〕〕
〔RESTR〔紐ELNSOMETHING-PRON-1〕

〔ENTITY!Xl)〕〕
〔INDEX((DEFINT INDEF〕

〔GENDERNONE〕
〔NUMBERSING〕
〔PERSONTHIRD〕〕〕〕〕〕〕〕

++++ activated (PP <PRON-UNKNO閻N-DEFAULT-HEARER>S-MODI-TOO S-NP-VP-SUBORD CONJ_S-TILL CONJ_S-THAT-1 VP-MAKE-NP VP-GIVE-ME-NP 
VP-RESERVE-NP-FOR-ME VP-BE-AP VP-BE-AP-INV TOINF NP-NN NP-A-NN NP-THE-NN NN-N NN-PRON AP-ADJ)++++ 

•••• Applying (NP-NN NN-PRON PRON-UNKNOWN-DEFAULT-HEARER) **** 

S-T卯〔#2788EXPANDED (S-TOP S-COVER-MANNER S-MODI-CONJ S-NP-VP-MATRIX)〕
Iー-s〔#2789EXPANDED NIL〕
I 1--ADVP 〔＃切90EXP ANDED (ADVP—皿L-INTERJ!ADVP-TEMPLATE) 〕
I I 1--ADV 〔四791LEXIFIED "well" NIL〕
I 1--SIGN 〔拉792LEXIFIED "," NIL〕
I 1--S (#2793 EXPANDED NIL〕
I 1--NP (#2794 EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕
I I 1--NNは2795EXP ANDED NIL〕
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I !--PRON 〔＃勿96LEXIFIED "I" NIL〕
1--VP 〔＃切97EXPANDED (VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-HAVE!VP-TN)〕

!--VERB 〔＃切98LEXIFIED''have" NIL〕
1--NP 〔＃勿99EXP ANDED (NP-NP-REL)〕

ピ岬〔#2800EXP ANDED (NP-NN NN-INDEX-COVER NN-PRON PRON-SOMETHING)〕
I I —料〔#2801 EXPANDED NIL〕
I 1--PRON位2802LEXIFIED "something" NIL〕
1--RELぷ〔#2803EXPANDED (REL_S S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VP-WOULD-LIKE-TOINF)〕

1--CO叩〔#2804LEXIFIED "that" NIL〕
1--S (#2805 EXPANDED NIL〕
|—即〔#2806 EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕
I 1--NN (#2807 EXPANDED NIL〕
I 1--PRON 〔＃蹄08LEXIFIED "I" NIL〕
I-呻〔#2809EXPANDED NIL〕

1--AD守〔#2810EXPANDED (ADVP-JUST! ADVP-TEMPLA TE)〕
I 1--ADV 〔拉811LEXIFIED "just" NIL〕
1--VP 〔切812EXPANDED NIL〕

1--A収〔#2813LEXIFIED "翫ould" NIL〕
!--VERB 〔＃紐14LEXIFIED "like" NIL〕
1--NP 〔#2815PRO "" NIL) 
1--TOINF 〔＃路16EXPANDED (TOINF VP-ASK-1-NP-NP!VP-DN.N)〕

1--TO 〔切817LEXIFIED "to" NIL〕
1--VP 〔#2818EXPANDED NIL〕

!--VERB 〔位819LEXIFIED "ask" NIL〕
1--NP 〔拉820EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-UNKNOWN-DEFAULT-HEARER)〕
I 1--NN (#2823 EXPANDED NIL〕
I !--PRON 〔立824LEXIFIED "<you>" NIL〕
1--NP 〔立821TRACE "" NIL〕

--SIGN 〔＃路22LEXIFIED "." NIL〕
---------Expansion was Terminated -----―-
- New Expansion Started -

•••• Control schema No.1 has been applied**** 
•••• fs on controlled node 
〔〔SYN〔〔CATNP〕

〔CASEACC〕
〔AGR〔〕〕
〔LEX""〕〕〕

〔CONTROL〔〔寧！双〔〔LABEL•SPEAKER•〕〕〕〕〕
〔SEM!X2〕
〔DEFSEM!X2〕
〔SLASH((SYN ((CAT NP〕

〔饂〔(PERSON3〕
〔NUMBERSING〕〕〕

〔PREP-INFO〔〕〕
〔CASEACC〕
〔LEX""〕〕〕

〔SEM〔〔PARM!Xl 〔〕〕
〔RESTR〔〔暉NSOMETHING-PRON-!〕

〔ENTITY!Xl〕〕〕
〔INDEX((DEFINT INDEF〕

〔GENDERNONE〕
〔NUMBERSING〕
〔PERSONTHIRD〕〕〕〕〕〕〕〕

S-T卯〔#2752EXPANDED (S-TOP S-COVER-MANNER S-MODI-CONJ S-NP-VP-MATRIX)〕
1--s 〔＃勿53EXPANDED NIL) 
I 1--AD卯〔#27 54 EXP ANDED (ADVP-W日L-INTERJ! ADVP-TEMPLA TE)〕
I I 1--ADV位2755LEXIFIED "well" NIL〕
I !--SIGN 〔#2756LEXIFIED "," NIL〕
I 1--s 〔立757EXPANDED NIL〕
I 1--NP 〔位758EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕
I I 1--NN 〔＃勿59EXPANDED NIL〕
I I I --PRON (#2760 LEXIFIED "I" NIL〕
I 1--VP 〔拉761EXPANDED (VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP廿AVE!VP-TN)〕
I !--VERB 〔＃勿62LEXIFIED "have" NIL〕
I 1--NP 〔＃町63EXPANDED (NP-NP-REL)〕
I 1--NP 〔拉764EXPANDED (NP-NN NN-INDEX-COVER NN-PRON PRON-SOMETHING)〕

I 1--NN 〔＃切65EXPANDED NIL〕
I I 1--PRON 〔＃切66LEXIFIED "something" NIL〕
I 1--REL_S 〔#2767EXPANDED (REL_S S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VP-WOULD-LIKE-TOINF)〕

1--CO氾〔#2758LEXIFIED "that" NIL〕
I 1--s 〔＃町69EXPANDED NIL〕
I 1--NP位2770EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕

I 1--NN (#2771 EXPANDED NIL〕
I I 1--PRON 〔杞打72LEXIFIED "I" NIL〕
I 1--VP 〔坑773EXPANDED NIL〕
I 1--ADVP 〔＃勿74 EXPANDED (ADVP-JUST! AD VP-TEMP LA TE)〕
I I 1--A訓〔#2775LEXIFIED "just" NIL) 
I I-—卯〔#2776 EXPANDED NIL〕
I 1--A収〔#2777LEXIFIED "would" NIL〕
I !--VERB 〔立778LEXIFIED "like" NIL〕
I 1--NP 〔#2779PRO"" NIL〕
I 1--TOINF 〔＃切80EXPANDED (TOINF VP-ASK-1-NP-ABOUT! VP-TN .PR)〕
I 1--TO 〔位781LEXIFIED "to" NIL〕

1--VP 〔位782EXPANDED NIL〕
I !--VERB 〔位783LEXIFIED "ask" NIL〕
I I --NP (#2784 ACTIVE NIL〕

1--PR即〔#2785LEXIFIED "about" NIL〕
I I --NP (#2786 TRACE'"'NIL〕
!--SIGN仕278 7 LEXIFIED ". "紅IL〕
- Expansion was Ternunated -

•••• actualize defsem 〔拉784ACTIVE NIL〕＊＊＊＊

---------New Expansion Started -
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。

S-TOP 〔#2752EXPANDED (S-TOP S-COVER-MANNER S-MODI-CONJ S-NP-VP—叫TRIX) 〕
--s 〔立753EXPANDED NIL〕
|—岬〔112754 EXPANDED (ADVP-¥IIELL-INTERJ!ADVP-TEMPLATE)〕
I 1--A洲〔#2755LEXIFIED "well" NIL〕
1--SIGN 〔砂756LEXIFIED "," NIL〕
戸〔#2757EXPANDED NIL〕

I-—如〔#2758 EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕
I I遭〔#2759EXPANDED NIL〕I 1--PRON 〔＃切60LEXIFIED "I" NIL) 
噸〔#2761EXPANDED (VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-HAVE!VP-TN)〕

1--VE郎〔#2762LEXIFIED''have" NIL〕
1--NP 〔位763EXPANDED (NP-NP-REL)〕

I-—即〔#2764 EXPANDED (NP-NN NN-INDEX-COVER NN-PRON PRON-SOMETHING)〕
I 1--NN 〔位765EXPANDED NIL) 

1--PRON 〔切766LEXIFIED "something" NIL〕
1--REL-5 〔#2767EXPANDED (REL_S S-NP-VP-SUBORD VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP-ASPT-COVER VP-DEGR-FRONT VP-WOULD-LIKE-TOINF)〕

1--CO即〔#2768LEX罫IED"that" NIL〕
Iー-s〔#2769EXPANDED NIL〕I贅〔#2770EXPANDED (NP-NN NN-PRON PRON-SPEAKER-I)〕

1--NN 〔拉771EXPANDED NIL〕
I 1--PRON 〔位772LEXIFIED "I" NIL〕
1--VP 〔＃切73EXPANDED NIL〕

1--ADVP (#2774 EXPANDED (ADVP-JUST!ADVP-TEMPLATE)〕I 1--A訓〔#2775LEXIFIED "just" NIL〕
--VP 〔拉776EXPANDED NIL〕

1--AUX (#2777 LEXIFIED "would" NIL) 
1--VE胞〔#2778LEXIFIED "like" NIL) 
1--NP 〔拉779PRO "''NIL〕
1--TOINF 〔拉780EXPANDED (TOINF VP-ASK-1-NP-ABOUT!VP-TN.PR)〕

1--TO 〔拉781LEXIFIED "to" NIL〕
--VP 〔位782EXPANDED NIL〕

1--VERB 〔＃切83LEXIFIED "ask" NIL〕I―-NP位2784ACTIVE NIL〕
--PR即〔#2785LEXIFIED "about" NIL〕
1--NP 〔位786TRACE "''NIL〕

--SIGN 〔位787LEXIFIED "." NIL〕
**** expanding NP 〔位784ACTIVE NIL〕＊＊＊＊
〔〔SYN〔〔ARTI(:N〇T-)〕

〔CATNP〕
〔CASEACC〕〕〕

〔SEM!X2((LABEL•DEF-HEARER•]]]
〔DEFSEM!X2〕
〔SLASH((SYN 〔〔CATNP〕

〔饂〔〔PERSON3〕
〔NUMBERSING〕〕）

(PREP-INFO ()〕
〔CASEACC〕
〔LEX"''〕〕〕

〔S団〔〔PARM!Xl()〕
〔RESTR(〔RELNSOMETHING-PRON-1〕

〔ENTITY!Xl〕〕〕
〔IND欧〔〔DEFINTIND団〕

〔GENDERNONE〕
〔NUMBERSING〕
〔PERSONTHIRD〕〕〕〕〕〕〕〕

++++ activated (PP <PRON-UNKNO冊N-DEF'AULT-HEARER>S-MODI-TOO S-NP-VP-SUBORD CONJ_S-TILL CONJ_S-THAT-1 VP-MAKE-NP VP-GIVE-ME-NP 
VP-RESERVE-NP-FOR-ME VP-BE-AP VP-BE-AP-INV TOINF NP-NN NP-A-NN NP-THE-NN NN-N NN-PRON AP-ADJ)++++ 

井丼 Wholetree failed in expansion #11## 

- Expansion was Terminated -

゜
-(31)------
well , I have something that I just would like <PRO> to ask (you) <trace) • 

•••• (ADVP-JUST!ADVP-TEMPLATE ADVP—罪LL-INTERJ!ADVP-TEMPLATE NN-INDEX-COVER NN-PRON NN-PRON NN-PRON NN-PRON NP-NN NP-NN NP-NN NP-NN 
NP-NP-REL PRON-SOMETHING PRON-SPEAKER-I PRON-SPEAKER-I PRON-UNKNOWN—泥l<AULT-HEARER REL_S S-COVER-MANNER S-MODI-CONJ S-NP-VPー叫TRIX
S-NP-VP-SUBORD S-TOP TOINl< VP-ASK-1-NP-NP!VP-DN.N VP-ASPT-COVER VP-ASPT-COVER VP-DEGR-l<RONT VP-HAVE!VP-TN VP-SIMPLE-PR応ENT-PAST
VP-SIMPLE-PRESENT-PAST VP舟OULD-LIKE-TOINl<)were applied•••• 

WARNING: yyy for node『"'NP〕却 MG_NET-MAIN
WARNING: yyy for node ("<you〉"PRON〕切 MG_NET-PRON
WARNING: yyy for node (""即〕 in MG_NET-MAIN 

"Well, I have something that I just would like to ask (you〉."

11.7 
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